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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに






　これから少し、一いつ風ふう変わったおとぎ話をしようと思う。

　お話の舞ぶ台たいは、今よりも七十年ほど若い頃のこの世界。

　それは、僕らの祖そ父ふや祖そ母ぼ、あるいはもっと前のご先せん祖ぞ様さまが青せい春しゆんを過すごした時代。

　世界が戦争の混こん沌とんへと突き進んでいく激げき動どうの時代───




　はい、またお目にかかれましたね。著ちよ者しやの田中天たなか・たかしです。

　二〇〇六年九月に発売いたしました拙せつ著ちよ『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト　東とう邦ほうの快かい男だん児じ』は、幸さいわいにして読者の皆みな様さまから温かい御ご支し持じをいただきました。続ぞく編へんの企き画かくも順じゆん調ちょうに進み、そして今ここに『熱あつき夕ゆう陽ひの快かい男だん児じ』をお届けすることができました。

　これもすべて、あなたのお蔭かげです。心からお礼れいを申もうし上あげます。




　本書『熱き夕陽の快男児』は、ＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition』のリプレイが二に編へん収しゆう録ろくされています。

　ＴＲＰＧとはテーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Role-playing Game）の略りやく称しようです。このゲームでは、司し会かい進しん行こう役やくであるＧＭ（ゲームマスター）を中心として、ひとりにつき一体のキャラクターを担たん当とうするプレイヤーが複数名集まり、会話しながら物語を進めていくことになります。

　そして、そのプレイ風ふう景けいを文章化したものをリプレイと呼びます。これを読めば、いつでもどこでも手軽にＴＲＰＧの雰ふん囲い気きを楽しむことができるのです。

　この『熱き夕陽の快男児』というリプレイは、一九三八年の欧州ヨーロツパを主な舞台に、超ちよう人じん的てきな特とく殊しゆ能のう力りよくを持つ人々が、悪あく辣らつなナチスの手先を相手に大立ち回りを演じる冒ぼう険けん活かつ劇げきです。難むずかしいことは考えず、頭のネジを二、三本取とり払はらってお楽しみください。

　願ねがわくば本ほん作さくが、あなたの心に喜びをもたらすものでありますように。





本書に収められた文章は、すべて架空の出来事を扱っています。

実在の人物・団体・思想・宗教等とはなんら関係はありません。













前ぜん巻かんのあらすじ






　一九三八年、欧州。満まん洲しゆう国こくで探たん偵てい業ぎようを営む青年・天てん花げい寺じ・大だい悟ごは、ひょんなことからマリアグレースという可か憐れんな少女を助けることとなった。彼女は欧州の小国ヴォルスング公こう国こくの姫ひめ君ぎみであり、公家に伝わる超ちよう古こ代だいムー文明の秘ひ宝ほうの謎を知る者であった。

　莫ばく大だいな力をもたらすとされる秘宝を狙い、ナチスは執しつ拗ようにマリアを追う。

　大悟は、ナチスを脱だつ走そうした天才少女クリステル、ノストラダムスの予よ言げん書しよを受け継ついだ魔ま術じゆつ師しギヨーム、大だい英えい帝てい国部こく情じよう報ほう部ぶＭＩ６に所しよ属ぞくする発明少年フィンらと共にナチスを撃げき退たいし、マリアを故こ国こくヴォルスングへと送り届けることに成功した。

　だが、マリアの伯お父じフリードリヒは、秘宝を我が物にせんがためナチスと手を組んでいた。その圧あつ倒とう的てきな力の前に大悟たちは膝ひざを屈くつし、秘宝は彼の手に渡ってしまう。同時に、秘宝とはヴォルスングの国土を本体とし、人間を怪かい物ぶつへと変える代物であることが判はん明めいする。

　民を想おもうマリアグレースの心に打たれ再び立ち上がった大悟は、激げき戦せんの末すえ、フリードリヒを倒し、秘宝を破は壊かいする。

　そしてすべてが終わり、大悟たちは風のようにヴォルスングの地を去さるのだった……。




















PREPLAY






　時は一九三八年。

　欧州ヨーロツパではナチスドイツが台頭し、亜ア細ジ亜アにおいては日本が長い長い泥どろ沼ぬまの大おお戦いくさへと突とつ入にゆうしつつあった頃。

　昨日より今日は昏くらく、

　今日より明日はなお暗くらい。

　世界は繰くり返し時を刻きざみながらも着ちやく実じつに、〝第二次世界大戦〟という名の大破局カタストロフへと向かいつつあった。




　そして時は二〇〇六年。

　ＴＲＰＧ業界では、俺が人生初の文庫リプレイ『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト　東邦の快男児』を上じよう梓ししちゃって浮かれていた頃。

「君のリプレイ、イイ感じに好評だよ。二巻も出そう！」

　そんな小粋な企画が舞い込んだのであった。

　もちろん、ふたつ返事でお引き受けしたわけだが……問題は今回のネタである。

『トワイライト』という物語を紡つむぐにあたり、「歴史的要素」は欠かせない。

　こういうとき参考になるのは、なんと言っても映画だ。それも、歴史物の古い奴。

　俺はあれやこれやと記憶を辿たどり……やがてひとつの作品を思い出した。

『アラビアのロレンス』

　ご存知だろうか？

　実在の英国軍人トーマス・エドワード・ロレンスが辿った数すう奇きな人生を、ドラマチックに描いた歴史映画の大作である。

　劇中の舞台は、一九一六年から一九一七年にかけての中東地域。

　ロレンスは、オスマン帝国支配下にあったアラブ人に独どく立りつ闘とう争そうを促し、アラブの戦士と肩を並べて戦場に立ち、遂にはアラブ全土を解放へと導くこととなる。

　英雄の物語だ。

　もちろん、これは映画である。ロレンスの人物像、業ぎよう績せき共に大いに脚きやく色しよくはされているし、結局のところ彼の行動はイギリスのための政治的工作にほかならない。

　だが、ロレンスというひとりの男が、今こん日にちに至るまで歴史に名を残すに足るほどの〝凄すごい奴〟であったことは確かであろう。

　ロレンスがこの世を去ったのは一九三五年。

『トワイライト』の舞台となる〝ウィアードエイジ〟は一九三八年。

　近い！

　ならば、我らが〝東邦の快男児〟天花寺大悟と、〝英国の快男児〟ロレンスがいずこかで邂かい逅こうし、友ゆう誼ぎを結んでいたとしても不思議はないではないか！

　そういえばロレンスは、考古学者として中近東の遺い跡せきを調査したこともあると聞く。

　では、彼が調査した遺跡の中に、あのナチスドイツが喉のどから手を出すほど欲しがるような

　〝力〟を秘めたものがあったとしたら？

　それに、大悟たちが砂漠の夕陽を浴びながらラクダの背に乗る姿は、想像してみただけでも大たい層そうカッコイイ。

　よし、これだ！

　かくして、宵闇トワイライトの時代の冒険活劇は、再び幕を開けるのであった……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　某ぼう月某日某時間。

　ここはＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]会議室。

　俺こと田中天と、四人の男たちがひとつの卓を囲んで座っていた。




田中天（以下：ＧＭ）：つーわけで、二巻のリプレイ収録、よろしくお願いします。

一同：おーっ！




　俺の言葉に、あるいは頷うなずき、あるいは拍手で応える四人。

　彼らこそ、前作『東邦の快男児』（以下、一巻）において素晴らしいプレイングの数々を魅せてくれた、俺の頼りになる相あい棒ぼうたちである。

　では、改めてひとりひとり紹介していこう。




▼稲いな葉ば・義よし明あき　担当ＰＣ：天てん花げい寺じ・大だい悟ご（以下：大悟）

　豊ほう富ふなキャリアを有するフリーライターで、業界においては俺の大だい先せん輩ぱいに当たる人。歴史や神話、ＳＦといったジャンルへの造ぞう詣けいが深く、『ハイデルランド英えい雄ゆう譚たん』（エンターブレイン刊）収録の『まことの騎士』を筆頭に、数々の名作リプレイを手がけてきた。

　本シリーズでは、達人的な武術を駆く使しし、ナチスの悪党どもを素手で薙なぎ払はらう好こう漢かん・天花寺大悟を熱く激しく清せい冽れつに演じる。彼の俠おとこ気ぎとカンフーアクションなくしてこのシリーズは始まらない。




▼小太刀右京こだち・うきよう　担当ＰＣ：クリステル・フォン・エッシェンバッハ（以下：クリス）

『異い界かい戦せん記きカオスフレア』（新しん紀き元げん社しや刊かん）のゲームデザインや、ＰＣゲームのシナリオ、ＣＤ

ドラマの脚本執しつ筆ぴつなど、多た彩さいな活躍で知られる新しん鋭えいライター。

　本シリーズではナチスから脱走した可憐な天才少女クリスを演じる。彼女はヴリルパワーなる超能力を操り、並み居る敵を百発百中の射撃能力で打ち倒す凄すご腕うでだ。




▼細野君郎ほその・きみお　担当ＰＣ：ギヨーム・ド・ノートルダム（以下：ギヨーム）

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の公式イベントでＧＭとして活躍する謎のナイスガイ。彼と一緒にゲームをすると、「こいつ〝セッション盛り上げ業〟で飯食ってけるぞ」と思うことしきりである。

　本シリーズでは、予言書と魔術を駆使する怪人ギヨームとして、その笑いとゲームの才を遺い憾かんなく発はつ揮きしまくっている。彼の防御魔術は、仲間を幾いく度ども危機から救ってきた。




▼矢野俊策やの・しゆんさく　担当ＰＣ：フィン・ブースロイド（以下：フィン）

『ＤＸ２』のデザイナーにして、クレバー王子と讃たたえられる青年。ＧＭやギヨームがかます

ボケに対し、的確に反応してくれるツッコミ要員でもある。感謝感謝。

　本シリーズでは、英国情報部が誇る発明少年フィンとして、無む線せん傍ぼう受じゆや危険な銃器の調達など、割とイリーガルな方面で大人たちをサポートしてくれちゃうぞ。




ＧＭ：さてさて、今回もよろしくお願いしまっさ。

大悟：おう、こちらこそ。今度はどんな荒こう唐とう無む稽けいなシナリオをかましてくれるのか、楽しみでならんぞ（笑）。

ＧＭ：ぐふふ、任せといてください。さ、まずはハンドアウトを読み上げましょう。




▼ＰＣ①：天花寺大悟

ロイス：ファティマ・ベル　　ポジティブ：遺い志し／ネガティブ：不ふ安あん

　君には友がいた。名をトーマス・エドワード・ロレンス。

　〝アラビアのロレンス〟として世に名高い、英国の快男児だ。

　不ふ慮りよの事故で世を去る直前、彼は君に大切な頼みごとを遺のこした。

　それは、彼の〝娘〟ファティマ・ベルを守ってやって欲しいということ。

　そして今、そのファティマにナチスの魔の手が迫っている！




大悟：アラビアのロレンスか！

ギヨーム：ふーむ。大昔、テレビ放映で見たことあるようなないような。

ＧＭ：ロレンスは、第一次大戦直後の中東で、アラブをオスマン帝国から独立させた立役者。それを基にして、映画『アラビアのロレンス』が作られたわけ。

クリス：随分とまた豪華なゲストですねー。

ＧＭ：考古学者にしてイギリス軍の情報部員、そしてアラブ独立の英雄という美味しいキャラ立ちの人、見逃すわけにはいかんでしょ（笑）。

フィン：この時代、まだ生きてるの？

ＧＭ：残念ながらロレンス氏は一九三五年にバイク事故で亡くなってる。よって、シナリオ中は回想シーンのみの登場となるよ。

大悟：そのロレンスと、俺は親友だったんだな。

ＧＭ：昔、軍関係の仕事で中東に行ったときに出会い、意い気き投とう合ごうしたということで。

大悟：了解了解。……で、このファティマって子はＧＭのオリジナル設定？

ＧＭ：はい。今回のシナリオのヒロインですよ。ロレンスと苗みよう字じが違う理由や、彼との関係等についてはセッションが開始してから説明します。




▼ＰＣ②：クリステル・フォン・エッシェンバッハ

ロイス：サン＝テグジュペリ　　ポジティブ：誠せい意い／ネガティブ：隔かく意い

　君は、ナチスの悪しき計画を聞きつけ、オーストリアへと潜入した。

　首尾よくナチスの機き密みつ書しよ類るいを強ごう奪だつしたのはいいが、共に行動していたギヨームは敵の手に落ち、君の背後にも超ちよう人じん兵へい士したちが迫っている。

　頼みの綱はサン＝テグジュペリ。

　世界的作家でありながら密かにナチスへの抵抗活動を行う、愛すべき飛行機野郎だ。

　心強い味方である彼と合流し、一いつ刻こくも早くギヨームの救出に向かわなければ！




ＧＭ：ではクリス、君は『星の王子様』で有名なサン＝テグジュペリの仲間だ。

クリス：またもや有名人だっ！

フィン：しかも、なんかナチスと戦ってるし！

ＧＭ：彼はナチス嫌いだったっつー話なので、『トワイライト』シリーズならばこういう扱いもアリかと。

ギヨーム：そんなことより、俺、いきなり捕まってるんだけど（笑）。

ＧＭ：うむ、君の状況は次のハンドアウトで詳しく説明しよう。




▼ＰＣ③：ギヨーム・ド・ノートルダム

ＧＭ：さてギヨーム。君のハンドアウトだが……まずは本文から読み上げようか。

ギヨーム：うむ、了解。




　予言書の新たな啓けい示じを受け、君はオーストリアへと潜入した。

　狙いはナチスが極ごく秘ひ裏りに進めている作戦計画書が収められたアタッシェケース。

　だが連中の警けい戒かいは厳げん重じゆうで、ことは思うように運ばなかった。

　ケースを奪い、仲間のクリスに託たくしたまではいいが、君は囚とらわれの身となってしまった。




ギヨーム：おお、仲間の囮おとり役やくで捕まったのか。格好いいし、それならいいや。

大悟：あっさりと納得したな（笑）。




　それにしても敵の手しゆ腕わんは見み事ごとなものだった。

　それも偏ひとえに、ひとりの超人兵士の指揮能力によるものだろう。




ギヨーム：超人兵士……どんな奴だ？

ＧＭ：それは……。




　その超人兵士の名は───クレオパトラ・ダンディ。




一同：ぶほっ!!（←一いつ斉せいに噴ふき出す）

ギヨーム：（素すっ頓とん狂きような声で）……クレオパトラ……ダンディィィィ？（爆笑）

フィン：え、あの……え？　もう一回言ってくれる？

ＧＭ：だからぁ、「クレオパトラ・ダンディ」だってば。

クリス：……ええと、素そ朴ぼくな疑ぎ問もんなんですが、男なんですか女なんですか？（笑）

大悟：クレオパトラは女の名前だぞ。

フィン：待ってくださいよ。〝ダンディ〟なんだから男でしょう（笑）。

ＧＭ：ま、どんな奴かはオープニングで対面してのお楽しみと。

ギヨーム：（頭を抱えて）嫌だぁぁぁ！

ＧＭ：どうした!?

ギヨーム：前のふたりはアラビアのロレンスとかサン＝テグジュペリとか格かつ好こういいのに、どうして俺はクレオパトラ・ダンディなんだぁぁぁ！（一同爆笑）

ＧＭ：これも予言書に啓示された運命ということで。というわけで、君のシナリオロイスはクレオパトラ・ダンディ。感情は、ポジティブが〝感かん服ぷく〟でネガティブが〝脅きよう威い〟ね。

ギヨーム：うう、ダンディ……。




▼ＰＣ④：フィン・ブースロイド

ロイス：トーマス・エドワード・ロレンス　　ポジティブ：憧どう憬けい／ネガティブ：脅きよう威い

　イラク某所にて、英国の遺跡調査隊がナチスの襲しゆう撃げきを受け、壊かい滅めつした！

　その発はつ掘くつ現げん場ばでは〝天てん命めいの書しよ板ばん〟なる重要な考古学的遺物が発見されたという話だ。

　それは、かつて英国情報部に在ざい籍せきしていた伝説の男トーマス・エドワード・ロレンスが重大な関心を寄せていた代しろ物ものでもあるらしい。

　その重要な遺物と、さらに逃とう亡ぼう中ちゆうの調査隊を保ほ護ごし英国に連れ戻すため、君は合流地点であるフランスはマルセイユ沖おきへと赴おもむくのだった……。




ＧＭ：というわけで、フィンには大悟とは違う形でロレンスの遺志を継いでいただきます。彼が危険視していた古代の遺物が、何やらヤバい状況におかれてるご様子。

フィン：古代の遺物……うう、なんだか不ふ吉きつな予感しかしない（笑）。

大悟：しかもナチス絡みだしなぁ（笑）。

フィン：子供に、なんて無茶な命令を下すんだＭＩ６め！

ＧＭ：文句を言わず、ちゃっちゃと任務に就つくのだ〝ｓスモール・エス〟！

フィン：相変わらず厳しい組織だなぁ……（笑）。











































ＧＭ：それじゃ次はキャラを成長させてくださいな。

一同：はーい。




▼大悟の成長

大悟：何はなくとも《獅し子し奮ふん迅じん》。大量の敵に囲まれても、まとめてブン殴れるぞ。

ギヨーム：それは素晴らしい。

フィン：このステージ、ザコがわらわら出現するもんねぇ。

大悟：《復ふく讐しゆうの刃やいば》も取った。敵に殴られるたび、俺も敵を殴り返してやるぜ。

ＧＭ：防御は？

大悟：（きっぱりと）捨てる。

ギヨーム：言い切った！

クリス：なんて雄お々おしい快男児（笑）。

大悟：あとは、《破は壊かいの爪つめ》を２レベルにしておこう。ま、こんなとこかな。




▼クリスの成長

クリス：わたしは武器を変更するのが趣しゆ味みなので、固こ定てい化かしてある武器をアサルトライフルからただのライフルに変えました。これでほんの少しだけ攻撃力が上がります。

ＧＭ：ふむ。外見はなんか希望あるのかな？

クリス：（資料を取り出す）これです。

ＧＭ：ええと……[image: ]㎜ボルトアクション式ライフル・カラビナー98Ｋ？

クリス：一九三五年にドイツ軍で制式採用されたライフルだそうです。

ＧＭ：なるほどね。

大悟：クリスは毎シナリオ武器が変わって面白いな。

クリス：実は、既すでに第二話でどんな銃を使おうか悩んでいます（笑）。それはそれとして、【社会】の能力値を２に上げ、さらに《インスピレーション》を１レベルで取得しました。

ＧＭ：ＧＭに直接質問するエフェクトか。

ギヨーム：それは素晴らしい。情報収集で役立ちそうだ。

クリス：回答がＹＥＳ／ＮＯ式なのが不便ですけど。まぁ、使い方はみんなで考えましょう。




▼ギヨームの成長

ギヨーム：仲間が芸げい風ふうを広めつつある中、私は一いち途ずに防ぼう御ぎよ点てんのみを高めるのだった（笑）。

フィン：防御キャラは取りたいエフェクトが多いもんね。

ギヨーム：ひたすら防御呪文に磨みがきをかける日々を送っています。「予言書バリア」とか「プロテクション・フロム・痛いの」とか（笑）。

フィン：何その謎なぞ呪じゆ文もん（笑）。

ギヨーム：というわけで《氷ひよう盾じゆん》《灼しやく熱ねつの結けつ界かい》《フォームチェンジ》を、それぞれ２レベルに成長させた。更に防ぼう弾だん防ぼう刃じんジャケットも入手。

ＧＭ：なんかもう、一般兵士の攻撃程度じゃ効きそうにないな。

ギヨーム：誰も私を倒せはしないのだ。……俺って、美術館や博物館へ盗みに入るときも正面玄関から堂々と乗り込んでいくね、絶対（笑）。

ＧＭ：（いきなり警けい備び員いんＡ）「奴だ！　ギヨームが出たぞー！」

フィン：（いきなり警備員Ｂ）「撃て、撃てーっ！」

ギヨーム：そんな豆まめ鉄でつ砲ぽうで俺様を止められるものかーっ！　フンガーッ！（爆笑）

ＧＭ：怪盗紳士じゃない、強盗紳士だ！（笑）

ギヨーム：己のどこが魔術師なのか、アイデンティティの確かく立りつに悩む私であった（笑）。




▼フィンの成長

フィン：まず、敵の通信を妨ぼう害がいするため《電でん波ぱ障しよう害がい》。

ＧＭ：ぬぅ、渋しぶいトコをついてくるのう。

クリス：《タッピング》で通つう信しん傍ぼう受じゆ、《電波障害》で通信妨害……情報戦のプロですね。

フィン：【社会】の能力値も＋１して４に上げた。アイテムの調達も楽になった。

ＧＭ：他のキャラ、【社会】が弱いのばっかだもんな。

大悟：ダメな大人ばかりですまん（←【社会】１）。

クリス：脱走兵ですから（←【社会】２）。

ギヨーム：盗人ですから（←【社会】１）。

フィン：ホントにダメッぽい（笑）。……あと、《雷らい撃げき収しゆう束そく》を取って地道に攻撃力アップを図って、さらに防弾防刃ジャケットを固定化。これで成長終了！

ＧＭ：防具か。フィンのＨＰだと「焼け石に水」じゃない？

フィン：それでも着ないよりはマシ（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：最後にＰＣ間ロイスの取得だ。順番は、大悟→クリス→ギヨーム→フィン→大悟。

大悟：まずは俺か。（前回のレコードシートを覗き込む）ポジティブが〝連れん帯たい感かん〟で、ネガティブが〝恐きよう怖ふ〟か。ま、これはそのままでいいかな。

クリス：ギヨームへのポジティブは〝信しん頼らい〟のままで。ネガティブは、〝疎そ外がい感かん〟から〝不ふ安あん〟に変えます。今回は囮おとりになってくれたり、危なっかしいなぁと。

ギヨーム：ふむ、ブースロイド君には、ポジティブで〝友ゆう情じよう〟を抱こう。でも、ネガティブはやはり〝脅きよう威い〟。この子供、成長させるとヤバい！（笑）

フィン：で、最後は僕から大悟兄ちゃんね。ん～、引き続きポジティブ〝憧どう憬けい〟、ネガティブ〝劣れつ等とう感かん〟のままで。まだまだ敵かなわないもんね。

ＧＭ：よし、それじゃあ冒険の幕まくを開けるとしますか！

一同：うぃーす!!






トーマス・エドワード・ロレンス（一八八八年～一九三五年）　英国の軍人にして考古学者。オスマントルコに対するアラブ人の独立闘争を促し、成功へと導いた。

アラビアのロレンス　一九六二年公開のイギリス映画。前述のロレンスを主人公として、アラブ独立闘争を描いている。

サン＝テグジュペリ　アントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリ（一九〇〇年～一九四四年）。フランスの作家。『星の王子様』の著者として有名であり、飛行家としても知られている。

《獅子奮迅》　ハヌマーンのエフェクト。ひとつの範囲をまとめて攻撃する。

《破壊の爪》　キュマイラのエフェクト。素手に鋼の刃のような破壊力を与える。

資料を取り出す　クリスのプレイヤー・小太刀氏は、自分の望む設定に説得力を持たせるため、毎回入念な下調べをして、詳細な資料を持参してくれる。

《インスピレーション》　ノイマンのエフェクト。ＧＭに直接質問し、ＹＥＳ／ＮＯ式で返答を貰うことができる。

プロテクション・フロム・痛いの　直訳すると「痛いことからの防御」。ＴＲＰＧ『Ｄ＆Ｄ』に登場する呪文「プロテクション・フロム・イビル」に引っ掛けた冗談。

《氷盾》　サラマンダーのエフェクト。氷の盾を出現させ、防御力を高める。

《灼熱の結界》　サラマンダーのエフェクト。通常は受け止めることのできない射撃攻撃を受け止め、さらに防御力を高める。

《フォームチェンジ》　モルフェウスのエフェクト。防御力を高める。

《電波障害》　ブラックドッグのエフェクト。シーン全体に妨害電波を展開し、無線通信を妨害する。

《タッピング》　ブラックドッグのエフェクト。通信を傍受できる。

《雷撃収束》　ブラックドッグのエフェクト。電気の力を集中し、攻撃のダメージを高める。























OPENING PHASE









◆Opening 01◆夕陽の誓い


Scene Player ──── 大悟






　一九三四年、中東。

　雄ゆう大だいな夕ゆう陽ひが砂漠の果てに沈みゆく様さまを、ふたりの男が見つめている。

　ひとりは、我らが〝東邦の快男児〟天花寺大悟。

　もうひとりは、繊せん細さいな顔立ちと日焼け肌、夢見るような瞳ひとみが印象的な四十がらみの白人。

　その白人の名はＴ・Ｅ・ロレンス。〝アラビアのロレンス〟と讃たたえられた英国の快男児だ。

　このふたり、人種も国こく籍せきも超こえて友となった仲なかであった。




ＧＭ：最初のシーンプレイヤーは大悟。ロレンスとの回想シーンだ。ロレンスに連れられ、砂漠の彼かな方たに沈む雄大な夕陽を眺ながめているところから始まる。

大悟：（遠くを見るような仕草をしつつ）……砂漠の夕陽ってのが、こんなにも凄いもんだったとはな。度ど肝ぎもを抜かれたぜ。

ＧＭ：純白の民族衣装に身を包んだロレンスは、大悟の言葉にこくりと頷く。「砂漠はいい。過か酷こくだが、生きる者の命を輝かがやかせる。それに、清せい潔けつだ」

大悟：……この頃にはもう、アラブ独立闘争は終わってたよな？

ＧＭ：ええ、随分前に。彼が未だに中東を訪れるのは、心底、この地を愛しているからにほかならないでしょう。

大悟：そうか。……あんたがこの地を守ろうとした理由がよくわかったぜ、アラビアの英雄。

ＧＭ：「……ははっ。確かに、そんな理り想そうを抱いだいて戦ったさ。だが結局は英国を利する茶ちや番ばんにしかならなかった。いずれ私の名は、ただの道どう化けとして忘れ去られるだろうよ」

大悟：それはどうかな？　俺は、あんたの名は後のち々のちの世にまで伝えられると信じているぜ。……なにしろプレイヤーは、こいつが映画にまでなることを知ってるからな（笑）。

ＧＭ：その言葉に、ロレンスはふっと口元を綻ほころばせる。「不思議だな、ダイゴ。おまえにそう言ってもらうと、絶対の保証を得たような気がするよ」

大悟：黙だまってニッと笑みを浮かべよう。

ＧＭ：しばらく君をじっと見つめた後、ロレンスは懐ふところから一枚の写真を取り出す。

大悟：お、なんだなんだ？

ＧＭ：その写真には、綺き麗れいな洋服を着た十代半ばくらいの少女が写っている。面おも立だちちは明らかにアラブ系で、温かい笑顔と利り発はつそうな瞳が印いん象しよう的てきだ。

大悟：写真を見つめながら、いい笑顔だなと褒ほめておこう。……名前は？
















ＧＭ：「ファティマ・ベル。……ガートルード・ベルという、亡き女おんな友とも達だちの養よう女じよだった」

大悟：（ハンドアウトを確認して）……そうか。それで今は、ロレンスが引き取って育てているってわけか。

ＧＭ：そういうこと。「今は私が後こう見けん人にんとなっている。大事な家族だ。よく笑う明るい娘で……そして、とても聡そう明めいだ。今はイギリスの学校に通わせているよ」

大悟：ふーむ。なんとなく、祖そ国こくの妹のことを思い出すなぁ。家族ってのはいいもんだよな、ロレンス？

ＧＭ：「まったくだ。この世に、『運命なんてものはないNothing is written』。……だが、それでも。私は、この子に限りなく幸せな運命があらんことを望む」

大悟：こんな異い邦ほうの地で諜ちよう報ほう員いんなんて危ない仕事なんかしててもいいのかい？　あんたに何かあったら、娘さん、悲しむだろうに。

ＧＭ：「私の身に何かあったとしても、生活に苦労しないように手配はしてある」

大悟：（肩をすくめながら）おいおい。そういう問題じゃないだろ？

ＧＭ：彼は不ふ意いに真剣な表情になり、言葉を続ける。「……だが、それでも補いきれない危機がこの子に迫せまったら……。ダイゴ、私に代わってこの子を守ってやってくれないか？」

大悟：（首を軽く振って）俺にあんたの代わりが務つとまるとは思えないが？

ＧＭ：「いや、君なら……君にしか頼めないことなんだ。東邦より来た、我が友よ」そう言ってロレンスは、君の肩をガッと摑つかむ。

大悟：……わかった。地球の裏側からでも駆けつけるさ。

ＧＭ：その返答を聞き、ロレンスの頰ほおがフッと綻ぶ。「私は幸せだよ。愛する子と、それを託たくすに足たる友を得られたのだから」そして、君に向けてすっと右手を差し出す。

大悟：では、その手を力強く握り返して微笑もう。

ＧＭ：燃えるようなアラビアの夕陽に包まれながら、君たちはひとつの誓ちかいを交わしたのだった……というところで回想シーン終了。そして、現代───




　一九三八年、八月！

　天花寺大悟は、イタリアはアドリア海のとある港町にいた。

　そこは、軍ぐん隊たい崩くずれの空くう賊ぞくや、それを狙う賞金稼ぎなどが群れ集う混こん沌とんの坩る堝つぼ。

　だが、どいつもこいつも雁がん首くび揃そろえて筋すじ金がね入いりの飛行機野郎ばかり。

　飛行機に魅みせられた大悟にとっては、実に過ごし易やすい町であった。




[image: ]




ＧＭ：───という感じの町に逗とう留りゆうしてると思ってくださいな。

大悟：おう。俺はイタリアワインをガブガブ飲みながら、オンボロ複ふく葉よう機きを整備しているってことで。（機械をいじる仕草をしながら）ちっ、やっぱ中古の安物じゃダメかぁ。

ＧＭ：ではそこへ、旅行者風の服に身を包み、不ふ敵てきな面つら魂だましいをした白人の五十男がやって来る。「ダイゴ・テンゲイジ？」

大悟：顔を上げて、そうだよ、と整備を続けながら応えよう。

ＧＭ：（ダミ声で）「いやぁ、捜さがすの苦労したよ。あんた風ふう来らい坊ぼうだもんなぁ。ロレンスの頼みでなきゃ、とっくに投げ出してたとこさ」

大悟：ロレンスという名前に反応して手を止めるぞ。あんた、ロレンスの知り合いかい？

ＧＭ：「情報部時代のな。あんたのことは、くたばる前のロレンスから色々と聞いてるよ」そう言いつつ、男は写真を君に手渡す。四年前にロレンスが見せてくれた、あの写真だ。

大悟：これは……。

ＧＭ：（低く囁ささやくように）「……あいつの娘が、ちとヤバい状況に置かれてる」

大悟：……ファティマか。

ＧＭ：「そうだ。俺の役目は、それをあんたに伝えることさ。あんたはどうする？」

大悟：（間かん髪ぱつ入いれず）行くさ。友との約束だ。




　───なるほど、これがロレンスの〝友〟！

　大悟の清すが々すがしく力強い言葉に、男は内心で大いに納得した。

　そして、己のカバンから取り出した航空チケットを大悟に渡す。

「娘は今、ナチに追われている。身を隠かくしている場所は、北アフリカのフランス領りようモロッコ……カサブランカだ」






「運命なんてものはない」　映画『アラビアのロレンス』にて、ロレンス自身が言った台詞。










◆Opening 02◆美しき獣けもの！


Scene Player ──── ギヨーム






　深夜、オーストリア・ウィーン市内。

　市中心部に立つ城館に鉤十字ハーケンクロイツの旗が翻ひるがえっている。

　オーストリア併へい合ごう時じにハプスブルグ家から接せつ収しゆうされ、ナチスドイツの司令部へ変えられたという経けい緯いを持つ建物である。

　無数にある部屋のひとつ、固い鉄てつ格ごう子しと厳げん重じゆうな錠じようが施ほどこされた一室に、魔術師ギヨーム・ド・ノートルダムは囚われていた。
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ＧＭ：お次は囚われのギヨームの番だ。

ギヨーム：（いきなり捕ほ虜りよのロールプレイを始める）うう、予言書を返せ！　返せよー！　……ママー！（爆笑）

大悟：（笑いながら）なんだよ〝ママ〟って！

ギヨーム：予言書は私の優しい母のような存在なんだ！　それがなければ私は何もできないんだ！　だから返しておくれ、おくれぇぇぇぇ！

クリス：い、依い存ぞん傾けい向こうがより悪化してる……。

ＧＭ：予言書が奪うばわれたなんて一言も言ってないんだが（笑）。面白いので、そういうことにしよう。

ギヨーム：（呟つぶやくように）ううう、もうダメだ。私はもうダメだぁぁぁ。

ＧＭ：君の様子を見ていた監かん視し兵へいが冷たく言い放つ。「強がるのも……いや、弱がるのもそこまでだ」

フィン：なんだその変な言い回しはっ（笑）。

ＧＭ：まさかここまでヘタレるとは思ってなかったし！　ともかく兵士は言葉を続ける。「あの方が来れば、貴様とて我らナチスに忠誠を誓うようになるさ」

ギヨーム：（急に真面目な声で）あの方、だと……？

ＧＭ：そこで君は、部屋の外から規則正しく優ゆう雅がな軍ぐん靴かの音が近づいてくることに気づく。やがて靴音は、扉の向こう側で止まる。

ギヨーム：クレオパトラ・ダンディか……？

ＧＭ：《ワーディング》が場を覆おおったかと思うと、監視兵の瞳が潤うるみ、表情は恍こう惚こつとしたものになる！　同時に、部屋の扉が華麗に開け放たれ───




　扉の向こうに立っていたのは、一九〇cmを越える筋きん骨こつ逞たくましい金きん髪ぱつ碧へき眼がんの白人男性。

　長い睫まつげと切れ長の瞳は人の恋心を妖しく挑発し、

　そのセクシーな唇は愛の言葉を囁ささやくためにあるかのよう。

　花に例えるなら薔ば薇ら！　鳥に例えるなら孔く雀じやく！

　顔には濃のう厚こうな化け粧しようが施され、ＳＳ軍服を飾る薔ば薇ら刺し繡しゆう、純白のショール、ハイヒール軍靴が否いやが応おうでも存在感を引き立たせる！




ＧＭ：そのＳＳ士官は、顔の前に薔薇をかざしながら叫ぶ。「あたしこそ、ＳＳで最も気け高だかく美しく咲さき誇ほこる薔薇！　人は呼ぶわ、〝クレオパトラ・ダンディ〟と!!」

一同：おおおーっ!?

フィン：（呆ぼう然ぜんと）これが……クレオパトラ・ダンディ……。

クリス：ま、まさかここまでとは……。

ギヨーム：ぬおおおおおおっ！（ＧＭに詰め寄り）貴き様さまはアホかーっ！（爆笑）

ＧＭ：うん？

ギヨーム：なんだ、この変へん態たいはっ！（笑）

ＧＭ：変態とは失礼な。

ギヨーム：だってその外見、どこからどう見たって変態だ！

ＧＭ：外見だけで判断するな。さて、彼の台詞せりふを続けよう。（色っぽい口調で）「あなたが噂うわさのギヨームちゃんねぇン？　ふふ、なかなか素す敵てきなオジサマじゃな～い」

ギヨーム：中身もただのオカマだーっ！（爆笑）

クリス：あ、あのうＧＭ。質問なんですが……その人、本名なんですか？

ＧＭ：「そうよ、あたしはダンディよぉン」

大悟：違うよな？　芸げい名めいか源げん氏じ名ななんだよな？　化粧なんかしてるわけだし（笑）。

ＧＭ：「失礼ね、あたしはダンディなのよン。化粧は男の嗜たしなみよン。……ていうか、シーンにいない人は黙ってなきゃダ・メ★」

フィン：キャラにそんなメタなこと喋らせるな（笑）。

ギヨーム：（釈しやく然ぜんとしない様子で）ていうかこれって……〝ダンディ〟なのか？（笑）

ＧＭ：「そもそも〝ダンディ〟の語ご源げんは、十七世紀のドイツ貴族エドワード・ダンディ伯はく爵しやくにまで遡さかのぼるのよ。あたしのスタイルも、そのダンディ伯爵をリスペクトしてるだ～け♪」

ギヨーム：（感心したように）ほぅ。それは知らなかった。

ＧＭ：（間髪入れず）「もちろん噓だーッ！」

大悟：ぶほっ!?（飲んでいた茶がむせる）

フィン：噓かよっ！（爆笑）

クリス：（素に戻って）いかん、この敵、いちいち面白すぎる（笑）。

ＧＭ：ではそろそろマトモにシーンを進めよう。まず最初にダンディは、君から取り上げた予言書を投げて寄よ越こす。

ギヨーム：それはちゃんと受け止めよう。……返してくれるのかね？

ＧＭ：「うふふ♪　少ぉし調べたけど、あたしたちにはとても解かい読どくできそうもないからね。本来の持ち主に返しておくわン。感謝のキスはいらないわよ☆」

ギヨーム：誰がするか。……しかし、思ったよりも紳しん士し的てきなんだな。ついでに私も解放してくれるとありがたいんだが？

ＧＭ：（人差し指を左右に振りながら）「ノン・ノン・ノン！　これからあなたと予言書は、ベルリンに運ばれるのよぉン☆」

ギヨーム：洗せん脳のうでもするつもりかな？

ＧＭ：（心外そうに腰を揺ゆらしながら）「……思し想そう教きよう育いく、と言って欲しいわね。あなたは、総そう統とう閣かつ下かの忠実な僕しもべとして生まれ変わるの。嬉うれしいでしょ？」

ギヨーム：そんな人生設計は願い下げだな、ダンディ君。

ＧＭ：だが、彼の瞳には魔ま性しようの輝きがある。思わず従したがってしまいたくなるようなダンディな魅み力りよくが、君の心を稲いな妻づまのように直ちよく撃げきする……。

ギヨーム：（うわごとを呟くように）ううう、ダ、ダンディ様ぁぁぁ……。

大悟：いきなり洗脳されるなギヨーム（笑）。

ギヨーム：む！　いかんいかん。

クリス：（フィンに）ソラリスシンドロームですかね、これ。

フィン：魅了とか心とか言ってるし、そんな気がするなぁ。

ＧＭ：「予言書と魔術を操るあなたの協力があれば……我が〝ギルガメッシュ計画〟も成功に近づくでしょうねぇ。うふふ♪」

ギヨーム：ギルガメッシュ計画？

ＧＭ：「あらあなた、自分が妨害しようとしていた計画の名前も知らなかったの？」

ギヨーム：すまん、予言書が「盗め」って言ったからそうしただけなんで（笑）。

ＧＭ：「まぁいいわ。少しだけ教えてあげる。ギルガメッシュ計画成じよう就じゆの暁あかつきには、我らが総統閣下が、この世を永えい遠えんに支配する王となられるのよ」

ギヨーム：永遠の王だと……？　フッ、そう上手くいくかな？

ＧＭ：「捕まってるクセに随ずい分ぶんといきがるじゃない？」

ギヨーム：貴様らの悪しき目もく論ろ見みなど容た易やすく崩くずれるものさ。これは、確実な〝予言〟だ。

ＧＭ：「んふふ、負け惜しみを。あなたの仲間……裏切り者のエッシェンバッハさんにも追手がかかっているわ。捕まえるのも、時・間・の・問・題・ねン♪」

ギヨーム：…………。

ＧＭ：「それじゃ、移動の準備が整ととのうまでいい子にしてなさいね」（投げキッス）

ギヨーム：うおっとぉ!!（大きく身をかわす）

ＧＭ：「あら残念★」妖よう艶えんな笑みを残し、腰をダンディに揺らしながら去っていく（笑）。

ギヨーム：……お、恐ろしい男だった。

クリス：逃げてよかったと、心底思っています（笑）。

ギヨーム：助けに来て～。ダンディの恐怖に怯えつつ、クリスが早く来ないか窓の外に視線を向けよう。




　ギヨームの目に、窓の鉄格子によって無残に寸すん断だんされた月が映る。

　クリスもまた、この月光が照らす何いず処こかにいるのであろう。






オーストリア併合　一九三八年三月十三日、ナチスドイツは隣国オーストリア共和国を無血占領し、自国領土とした。

ハプスブルグ家　ヨーロッパ屈指の名門貴族家。正式名称は「ハプスブルグ＝ロートリンゲン家」。

《ワーディング》　すべてのオーヴァードが有する能力。《ワーディング》の影響下におかれた一般人は無力化する。

源氏名　水商売の人間が店内での通称として用いる雅号。

ギルガメッシュ　ギルガメシュとも。古代メソポタミア文明の伝説的な王。神と人との間に生まれた英雄として、人類最古の文学作品のひとつ『ギルガメシュ叙事詩』に謳われる。










◆Opening 03◆夜を走る


Scene Player ──── クリス






　オーストリア、ウィーン郊こう外がい。

　暗い森の中を人ひと影かげが疾しつ駆くする。

　影の名前はクリステル・フォン・エッシェンバッハ！

　その繊せん細さいな美び貌ぼうには〝追われる者の焦あせり〟が影を落としている。

　彼女の手に抱いだかれたアタッシェケースには、如い何かなる秘ひ密みつが眠ねむっているのか!?




ＧＭ：では次にクリスのオープニングだ。君は現げん在ざい、オーストリアのウィーン郊外に広がる森の中を走って逃にげている。手には強ごう奪だつしたばかりのアタッシェケースがひとつ。

クリス：追っ手は近い？

ＧＭ：まだ姿すがたは見えないが、着実に距きよ離りを詰つめてきている。おそらく相手は超ちよう人じん兵士を中心とした精せい鋭えいだ。

クリス：かなり不利、ね。ここに来るまでの戦せん闘とうで、アブトマット・フェデローバを失ったのが痛いたいわ……と、アサルトライフルを常じよう備び化かから外した演えん出しゆつをしておきます（笑）。

ＧＭ：そりゃいい演出だ。そして現在、君の手にあるのはドサクサ紛まぎれにナチス兵士から奪ったライフル「カラビナー98Ｋ」が一挺ちようだけ。

クリス：（不安そうな声で）ギヨーム、彼は無事かしら。

ギヨーム：（呻うめくように）ううう、ダンディ、ダンディィィィ（笑）。

大悟：いかん、洗せん脳のうされかけている！（笑）

クリス：早く助けに行かないと大変なことになるわ！

ＧＭ：なぜそれがわかる（笑）。

クリス：天才的な直ちよつ感かん力りよくです（笑）。不安になり、森の木々の間から夜空を見上げつつ大悟やフィンのことを思い出します。こんなとき彼らがいてくれたら……。

ＧＭ：視し線せんの先、夜空に煌こう々こうと輝かがやく月は何も応えてはくれない。そのとき、背はい後ごから殺気が君の全身を叩たたく！

クリス：……ヤバそうなんで、反はん射しや的に地面に伏ふせます。

ＧＭ：間かん一いつ髪ぱつ、機き関かん銃じゆうと思おぼしき銃声が夜のしじまを切り裂さいた！　銃弾の嵐あらしに薙なぎ倒たおされた木々は、君の行く手を遮さえぎるかのように折り重なっていく……。

クリス：木を薙ぎ倒す!?　その威力に驚いて、背後の様子を窺うかがいながら立ち上がります。

ＧＭ：暗がりからハスキーな女じよ性せいの声が響ひびく。「久ひさしいな、裏うら切ぎり者。あのとき、やはり私を始し末まつしておくべきだったろう？」

クリス：この声は……？

ＧＭ：軍ぐん靴かで地面を踏ふみしだきながら、野や性せい味みのある美人女性兵士が姿を現あらわす。無ぶ骨こつな機械式義ぎ腕わんの先せん端たん部ぶから硝しよう煙えんを漂ただよわせ、口にはドイツの煙草たばこゲルベゾルテを咥くわえている。

クリス：ええと……一巻に出てきた、ルーデル少しよう尉いですか？

ＧＭ：いかにも。せっかく生き残ったんで、サビーネ・ルーデル女じよ史しの再さい登とう場じようだ。

大悟：（感心したように）こいつはいいな。シリーズ物の醍だい醐ご味みだ。

クリス：では彼女に言い返しましょう。……あなたの命を奪うばわなかったこと、後こう悔かいはしていないわ。わたしは兵士じゃないのだから。

ＧＭ：「やれやれ、お優やさしいことだ」と溜ため息いきをつきつつ指を鳴らす。すると、周囲の暗がりから次々と完全武ぶ装そうの兵士たちが出しゆつ現げんしてくる！

クリス：くっ……この数に対し、私の残ざん弾だんは僅わずかに六。勝しよう率りつは……一％未み満まんね。

フィン：どんどん自分を追い込こんでるよ、この姉ちゃん（笑）。

ＧＭ：「いかに貴き様さまといえど突とつ破ぱは不ふ可か能のうだ。銃を捨すて投とう降こうしろ。無む駄だな戦闘は面めん倒どうだ」

クリス：……ギヨームは無事なのかしら？

ＧＭ：「彼もまた我々の役に立つ。今頃は司令部で確保しているさ。ここで貴様を捕らえて、ウィーン駅から揃そろってベルリン送りという寸すん法ぽうだ」

クリス：（少し考え）ではここで、ふっと口元に笑えみを浮うかべる。

ＧＭ：「何が可お笑かしい？」

クリス：……ギヨームは言っていたわ。私ひとりで逃にげれば、きっと道は開ひらけると。

ギヨーム：（頷うなずきつつ）そうか、私はそんなことを言っていたか（笑）。

クリス：そういうことにしといてください。だってほら、ハンドアウトにはあなたが囮おとりになったとあるでしょう（笑）。

ギヨーム：おー、確かにそうだった。

ＧＭ：「道は開ける？　それが奴やつの策さく、いや、予言ということか？」

クリス：ええ。必ず当たる、本当の予言よ。

ＧＭ：「小こ賢ざかしいな。かかれっ！」とサビーネが部下に号令を下す。

クリス：ではこちらもライフルを───

ＧＭ：と、その瞬しゆん間かん。上空から飛行機のエンジン音が迫せまって来る！




　夜の大気を切り裂いて、救いの翼つばさが舞まい降おりた！

　流りゆう線せん型がた胴どう体たいに二枚の翼を生やしたプロペラ機・コードロン・シムーンＣ[image: ]６３５！

　少女よ少女よ我われが助けに馳はせ参じたと、二二〇馬力の発動機が鳴り響ひびく!!




ＧＭ：というわけで、木々の間を縫ぬうような超ちよう低てい空くう飛ひ行こうでシムーンが飛ぶ。すり抜ぬけざま、窓まどから煙えん幕まく弾だんが投下され、周囲は白はく煙えんに包まれる。

大悟：（感心したように）すごいテクニックだな！

クリス：サビーネたちの様子は？

ＧＭ：煙えん幕まくで視し界かいを奪われ、混こん乱らん状じよう態たいにある。ただ、それも長くは続かないだろう。

クリス：今のうちに逃げる！

ＧＭ：うむ。それでは一いつ旦たん離り脱だつしたシムーンが上空で旋せん回かいし、クリス目め掛がけて飛んでくる。窓からは縄なわ梯ばし子ごが下りてるよ。

クリス：これは……（ハンドアウトを確かく認にんする）サン＝テグジュペリですねっ？

ＧＭ：その通り！　エンジン音にかき消されそうになりながらも、「乗るんだっ！」という声が響いた。

クリス：縄梯子に飛びつく！　ていっ！

ＧＭ：では、コードロン・シムーンＣ[image: ]６３５に連れられ、君は夜の空へと昇のぼっていく。サビーネたちは銃を撃つが、煙幕のせいでカスリもしない。

一同：おおーっ。

大悟：格かつ好こういいじゃないか。

ギヨーム：まるで怪かい盗とうの逃とう走そう劇げきみたいだ（笑）。

クリス：おいしょ、おいしょっと縄梯子をよじ登って、飛行機の中へ入ります。

ＧＭ：操そう縦じゆう席せきには、卵たまご形がたの頭に後退した髪かみをはりつかせた三十代後半のフランス人男性……サン＝テグジュペリが座すわっている。「遅おそくなってすまないね、クリステル」

クリス：ありがとう、サン＝テグジュペリ。危き機き一いつ髪ぱつだったわ。

ＧＭ：「どういたしまして。例のお仲間……ギヨーム氏は？」

クリス：わたしを逃がす囮おとりになって捕まってしまったわ。助けに行かないと！

ＧＭ：「場所は？」

クリス：ウィーンの司令部か……でなければ駅よ！　作戦は、行きながら考える！

ＧＭ：（親指を立てる）「了りよう解かい！」




　かくてウィーンの夜空を砂漠の熱風シムーンが吹ふき抜ける。

　いざ、囚とらわれし仲間の下へ！






アブトマット・フェデローバ　一巻の第二話でクリスが用いていたロシア製の自動小銃。

ゲルベゾルテ　ドイツの煙草。断面が楕円形なのが特徴。高名な〝砂漠の狐〟エルウィン・ロンメル元帥も愛好していた。

コードロン・シムーンＣ[image: ]６３５　一九三〇年代にフランスで製造され、ベストセラーとなった小型旅客機。サン＝テグジュペリが使用したこともある。










◆Opening 04◆浮上


Scene Player ──── フィン






　フランス。

　港こう湾わん都と市しマルセイユの沖おき合あいに、フィンの乗る小こ型がた輸ゆ送そう船せんが停てい泊はくしている。

　潮しお風かぜと真ま夏なつの太陽に肌を焼かれながら、フィンはじっと待っていた。

　もうすぐここで、遙はるか中東から逃げてきた同どう胞ほうと合流するのだ。




[image: ]




ＧＭ：さて、最後はフィンのオープニングだ。さて、ハンドアウトにもあるとおりマルセイユの沖合に君はいるわけだが……（一冊の本を取り出す）。

フィン：お。出たね、世界地図ワールドアトラス。

ＧＭ：うむ。マルセイユは、フランス南部の地中海に面する由ゆい緒しよある港町だ。

フィン：とりあえずここで逃げてくる仲間と合流すればいいわけだね？

ＧＭ：そう。予定の時刻が近づいてくるが、八月の太陽は真ま上うえにさしかかり、陽光がギラギラと君たちを照りつける。

フィン：イギリス人にこれはキツイー！　愚ぐ痴ちをこぼしながら待つよ。

ＧＭ：では、東の海上に一いつ隻せきの漁船が姿を現したのが見える。同時に無線通信が入り、それが目当ての船であることがわかる。

フィン：……追おつ手てがいたりしない？　具体的に言って、ナチスのトンデモ兵器っぽい船とか、飛行船とか（笑）。

ＧＭ：少なくとも、視界内に漁船以外の姿はない。

フィン：（疑わしそうに）ホントに？

ＧＭ：信じろ（笑）。

フィン：……じゃあ、こっちの船をそっちに向かわせるよ。レッツゴー。

ＧＭ：うむ。すると、どこからともなく低い振しん動どう音おんが伝わってくる。同時に、周囲の海かい域いきが急に波立ち始める。

フィン：……激しくヤな予感。

ＧＭ：君の脳のう裡りを不吉な予感がよぎると同時に、漁船後方の海に異変が起こる！




　慄りつ然ぜん！

　城じよう塞さいの如く巨大な鋼鉄の船が、海中より轟ごう然ぜんと浮上してくる！

　無数の触しよく手しゆと、頑がん強きようそうな殻から持もつ姿は、まるで鋼鉄製のオウムガイ！

　そして船体の横腹には、呪わしき鉤十字ハーケンクロイツの印！
















フィン：おいーっ！　やっぱ出たじゃないかっ！（爆笑）

ＧＭ：水中から現れたんだから噓は言っとらん（笑）。超ちよう巨きよ大だい潜せん水すい艦かんのお出ましだ。

大悟：（笑いながら）なるほど、今回は潜水艦ときたか！

フィン：一緒に乗ってる仲間に、こっちに武装があるかどうか聞く！

ＧＭ：「機き銃じゆうくらいなら……」

フィン：そんなもんが通用する相手かーっ!?

ＧＭ：そうやってフィンが恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいっていると、潜水艦に動きがある。

フィン：撃ってくるなら逃げるよ（笑）。

ＧＭ：いや、君たちのことなどガン無視。潜水艦の甲こう板はん部分が、ガバァッと開いていく。

フィン：はぁ？

ＧＭ：そして、その開口部に大量の海水がドバーッと流れ込み……一緒に、漁船もゴワーッと飲み込まれていく。

フィン：……おい！

ＧＭ：そして潜水艦の口はギャオンッと閉じられ、ゴボボーッと潜航していく。

一同：…………。

ＧＭ：はい、漁船は乗組員もろとも喰くわれちゃいました。

一同：えええーっ!?

フィン：ちょっと待てーっ！　喰うなーっ！（爆笑）

クリス：（呆然と）く、喰うって……。ナチス、どこまで非ひ常じよう識しきな……。

ＧＭ：もちろん、バリバリ咀そ嚼しやくするわけじゃない。中の人間を捕まえるのが目的なんで。

フィン：よかった……って、安心してる場合じゃない。

ＧＭ：そして、潜水艦は何事もなかったかのように再び海中へと身を沈めてゆく。一応、仲間が「追いますか？」と訊たずねてくるけど。

フィン：追えるわけないでしょっ！　それともこの船、潜水機能でもあんのかっ!?（笑）

ＧＭ：「〝Ｑ〟氏の発明品ならともかく、これはただの船ですから……」一応、申し訳なさそうな顔はしている。

フィン：どうすんだよ、いきなり手がかりがなくなっちゃったよ。

ＧＭ：ここで、フィンのトランクの通信機がけたたましい音を立て始める。

フィン：すぐに取る！　はい、もしもしっ？

ＧＭ：どうやら、今飲み込まれた漁船の中からの暗号通信だね。混乱のためか、所々に意味不明な文章も交ざってる。

フィン：とにかく、全部記録して、すぐに解読するよ。

ＧＭ：では、大まかに言うと通信文は次の通りだ。




「我々は囮だ。天命の書板の一枚は彼らの手に渡ることになるが、カサブランカに潜伏する

研究助手ファティマ・ベルと、彼女の持つ王名表はいまだ無事だ。彼女と王名表を保護せよ」




フィン：（レコードシートにメモっている）ファティマ・ベル……王名表……と。

ＧＭ：通信はそこまでで終わっている。君の方から交信を試みても、もう反応はない。

フィン：…………。

ＧＭ：海は、何事もなかったかのように穏やかな姿を取り戻した。

フィン：……（頭をかきむしるような仕草で）あああ、もう！　またナチスだよ！

ＧＭ：仲間は「いかがいたしますか、〝ｓスモール・エス〟？」と訊ねてくるよ。

フィン：（手をひらひらと振って）船、カサブランカに向けてー。わかってたんだ、どうせ楽な任務なんかないんだって！（笑）




　王名表、天命の書板、そしてファティマ・ベル……。

　幾つもの謎を抱えながら、フィンはカサブランカへと向かうのだった。











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆出会いは、カサブランカ


Scene Player ──── 大悟






　北アフリカ、フランス領モロッコ。

　風吹き荒ぶ大都市カサブランカの裏路地に、我らが快かい男だん児じの姿があった。

　雑ざつ多たな人種が行き交い、治ち安あんも決して良いとはいえない異い境きようの地だ。




ＧＭ：ミドルフェイズ最初のシーンプレイヤーは大悟。フィンも、任意のタイミングで登場して構わないよ。

フィン：りょーかーい。

ＧＭ：さて。ファティマと合流するため大悟はカサブランカへと飛んだ。で、カサブランカの位置は……（再び世界地図を開く）。

大悟：どれどれ（地図を覗き込む）。
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ＧＭ：スペインとジブラルタル海峡を挟んで反対側に、フランス領モロッコがある。その最大の都市がカサブランカだ。

クリス：映画『カサブランカ』で有名ですよね。おお、ハンフリー・ボガート！（興奮）

ＧＭ：うむ、その通り。ちなみに映画『カサブランカ』が作られるのは、この四年後。複雑な歴史を持つこの都市は商業が盛んで、さまざまな人種が流れ込んでくる。

ギヨーム：中国の上海シヤンハイみたいなもんかな？

ＧＭ：そうだね。そんな混沌とした活気がある。その地理的要よう因いんから、八月にしてはかなり涼すずしく、快かい適てきとすらいえる。

大悟：ふむふむ。そんじゃま、ファティマが潜んでいるってぇ場所に向かおうか。

ＧＭ：……と、大悟が歩ほを早めた瞬間、銃声が轟とどろく！




　異変を察知し、駆け出す大悟。

　そのとき、前方の路ろ地じからひとりの女性が姿を現した。

　純白の民族衣装に身を包み、手には血に濡ぬれた一ひと振ふりりの短たん刀とう。

　フードの奥には、獣けもののように険けわしい瞳が見えた。




ＧＭ：その女性は、君に気付くと刃物を構え直す。「そこをどけ！」

大悟：おっと。随ずい分ぶんなご挨あい拶さつだな。

ＧＭ：と、彼女の背後からチンピラ風の男が追いすがり、銃を突きつけようとする。

大悟：やれやれ。いきなり荒あら事ごとか。間合いを詰めてその銃を叩き落とそう。

ＧＭ：では、君がチンピラの手から銃を叩き落とすのとほぼ同時に女性の短刀が閃ひらめき、そのチンピラの肩口辺りをさぁっと切り裂く！




　その動きで、女性のフードが脱ぬげた。

　現れたのは、鋭く尖った目つきの美しいアラブ人女性の顔。

　大悟は、その顔に見覚えがあった。




大悟：……もしかしてファティマか？

ＧＭ：その声を聞くと、女性は動きを止め、君をじっと見つめる。「なぜ私の名を知っている。……貴様も奴らの狗いぬかっ！」そう叫ぶファティマの顔には、写真のように温かな雰囲気は微み塵じんもない。

大悟：…………。

ＧＭ：緊張が走った瞬間、再び銃声が響く。ファティマは肩口を押さえて崩れ落ちる。

大悟：おいっ！

ＧＭ：そして、遙か後方にやはりチンピラ……その実、訓練された動きをする複数の男たちが銃を構えて駆け寄ってくる。

大悟：ひどいことしやがる。……とりあえず、遠えん慮りよなくブチのめしていい連中だよな。

フィン：じゃあ、大悟の横にひょこっと登場しよう。あいつらさ、きっとナチスだよ。

大悟：うわっと驚く。なんでこんなところに……って言ってる場合じゃないな。

フィン：久しぶり、大悟兄ちゃん。この人は僕が見ておくからさ、とりあえずあいつらやっつけちゃってよ！

大悟：ああ！　フィンの頭を一撫でして、チンピラたちを倒しに向かうぜ！　話は後だぜ、フィン！




　地面を蹴り、大悟は男たち目め掛がけて跳ちよう躍やくした。

　ぶぅんと大悟の拳が唸うなり、瞬またたく間に男たちを打ちのめしていく！




ＧＭ：リーダー格の男が「て、撤てつ退たいだ！」と叫ぶと、チンピラたちは現れたとき以上の速さで逃げ去って行く。

フィン：おー。お見事ー。

大悟：口ほどにもねぇな。……ファティマの様子は？

ＧＭ：血の滲にじむ肩口を押さえながら、君を睨にらんでいる。……あまり信用してくれているようには見えない。

大悟：やれやれ。初しよっ端ぱなから嫌われてんなぁ。

ＧＭ：……というところで、一旦シーンを切ろう。






カサブランカ　一九四二年公開のアメリカ映画。第二次大戦中のカサブランカを舞台にしており、ウィアードエイジの参考にもなるだろう。

ハンフリー・ボガート（一八九九年～一九五七年）　ハリウッドが誇る偉大な映画俳優のひとり。映画『カサブランカ』で主人公リック・ブレインを演じ、不動の名声を得る。










◆Middle 02◆畏い怖ふすべき 〝光〟


Scene Player ──── ギヨーム






　正午近くのウィーン駅は、物もの々ものしい雰囲気に包まれていた。

　行き交う兵士たちの中に一ひと際きわ目立つのはクレオパトラ・ダンディとギヨームの姿。

　ギヨームはその身を堅く拘こう束そくされ、ベルリン行きの護ご送そう列車に運び込まれようとしている。

　周囲には兵士たちの目が光り、蟻あり一いつ匹ぴき逃げ出す隙すきはない。




ＧＭ：さてお次は再びオーストリアはウィーン駅。シーンプレイヤーはギヨーム。もうすぐ君をベルリンへと運ぶ列車が到着するかというところ。

ギヨーム：拘こう束そく具ぐからは抜け出せそうかな？

ＧＭ：自力脱出するなら、〈精せい密みつ作さ業ぎよう〉で目標値30。

ギヨーム：（あっさりと）あ、そりゃ無理っす。

ＧＭ：君ひとりでの脱出は難むずかしいだろうね。……というわけでクリスは適てき当とうなタイミングで登場して、ギヨームを助けてあげてください（笑）。

ギヨーム：頼たのむぞ、エッシェンバッハ君～。

クリス：頑がん張ばってみるわ。

ＧＭ：君の横ではダンディが列車の到着を今か今かと待っている。

ギヨーム：（からかうような口調で）私も一いつ巻かんの終わり、というところかな？

ＧＭ：（体をくねらせながら）「うふふ♪　その拘束具からは、かのアルセーヌ・ルパンだって脱出できないわよン」

ギヨーム：ふむ、確たしかにそうかもしれんな。……ところで、エッシェンバッハ君は捕ほ獲かくできたのかね？（ニヤリと笑う）

ＧＭ：その問いに対しては、眉まゆをピクリと動かすだけで返答しない。まぁ、捜そう索さくが難なん航こうしてるんだなということはわかる。

ギヨーム：うんうん。予言書に書いてあった通りにしてよかったなぁ（笑）。

ＧＭ：そこへ、息せき切って下士官が駆かけつけて来る。「大たい変へんです、ダンディ！」（爆ばく笑しよう）

フィン：「大変です、ダンディ」って（笑）。

大悟：部下にもダンディって呼よばせてるのか（笑）。階かい級きゆうすら呼んでねぇし。

ＧＭ：ダンディはダンディなんです。さて下士官の台詞せりふを続けよう。「カサブランカにて王名表の奪だつ還かんに失敗！　例の東洋人と、ＭＩ６のガキです！」

ギヨーム：……その組み合わせで、天花寺とブースロイド君のことだと気づいていいかな？

ＧＭ：いいよ。

ギヨーム：挑ちよう発はつするように笑ってやろう。ははっ。どうやら君たちの目もく論ろ見みも崩くずれ始めているんじゃないかな？

ＧＭ：ダンディは、君をギッと睨にらみつける。「いい気になるんじゃないわよ。あなたがベルリン送りになるのは免まぬがれないんだからねっ」

クリス：……そろそろ登場の頃ころ合あいかしら？

ギヨーム：お願いします、クリス様（笑）。

クリス：サン＝テグジュペリの飛行機に乗って上空から現あらわれましょう。

ギヨーム：カッコいいねぇ！　そんじゃ、彼女が来ると予言書に書かれていた時じ刻こくになったんで、台だい車しやを押おしてる兵士に「止めてくれたまえ。そろそろ時間だ」と言う。

ＧＭ：ダンディはいぶかしげな顔をするが、次の瞬しゆん間かん、何かに気づいたかのように目を見開いて空を見上げるのだった。

クリス：では、そこで登とう場じようします！　飛行機に乗り、太陽を背に急きゆう降こう下か！　機体の窓まどから身を乗り出して、ライフルを構かまえる。狙ねらいは、ギヨームの拘束具！

ＧＭ：よし！（拳こぶしをグッと握にぎり締しめる）

クリス：ど、どうしました？

ＧＭ：いや、実はそのアクションを期待していたんで、単たん純じゆんに嬉うれしかった（笑）。

クリス：なるほど（笑）。……ええと、やはり判はん定ていが必ひつ要ようですかね？

ＧＭ：〈射しや撃げき〉で目標値15。不安定な状じよう態たいから精せい密みつ射撃なんで、２個このダイスペナルティ。これに成功すると、ギヨームは即そく座ざに脱だつ出しゆつを試みることができる。

ギヨーム：失敗すると？

ＧＭ：そのままダンディたちとの戦せん闘とうラウンドに突とつ入にゆう。

ギヨーム：それは避さけたい！　頼たのむよ、エッシェンバッハ君。

クリス：必ず当てて見せるわ。エフェクトは《小さな塵ちり》だけを組み合わせてクリティカル値ち低下。

ＧＭ：操そう縦じゆう席のサン＝テグジュペリは「こんな距きよ離りじゃ狙そ撃げきは無理だ」とか言ってる（笑）。

クリス：（軽く笑って）大だい丈じよう夫ぶ、慣なれてるから。わたしのヴリルパワーが発動し、額ひたいの周囲に不思議な輝きが灯ともります。これはエフェクトの演えん出しゆつということで。

ＧＭ：了りよう解かい（笑）。それでは判定をどうぞ！

クリス：ゴロゴロっと振ふって……あ、ヤバいかな？

ギヨーム：お、おい？（笑）

クリス：……いえ、達成値15。ギリギリ成功！

ＧＭ：では、上空から飛来した一発の弾だん丸がんが拘こう束そく具ぐの結節点を破は壊かいした。同時にギヨームは自由を取り戻もどす！

ギヨーム：よし！（ガッツポーズ）

クリス：「サン＝テグジュペリ！　機体を彼に近づけて！」と叫さけんで、窓まどから縄なわ梯ばし子ごを下ろすわ。

ＧＭ：「わかった！　いくぞ!!」

ギヨーム：ありがたい！　タイミングを合わせて縄梯子に飛びつこう。

ＧＭ：〈運動〉判定、目標値６！

ギヨーム：楽勝楽勝、達成値は12だ。（予言書をめくる仕草）ええと、飛びつくタイミングは……３、２、１、今だ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ダンディは「ま、待ちなさい！」と悲鳴を上げながら手を伸のばすが、惜おしいところで君のマントを掠かすめる。

ギヨーム：はっはっは、諸しよ君くん、また会おう！　ヒョー、僕たちカッコイー！（笑）

ＧＭ：かくて華か麗れいに危き地ちを脱したギヨームであった……だが！

一同：……？

ＧＭ：飛行機が離り脱だつした直後、エンジン音をも搔かき消す勢いきおいでダンディの大だい音おん声じようが響ひびき渡わたる。「天てん命めいの書しよ板ばんを持ってきなさい！　撃うち落とすのよ！」

クリス：てんめいの……しょばん？

ＧＭ：部下は「し、しかしアレは危険で……」「いいからやるのよ！」とか、そんな短いやりとりも聞こえた。

ギヨーム：……ひどく物ぶつ騒そうな物らしいな。

クリス：操縦席のサン＝テグジュペリに、用心するように伝えます。

ＧＭ：サン＝テグジュペリが「了解！」と応えた直後、既に遠く離れつつあるウィーン駅の方角から、サーチライトよりも太い〝光〟の束が発せられる。

ギヨーム：な、なんだっ!?

ＧＭ：その輝きは、太陽よりも眩まばゆく、そして熱い！

ギヨーム：ぬぅっ!?

クリス：避よけて！

ＧＭ：幸いなことに、その光は機体を僅わずかに逸それ、遥はるか遠えん方ぽうの鉄てつ塔とうを直撃した。次の瞬間、巨きよ大だいな鉄塔は飴あめ細ざい工くのように崩くずれていく！

一同：うえーっ!?

ギヨーム：ななな、なんだっ!?

クリス：（呆ぼう然ぜんと）あ、あれはレーザー……という言葉はまだない！　だから、ええと……（声を振り絞しぼるように）ナチスの破は壊かい光線！（爆笑）

大悟：は、はかいこうせん（笑）。

フィン：なんてレトロな響きだろう。

クリス：仕方ないじゃないですか、時代考こう証しよう的に！（笑）

ギヨーム：うう～む、ナチスの超ちよう技ぎ術じゆつは健けん在ざい、といったところか……。

クリス：攻こう撃げきは続くのかしら？

ＧＭ：いや、一いつ発ぱつ撃うった後、ウィーン駅では次のようなやりとりがある。




「どうして外はずしたのッ！」

　ダンディの悲ひ痛つうな叫びが、ウィーン駅に響き渡る。

　叱しつ責せきを受けている兵士は、平へい身しん低てい頭とうしながらも理由の説明を試こころみる。

「は、何なに分ぶん、天命の書板については謎も多く、いまだ出力は不安定でして……」

「ンもう！　でも、数撃ちゃ当たるでしょ。なんで連射しないのッ!?」

　問い詰めるダンディに対し、兵士は更に頭を低くして弁べん解かいする。

「それが、出しゆつ力りよく伝でん達たつ機き構こうの耐たい久きゆう性せいの問題で……とにかく、一いつ射しやごとに部品を交こう換かんする必要が

ありまして……」

「なんてことなの！　せっかく捕まえた獲え物ものだと言うのにぃぃぃ悔くやしいわ悔しいわっ！」




ＧＭ：……というわけで、地じ団たん駄だ踏ふんで悔しがるダンディであった（笑）。

クリス：なるほど。とりあえず一安心ね。

ギヨーム：では、落ち着いたところでエッシェンバッハ君とサン＝テグジュペリに礼を言っておこう。ありがとう、助かりましたよ（深々とお辞じ儀ぎ）。

ＧＭ：サン＝テグジュペリは操そう縦じゆう桿かんを握にぎったまま返答する。「僕は運転しただけさ。健けな気げなお嬢じようさんが頑がん張ばってくれたお蔭かげだよ」

クリス：あれくらいの距きよ離りなら、わたしにとっては目の前みたいなものだから……と、照れながらも自分の超人性せいをアピール（笑）。

ＧＭ：ギリギリ成功だったくせに（笑）。それはさておき、君たちはアタッシェケースと同時に、気になるキーワードをいくつか手に入れた。

クリス：さっきの天命の書板に……。

ギヨーム：それから、ええと……王名表だっけ？

ＧＭ：そうだよ。王の名前の表で「王名表」。

ギヨーム：ナチスが追っている王名表とやらを、どうやら天花寺とブースロイド君が確かく保ほしているらしい。

クリス：あのふたりが？　驚おどろいた顔を浮うかべる。

ギヨーム：（少し考え）これは彼らと合流した方が賢けん明めいかな？

クリス：……そうね。あの人たちの力は借りたいわ。

ギヨーム：サン＝テグジュペリに聞いてみよう。ムッシュ、ここからカサブランカまではどれくらいかな？

ＧＭ：（世界地図とコードロン・シムーンの性せい能のう表ひようを見み比くらべながら）ざっと二五〇〇キロメートル。途と中ちゆうで一回給油して、最高速度で十時間ちょいってとこかな。休きゆう憩けいナシだとキツいよ？

ギヨーム：……なるほど。どうするね、レディ？　私は構かまわんが。

クリス：行くわ。ナチスがよからぬことを企たくらんでいるのは確たしかなことのようだし。

ギヨーム：では、ブースロイド君の通信機に無線連絡を入れておこう。

ＧＭ：わかった。君たちを乗せ、飛行機は一路カサブランカへ……というところで、このシーンは終しゆう了りようだ。






《小さな塵》　エンジェルハィロゥのエフェクト。射撃攻撃のクリティカル値を下げる。

ヴリル　ドイツのオカルト結社「ヴリル協会」が追い求めた超エネルギー。ＵＦＯの動力源になっている……らしい。

レーザー　史上初めてレーザー発信が実現されたのは、一九六〇年のアメリカの物理学者Ｔ・Ｈ・メイマンの実験による。










◆Middle 03◆不信の瞳


Scene Player ──── フィン






　ファティマとの邂かい逅こうより一夜。

　一向は、比較的安全なホテルへと居きよを移していた。

　互いの事情を説明し合ったフィンと大悟は、残るひとり、ファティマの非ひ協きよう力りよく的てきな態度に手を焼いていた。




ＧＭ：さて、次のシーンプレイヤーはフィン。大悟も一緒に登場だ。

フィン：大悟兄ちゃんとお互いのいきさつは説明し合っておいたことにしていい？

ＧＭ：ああ、いいよ。ここでは全員合流してもらいたいんで、クリスとギヨームも好きなタイミングで登場してくれ。

ギヨーム：了解だ。

ＧＭ：さて、部屋には大悟とフィン、そしてファティマが集まっている。

フィン：どんな人か、もう一度説明貰える？

ＧＭ：黒髪に浅あさ黒ぐろい肌、彫りが深く端たん整せいな顔立ちの女性だ。年は二十歳ぐらいに見える。理り知ち的てきな雰囲気だが、表情も仕し草ぐさも、愛あい想そというものが欠落している。

大悟：ロレンスから貰った写真とは、また随分と違った感じだな。

フィン：一言で表すと「感じ悪い」と（笑）。

ＧＭ：まぁ、ね。君たちにもとりあえず同行してはいるけど、明らかに警けい戒かいしてる様子だ。黒いカバンをしっかりと握って離そうとしない。

大悟：……ふむ。さて、ファティマ。改めて自己紹介だ。俺は天花寺大悟。君の養やしない親のロレンスとは、短い間だが友達づきあいをしていた人間だ。

ＧＭ：「ロレンスの……友だと？」彼女の口調は、まだ硬い。

大悟：ああ、そうさ。

ＧＭ：「それがどうして、私に会いに来たんだ。ロレンスなら三年前に……死んだ」

大悟：知っている。……ロレンスは生前から、君に異変が起こった場合、俺の所に連絡が来るように手配しておいたのさ。

ＧＭ：その言葉だけだと、さすがにまだ信じてくれそうにない。

大悟：うーむ。……そうだ、オープニングで貰ったファティマの写真を見せよう。

ＧＭ：「それは……父が撮とってくれた写真……。もう、無くなったと思っていたのに」僅かだけど、彼女の体から緊きん張ちようが解けたような気がする。

大悟：じゃあ、彼女に写真を渡そう。……ＧＭ、俺の〝眼〟で彼女の〝魂の色〟を見ていいかな？

ＧＭ：うん、そうくると思って演出は用意しといた。彼女の色は、「太陽のように燃え盛る赤」だ。ただし、所々に黒く虚うつろな穴が見える。

フィン：あまり穏やかじゃないねぇ。ちょっと僕も話しかけよう。……ええと、僕は大悟兄ちゃんと違って、仕事で姉ちゃんを保護しに来たんだ。〝王名表〟とかいう物と一緒にね。

ＧＭ：王名表の名を出すと、ファティマは手元のカバンに目を落とす。

フィン：あ、それなの？　見せて欲しいんだけど、と手を伸ばすけど……。

ＧＭ：（きっぱりと）「断ことわる。これは、私がロレンスから預かった大事な品だ」カバンを持ったまま、フィンを威い嚇かくするように睨み付ける。

フィン：はぁ？　……この人、ちょっとムカつきませんかみなさん？（笑）ちょっとキツい口調で、あんたを逃がすためにウチの仲間が囮になったんだよっ。

ＧＭ：「……その件については礼を言おう。だが私は、イギリス人や、それとつるむような人間は信用できない」

フィン：ぬっ。その言葉には思い切り眉をしかめてやれ。……初対面の人間に向かってご挨あい拶さつだなぁ。なんなんだよ。

ＧＭ：「フサイン・マクマホン協定、サイクス・ピコ協定、バルフォア宣言……。どれもこれも、お前たち西洋人に信義がないことを証明しているじゃないか」

クリス：当時、中東は欧州諸国の思おも惑わくによってかなり好き放題されていましたからね。

フィン：むむむぅ。

ＧＭ：「私は戦士フエダイーンだ。ロレンスが発掘し、遺のこしてくれた王名表を守る。君たちのような外国人の手は借りぬ」

フィン：そのロレンスだって、イギリス人じゃないか。

ＧＭ：君のもっともな疑問に対しては、鼻で笑って返答する。「彼は特別だ。そして、私の養よう母ぼガートルード・ベルもな」

フィン：…………。

大悟：（諭さとすような口調で）なあ、ファティマ。聞いてくれるか？

ＧＭ：「……なんだ？」

大悟：俺には、君の心はまだ良くわからない。だが、ロレンスを想う気持ちだけは伝わってくる。

ＧＭ：ロレンスの名に反応したのか、ファティマは黙ったまま君の話に耳を傾けている。

大悟：それは、俺やフィンも同じだ。誰かを想う気持ちに、肌の色や氏育ち、国籍なんか関係ないだろう？

ＧＭ：その言葉を聞くと、ファティマは一瞬だけはっとしたような表情になる。「……まるでロレンスのような目つきと話し方だな……気に入らない」

大悟：はは、そう言わないでくれ。友達ってのは影えい響きようを与あたえ合あうもんさ。

ＧＭ：「ふん……」

大悟：そこで、だ。俺たちを信じろとは言わない。だが、ロレンスを信じてみちゃどうだ？

ＧＭ：ファティマは怪け訝げんそうな表情を浮かべるね。「……どういうことだ？」

大悟：俺は、あいつから君を託たくされたんだ。つまり、あいつはそれくらいには俺のことを信頼してくれていた。ロレンスに人を見る目があったことは、君が一番知っているだろう？




　大悟とファティマの視線が交こう錯さくする。

　しばしの間、沈黙が下おりた。

　そして───




ＧＭ：「……わかった。今、このときだけは君たちを信用しよう」

フィン：それって、協力してくれるってこと？

ＧＭ：「ああ。だが勘かん違ちがいするな。友や同志ではない。ただ利り害がいの一いつ致ちしただけの関係だ」

フィン：可愛くないなぁ。言われるまでもないよって言い返す。

大悟：（フィンに）まぁまぁ。今はそれで十じゆう分ぶんじゃないか。

ギヨーム：……話が落ち着いたところで我々も登場していいかな。

ＧＭ：そうだね、頃合だ。

大悟：入ってきたふたりを見て、軽く手を上げて挨拶する。ファティマには、「心配ない、味方だ」と伝えておこう。

ギヨーム：久しいな、天花寺。そしてブースロイド君。奇き妙みような縁えんで、またご一緒することになったようだな。

フィン：そっちの状況は無線で聞いたけど……大変だったみたいだね。

ギヨーム：ああ。ナチスが追い求める王名表とやらを、君たちが持っているという話を聞きつけてね。

クリス：とりあえず、まずは情報交換をしましょう。

フィン：そうだね。お互い、オープニングで見聞きしたことを話し合ったってことにしていいかな？

ＧＭ：いいよ。では、手早く互いの情報を共有したということで。

ギヨーム：で、目下のところ〝王名表〟とやらのことを知りたいのだが……。

フィン：ファティマが持ってるんだよね？

ＧＭ：目を向けられたファティマは、ちょっと考え込むけど、「止むをえんか」と呟くと抱えていたカバンを開く。中には粘ねん土ど板ばんのような物が一枚。

フィン：それが……〝王名表〟？

ＧＭ：「そうだ。かつてロレンスが発はつ掘くつし、私が保管し続けてきたものだ」大きさはＢ４の紙くらい。表面にはビッシリと楔くさび形がた文も字じが刻まれている。

クリス：楔形文字……メソポタミア文明の文字ね。

ＧＭ：いかにも。なお、板の質感は粘土っぽいけど、ファティマ曰く「ハンマーで叩いても傷ひとつつかない」そうだ。

ギヨーム：古代の超素材、ということか……。

大悟：この文字はなんて書いてあるんだい？

ＧＭ：「〝裁さばきの大だい洪こう水ずい〟以前の、神にも等しい王たちの名が刻まれているのだ」と言って、滔とう々とうと読み上げてくれる。まず、初代エリドゥ王アルリム。その在位年数は……。

一同：…………。

ＧＭ：二万八千八百年！

一同：はぁぁっ!?（爆笑）

フィン：二万！　サバ言うなコノヤロー！（笑）

大悟：（プレイヤーの素に戻って）あ、でも確かシュメールの古代王ってそんな感じなんだよな。全員、万単位の年数を生きてるとか、さらりと書きやがってる（笑）。

ＧＭ：そうそう。で、エリドゥ王アラルガル／在位三万六千年、バド・ティビラ王エンメンルアンナ／在位四万三千二百年……と続き、最後は八代目の王で締めくくられている。

クリス：まさに神々の文明……。

ＧＭ：ちなみにこれらはすべて、実在の王名表に記されている名前だ。そして最後に「神、天命の書板を王に与え、世界を統べる力とする」と記されている。

大悟：……これはプレイヤー知識なんだが、〝王名表〟ってのは、エジプトやシュメールに伝わる、古代の王様の名前を書き連ねた粘土板なんだよな。

ＧＭ：さすがは神話関係に強いライター（笑）。その通りです。

大悟：んで、天命の書板ってのは、シュメールの偉えらい神様が持ってた道具だったな。法律やら掟おきてやらが記されてるんだ。

ＧＭ：いかにもその通り！　天命の書板は〝トゥプシマティ〟とも呼ばれ、大たい気きを司つかさどる大たい神しんエンリルが持っていた物で、そこにはこの世の〝秩ちつ序じよ〟が記されていると伝えられている。

大悟：ふむ、俺が詳くわしい理由は、ロレンスから聞いていたからってことにしよう。あいつ、考古学者だったんだろ？

ＧＭ：そうですね。じゃあ、それでいきましょう。

クリス：天命の書板……私とギヨームは、その名を聞いたわね。

ギヨーム：うむ、そうだな。我々に向け、ナチスは天命の書板とやらを用いてレーザー……じゃなくて破壊光線を撃ってきたぞ。

クリス：凄まじい破壊力だったわ……。

フィン：ナチスめ、また厄やつ介かいな物に興味を示したなぁ……。

ＧＭ：ファティマは気け色しきばんで口を開く。「……それはまさにロレンスが危き惧ぐしていたことだ。そのような連中に、古代の遺産を悪用させてはならんと常々語っていた」

大悟：破壊光線か。ロレンスが危惧するのもわかるが……ナチスはそれを使って何をする気なんだろうな。ただの破壊兵器なら、幾いくらでも持ってるだろうに。

クリス：ＧＭ、そろそろアタッシェケースを開けようと思うんですが。

ＧＭ：うむ。ケースを開けると、中には書類が収まっている。一番最初のページ冒頭には、〝ギルガメッシュ作戦〟とあるね。

ギヨーム：ダンディが口走っていた奴だな。

クリス：では、それをみんなに見せましょう。

ＧＭ：それでは、書類に記されていた内容をかいつまんで説明しよう。そもそもこの作戦は、今年三月、ドイツがオーストリアを併へい合ごうしたときから始まる。

クリス：ふむふむ……。

ＧＭ：オーストリアのハプスブルグ家から押収した財宝の中に古代メソポタミア文明の粘土板があった。それを解読したところ、メソポタミアの大いなる遺産の存在が発覚したのだ。

ギヨーム：ほう！　古代の遺産！（目を輝かせる）

フィン：また危険な匂いがしてきたよ……（笑）。

ＧＭ：なんでも、アラビア半島のいずこかに眠る遺跡に〝王名表〟および〝天命の書板〟と呼ばれる遺物をもたらした者は〝王〟になると言う話だ。

大悟：〝王〟ねぇ……。ヤバそうな響きだな（笑）。

クリス：ナチスが興味を示すのだから、ヤバいに決まってるわ、大悟。

ＧＭ：そしてナチスは、王名表と、七枚に分かたれた天命の書板を求めて探索を開始したということだ。書板は、光ひかり、水みず、風かぜ、雷いかずち、炎ほのお、氷こおり、そして災さい厄やくの七つの力を有しているという。

ギヨーム：そんなものが七つ！

ＧＭ：ちなみに、書板があると予想される場所については明記されているよ。

大悟：そいつぁ親切だな。

ＧＭ：別に君らの為に作成した作戦計画書ではない（笑）。そして、作戦計画書の最後には、こう記されている。




　王名表と七枚の天命の書板を揃そろえ、アラビア半島のいずこかに眠る遺跡を見出したとき、我らが総そう統とうは永遠の王となるであろう。

　第だい三さん帝てい国こくの永遠の繁はん栄えいを願いつつ、兵士諸君の奮ふん励れいを期待する。

　ジーク・ハイル。

　ハイル・ヒトラー。




フィン：これって……王名表と併せて考えるとさぁ……。

クリス：ヒトラーが数万年単位の寿命……永遠の命を得る……？

ギヨーム：ナチス千年帝国ならぬ万年帝国か！（笑）

大悟：そいつぁぞっとしない話だな。

フィン：……それじゃあ、これからどうする？

ギヨーム：ふっ、決まっている。ナチスに秘宝を渡すわけにはいかん。

大悟：天命の書板、俺たちが先にいただいちまおう！

一同：おう！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、ＮＰＣも出揃ったことだし、ここらでロイスを結びたい方はどうぞ。

大悟：では俺はロレンスに結んでおこう。感情はポジティブが尽力で、ネガティブが嫉妬。奴は己の人生を全うした。俺も、己の信念を貫き、死ぬべきときに死にたい。

フィン：僕はファティマに。感情は〝有為／憤懣〟。なんでも自分ひとりでできると思うなコノヤロー（笑）。

ギヨーム：ふむ、私も同じくファティマ嬢に結んでおこくとしよう。感情は〝同情／不安〟。境遇に理解は示すが、同時に危うさも感じている。

ＧＭ：……クリスはどうする？

クリス：ここはやはり……クレオパトラ・ダンディに（笑）。

ＧＭ：ほんの一瞬、ギヨームを救出ざまに見かけただけなのに（笑）。

クリス：一目で十分インパクトありましたから。感情は……〝好奇心／脅威〟で。

ＧＭ：なるほど。……んじゃ、全員ロイスを結んだところで次のシーンへと移ろう！




★第１ターン：いざ、世界へ！

ＧＭ：はい、ではここから、「書しよ板ばん捜そう索さく」のシーンが始まりまーす。まずはこれをご覧らんください（欧州の地図が印刷された紙を広げる）。
















一同：おお！

ＧＭ：各キャラがバラバラに別れて各地を巡り、書板をゲットするのが目的ね。

ギヨーム：へぇー！

クリス：（興奮しながら）すごい、このギミックは予想しなかった！

ＧＭ：現時点で行ける場所は、ここと、ここと……（赤ペンで地図に丸印をつけていく）。




　ＧＭが印をつけたのは次の五ヶ所である。

・ドイツ：ベルリン　本部の地下深くにある特別倉庫に厳重に保管されている。

・フランス：パリ　文化遺産として博物館の倉庫に納められている。

・スペイン：グラナダ　親ナチスのフランコ政せい権けんが、書板をドイツへ輸送しようとしている。

・イギリス：ロンドン　メソポタミア文明の遺物として考古学的な研究対象になっている。

・ヴァチカン：サン・ピエトロ寺院　中世に発見されたが、異い教きようの物として封印されている。




ＧＭ：……以上の五ヶ所。場所ごとにひとつのシーンとして扱い、各地で適てき切せつな技能判定や戦闘に成功すると、書板をゲットできる。

大悟：ほほーう。そうきたか。面白いな。

フィン：ボードゲームみたいで、ちょっと新しん鮮せん（笑）。

ＧＭ：また、各地を回る代わりに情報収集もできる。調べられる項目は次のふたつ。




・七枚目の書板の在あり処か：〈情報：神しん秘ぴ〉

　成功すると、七枚目の書板が存在する場所が判明し、そこに行くことができるようになる。ファティマを連れていると判定に２個のダイスボーナス。

・ナチスの行動計画：〈情報：軍ぐん事じ〉

　成功すると、ナチスの行動計画が判明する。どれだけ判明するかは達たつ成せい値ちによって変化。




ＧＭ：……以上だ。ひとりひとりで回ってもいいし、判定に成功しやすくするため複数人が一ヶ所に集まってもいい。全員が行動を終えた時点で１ターン終了とする。

ギヨーム：ターンとな？

ＧＭ：今回だけの特殊ルール。ナチスも独自のタイムスケジュールで動くんで、時間経過を表わすために「ターン」という表現にしたんよ。

大悟：ナチも動くのか！

ＧＭ：そりゃもちろん。ナチスと同じ場所に向かうとイベント発生。ダンディ率ひきいる書板捜索部隊との争そう奪だつ戦せんが始まるよ。

ギヨーム：いやだ、ダンディは嫌だぁぁぁ！（爆笑）

クリス：ギヨーム、すっかりトラウマになって……（笑）。

ＧＭ：そんな感じで、ナチより先に書板を一枚でも多くゲットしてください。

ギヨーム：うむ、これは面白い！　予言書も「グレイト！」って褒めてる！（笑）

ＧＭ：はっはっは、ありがとう（笑）。……では早速だが、行動指針を決めてくれ。

フィン：むむむむむ……。みんなで固まると安全だけど、書板を集める速度は遅くなるね。

クリス：情報収集にも手を回さなきゃいけませんし……。

ＧＭ：誰も行かなかった場所にナチスが向かった場合、書板は彼らの手に渡るよ。

ギヨーム：くぉぉ……！　これは悩なやましい！

大悟：こっちは数人だからな。大人数の軍隊を相手に苦しくなるのは止むを得まい。

クリス：万能キャラでよかった。一応、戦闘も隠おん密みつも交渉もこなせる。

ギヨーム：私は攻撃力に乏しいので、誰かの護ご衛えいとして動くのが一番だなぁ。

大悟：思うんだが、ベルリンはないよな（笑）。

クリス：ありえないありえない（笑）。警備すごそうですし。

大悟：危険度で考えると、フランコ政権が協力してるってことだし、スペインはヤバそうだ。

フィン：確かに、荒っぽいことになりそうっすね。

ギヨーム：（地図を眺めながら）パリの博物館ということなら、怪盗たる私に任せてくれたまえ。地元だし、何かと動き易い……気がする（笑）。




　ああでもないこうでもないと話し合う一同。

　五分ほど経過する頃、だいたいの結論は出で揃そろった。




ＧＭ：（時計を見ながら）さて、そろそろ第１ターンの行動宣言をしてもらおうかな。

フィン：ええと、まずは僕が〝七枚目の書板の在処〟について情報収集する。

大悟：んで、俺はスペインだ。警備の兵隊が多いだろうから俺が行く。

クリス：わたしはヴァチカンへ潜り込んでみます。

ギヨーム：私はパリだ。地元だし、博物館に盗みに入るのは慣れている（笑）。

ＧＭ：（様々な色の塗られたコマを取り出す）さて、自分を表わすコマを行く予定の場所に置いてくださいな。なお、移動のアシストはサン＝テグジュペリさんが請け負います。

クリス：せ、世界的作家が運転手代わり……。

大悟：豪ごう気ぎな話だ（笑）。

ＧＭ：そんじゃ最初のターンを始めるとしようか！

一同：おう！






フサイン・マクマホン協定　イギリスがアラブ独立とパレスチナ居住を認めた協定。これと、英仏露によるトルコ領分割統治を示した〝サイクス・ピコ協定〟、パレスチナへのユダヤ人入植を認める〝バルフォア宣言〟と併せ、三つ組み合わせてみるとあら不思議、つじつまがまったく合わなくなる驚天動地の三枚舌外交は、後々の世にまで禍根を残すこととなった。

フェダイーン　アラビア語で〝戦士〟の意。綴りは〝ＦＥＤＡＹＥＥＮ〟

エリドゥ王アルリム　実在のシュメール王名表にも、人類最初の王として名を記されている。在位年数についても同様。

さすがは神話関係に～　大悟のプレイヤー・稲葉氏は『聖剣伝説』『蘇る秘宝』といった神話伝説関連の著書を幾つも発表している。










◆Middle 04◆ 七枚目 は何いず処こ!?



Scene Player ──── フィン






　モナコ公国。

　フランス保護下にあるこの国は、観光を主な産業とする小国だ。

　〝無害な観光客〟を装えば、誰に見み咎とがめられることもない。

　ナチスの目を逃れ、潜せん伏ぷくするにはうってつけの場所であった。




ＧＭ：まずはフィンの情報収集シーンから解決していこうか。

フィン：手早く書板の位置をつきとめちゃおう。

ＧＭ：場所はどうする？

フィン：そうだなぁ……（地図を見ながら）じゃあ、モナコに行こう。
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大悟：今、バカンス気分で決めたろ？（笑）

フィン：（目を逸そらしながら）そんなことないよー。ほら、ファティマを連れて潜伏する必要もあるわけでしょ？　あんまりでかい都市は避けた方がいいかなと思って（笑）。

ＧＭ：では、ご希望通りのモナコにしようか。情報部員の協力により、リゾート地区に観光客を装って潜伏することができた。

フィン：じゃあ、僕は、ホテルのビーチで冷たい物を飲みながら無線いじってる。

ギヨーム：やっぱバカンスじゃねぇか（笑）。

フィン：でも、そりの合わないファティマが一緒なんで全然嬉しくない（笑）。

ＧＭ：それはファティマとて同じこと。必要最低限の会話しかしない感じだね。それはともかく、〈情報：神秘〉で判定をしてもらおうか。

フィン：ファティマがいるとダイスボーナス貰えるんだよね？

ＧＭ：２個ね。資料の山に埋もれる君に、「おい、英国人。君は資料の読み方が全然なっていない」と助け舟ぶねを出してくれる（笑）。

フィン：じゃあ、凄い嫌そうな顔を浮かべながら「あ？」って聞き返す（笑）。

ＧＭ：（鼻を鳴らしつつ）「手伝ってやろうかと言っているんだ」

フィン：へぇ、親切なトコあんじゃん。

ＧＭ：「……君を助けたいわけじゃない。これは私の目的でもあるからな」

フィン：やな奴ーっ！（笑）とはいえ、ダイスボーナスは貰っとこう。えいっと振って……クリティカルして達成値13！

ＧＭ：それはバッチリわかる。どうやら書板は地中海のとある島にあるらしい。

一同：おお!?

ＧＭ：古代ローマ帝国の皇帝が数枚所持していたが、帝国の分ぶん裂れつ期きに散さん逸いつ。そのうちの一枚は、その島にある神殿の奥深くに隠されたという。

フィン：なるほどね。

ＧＭ：（地図にペンで書き込む）場所はこの辺り。現在は無人島で、放ほう棄きされた神殿遺跡には罠があるっぽい。

フィン：……僕じゃなくて、他の人に任せよう（笑）。まぁ、書板の在あり処かがわかってよかったね、ファティマ姉ちゃん？

ＧＭ：「気安く〝姉ちゃん〟呼ばわりするな英国人。ほら、さっさと他の連中にも情報を伝えるんだ」

フィン：ムッキー！（笑）

ＧＭ：……というところで情報収集は終了だ。

フィン：あ、ＧＭ。あとアイテムを幾いくつか〈調ちよう達たつ〉しておいていいかな？

ＧＭ：ああ、いいよ。適当に振っておいて。




・結果　→　七枚目の書板の在処が判明！

　　　　　「応おう急きゆう手て当あてキット」と「手しゆ榴りゆう弾だん」を入手！







◆Middle 05◆グラナダの風


Scene Player ──── 大悟






　スペイン、グラナダ。

　内戦下のスペインにおいて、比ひ較かく的初期に反はん乱らん軍ぐんの手に落ちた都市である。

　現げん在ざい、この歴史ある都市から、一枚の〝天命の書板〟が運び出されようとしていた。




ＧＭ：次はスペインに行った大悟の番。

大悟：へ～い。……今、スペイン内戦真っ最中だよな？

ＧＭ：いかにも。ただ、一九三八年時点で既すでにフランコ将しよう軍ぐん率いる反乱軍陣じん営えいが圧あつ倒とう的優ゆう勢せいで、共和国陣営は崩ほう壊かい寸すん前ぜん。

クリス：フランコはナチスの支し援えんも受けてますもんね……。

ＧＭ：さて。グラナダのアルハンブラ宮きゆう殿でんから発見された〝天命の書板〟は列車で港へ移い送そうされた後、船でドイツに引き渡わたされる予定だ。現在、大悟はその列車に潜せん伏ぷく中。

大悟：（頷きながら）なるほど。……じゃあ俺おれは、家か畜ちく用の干ほし草なんかを運ぶ一いつ般ぱん貨か物もつ車しやに隠かくれているということで。頃ころ合あいを見計らって、目当ての車両に移動する。

ＧＭ：わかった。ならまずは警けい備び兵へいに気づかれないよう〈隠おん密みつ〉で近づいてもらおうかな。こっちは〈知覚〉でリアクションするよ。

大悟：とりあえずエフェクトは組み合わさずに振って、達成値９。列車の屋根を移動するぜ。

ＧＭ：リアクションは失敗。大悟は無事に書板が積まれた車両へと侵入することができた。

大悟：よし！

ＧＭ：なお、その車両にはスペイン兵が待機している。データ的にはトループ二体分。

大悟：あのさ、そいつらエンゲージしてる？《獅し子し奮ふん迅じん》を使いたいだけなんだが（笑）。

ＧＭ：わかり易やすい欲よつ求きゆうだ（笑）。うん、エンゲージしてるものとして扱うよ。

大悟：そんじゃ手早く済すませよう。屋根伝いに窓まどガラスを割わって、殴なぐり込みをかける！

ＧＭ：予想外の襲しゆう撃げきに、兵士たちは混こん乱らんしている。先に攻こう撃げきしていいよ。

大悟：《破は壊かいの爪つめ》を生やした後、《獅子奮迅》＋《浸透撃》＋《電光石火》を組み合わせて達成値21！

ＧＭ：（ダイスを振る）……二体とも回かい避ひ失敗だ。

大悟：ダメージは34点！（手刀を切りながら）アチョーアチョーと首くび筋すじに当て身しまくる。

ＧＭ：34!?　ダメだ、一撃でやられた。兵士たちは銃じゆうを上げる間もなく、倒たおれ伏ふしていく。

ギヨーム：超弱ぇ（笑）。

大悟：……警備責せき任にん者しやとか、ボスッぽい奴やつはいないのか？

ＧＭ：いない。正確には、トループの中に混まざって仲良くおねんね（笑）。

クリス：ナチス兵士がいないとはいえ……随ずい分ぶんと手て薄うすね。

大悟：こりゃ、クリスかギヨームのどっちかがヤバいかもな。とりあえず書板を探さがそう。

ＧＭ：気絶した兵士のひとりが、アタッシェケースを抱かかえてる。中には〝風〟の書板。

大悟：おっしゃ！　そいつをいただきだ。

ＧＭ：大悟がケースを手にすると同時に、隣となりの車両から異い変へんを察知した兵士たちがわらわらと駆けつけてくる！

大悟：（ニヤリと笑いながら）あばよ、こいつは貰もらっていくぜ。窓から飛び降りて逃にげる！




　まるで散歩に出るが如ごとく自然な動作で、大悟は列車の外へと身を躍おどらせた。

　兵士たちにできたのは、ただ呆ぼう然ぜんと見送ることだけであった……。




・結果　→　〝風〟の書板を入手！






スペイン内戦　一九三六年、共和制スペインの支配政党・人民戦線（社会主義勢力）に対し、軍部のフランコ将軍が反乱を起こしたことに端を発する一連の内戦。富裕層やカトリック勢力、ナチスドイツやイタリアからの支援を受けたフランコ将軍が圧倒的有利の裡に勝利を収めた。

トループ　集団で一個のキャラクターとしてみなされる存在。いわゆる〝雑魚の群れ〟。

《電光石火》　ハヌマーンのエフェクト。まさに電光石火の動きにより【肉体】【感覚】を用いた判定のクリティカル値を低下させるが、代償としてダメージを受けてしまう。










◆Middle 06◆至し聖せいなる都みやこ


Scene Player ──── クリス






　世界最小の独立国家・ヴァチカン市国。

　一九二九年に独立を承しよう認にんされたばかりの新しん興こう国こくだが、その歴史は極めて古い。

　この〝カトリックの総そう本ほん山ざん〟たる地に、クリスは観光客を装って潜入していた……。




ＧＭ：それではヴァチカンに向かったクリスの番だ。

クリス：憧あこがれの場所のひとつなんで、素す直なおに感動しています。ああ、ここがヴァチカン……神の代理人のおわす場所……。

ＧＭ：うむ、感動しているトコ申し訳わけないのだが……（意い地じ悪わるそうな笑み）。実はイタリア政府には脱だつ走そうした超人兵士の手て配はい書しよが回っているという設せつ定ていなのだな、これが。

クリス：げあっ！

フィン：実は、クリス姉ちゃんが行っちゃいけない場所だった？

ＧＭ：ドイツ本国ほどじゃないけどね。というわけで、〈隠密〉判定してね。失敗すると、イタリア憲兵隊カラビニエリに追われる破は目めになる。

ギヨーム：（いきなり憲けん兵ぺいＡ）「パスタパスタ！」

フィン：（いきなり憲兵Ｂ）「ペスカトーレボンゴーレ！」

ＧＭ：（いきなり憲兵Ｃ）「ボナセーラボナセーラ！」……ま、そんな感じで襲おそってくる。

クリス：ぶほっ！（爆笑）

大悟：出たか適てき当とう外がい国こく語ご（笑）。一巻のドイツ、フランスに続いて、今度はイタリアか。

フィン：ああっ、小太刀君がまた俺らのせいで笑って動けなくなっちゃってる。

クリス：（腹を抱えながら）いえ、あの……ふぅ。はい、おさまりました（笑）。

ＧＭ：毎度すまんね（笑）。そんじゃ改めて判定をどうぞ。憲けん兵ぺい隊たいは〈知覚〉で判定。

クリス：……失敗すると戦闘でしたっけ？

ＧＭ：戦闘は発生しない。ただ、以後の行動の目標値が格かく段だんに上昇するよ。

クリス：仕方ない、ここは《天性のひらめき》を組み合わせる。……よし、達成値22！

ＧＭ：うわっ、それは看かん破ぱできないわ。君は無ぶ事じにイタリア国内を抜け、ヴァチカン市国へと潜入することができた。

クリス：フランス人観光客になりすましたということにしましょう。

ＧＭ：では問題なくサン＝ピエトロ寺院に到着。天命の書板は、この建物の奥にある特別書庫に保管されていると言う話だ。もちろん、警けい戒かいは厳げん重じゆう。

クリス：ふむ。どうすれば書板が手に入れられますかね？

ＧＭ：その一「〈隠密〉で忍び込む」、その二「〈交渉〉で貸し出し許可を得る」、その三「正面から殴り込んで強ごう奪だつ」の三つが考えられるが。

クリス：その三は問もん答どう無む用ようで却きやつ下かです。こんな神聖な場所に喧けん嘩かを売るなんて、正しよう気きの沙さ汰たじゃありません（笑）。

大悟：すると、〈隠密〉か〈交渉〉だな……。

ＧＭ：ちなみに、〈隠密〉でバレたりして騒動を起こすと、精せい強きようで知られるスイス人傭兵を敵に回すことになる。

クリス：一番穏便なのは〈交渉〉ですね……。よし、〈交渉〉します。

ＧＭ：（シナリオメモを読む）うむ、その手段は〈隠密〉に比べてリスクが低い代わりに、ちょいと判定が難しいのだ。なんと目標値25！

クリス：高っ！【社会】は２だから、《天性のひらめき》を使ってもキツい……。

ＧＭ：どうする？　別の手段でいく？

クリス：う～ん……。（しばし考え）あの、ＧＭ。ひとつ相談が。

ＧＭ：なんざんしょ。

クリス：〈情報：社しや交こう界かい〉で、こういう方面に顔の利く人に仲立ちをお願いすることはできませんかね？　紹しよう介かい状じようを書いていただくとか。

ＧＭ：……お尋たずね者の君が紹介状？

クリス：もちろん、巧妙なデッチ上げで騙だまくらかします（笑）。

ＧＭ：ふむふむ……うん、それは面白いな。いいよ、認めよう。

クリス：よかった！

ＧＭ：ただ、それだけで許可が出るのは簡単すぎるんで、こうしよう。〈情報：社交界〉判定をして、達成値の十の位-1個のダイスボーナスを〈交渉〉判定に加えるものとする。

クリス：……下手をするとペナルティにしかならないわけですね。

ＧＭ：そんくらいが妥当でしょ。

クリス：了解しました。ではまず《生き字引》で〈情報：社交界〉の判定をします。えいっ……一回クリティカル……二回クリティカル……達成値33！

ＧＭ：やるなぁ。それじゃ、十の位-1で、ダイスボーナス２個。

クリス：侵しん蝕しよく率りつボーナスと合わせてダイスは５個、クリティカル値は８！（念じながら）とりゃっ！

一同：…………。

クリス：……やった、達成値28！

一同：おおおーっ！（拍手）

ＧＭ：お見事!!　口八丁手八丁でヴァチカンの信頼を得たクリスに書板入りの革かわトランクが渡される。トランクの表面は、真っ白に凍こおりついている。

クリス：凍りついている？　書板の影響かしら……。一応、開けて確認しておきましょう。

ＧＭ：その中には───




　トランクの中から冷気が噴出した。

　その冷気に包まれるようにして眠るのは、楔形文字が刻まれた一枚の石板。

　これこそが〝氷〟を司る天命の書板である。

　クリスはひとつ頷いてトランクを閉め、ヴァチカンを後にするのだった。




・結果　→　〝氷〟の書板を入手！






イタリア政府には～　当時のイタリアはファシスト政権下にあり、親ナチスの姿勢をとっていた。

イタリア憲兵隊　イタリアが誇る国家憲兵。警察的な役割はもとより、軍事的な活動も行っている。

ペスカトーレ　漁師風スパゲティ。トマトと魚介類のハーモニーが美味。

ボンゴレ　アサリやハマグリ等の二枚貝を用いたパスタ。

ボナセーラ　イタリア語で〝こんにちは〟の意。昼過ぎから夕方くらいにかけて用いられる。

《天性のひらめき》　ノイマンのエフェクト。様々な判定のクリティカル値を下げることができる。

スイス人傭兵　歴史的な経緯により、ヴァチカンはスイス人の衛兵によって警備されている。

《生き字引》　ノイマンのエフェクト。情報収集を効率的に行うことができる。










◆Middle 07◆パリを濡ぬらす瞳ひとみ


Scene Player ──── ギヨーム






　フランス。

　蒸むし暑い熱帯夜のパリに、闇やみから闇へ滑すべるように移い動どうする影かげがあった。

　言わずと知れた怪かい盗とう紳しん士しギヨーム・ド・ノートルダムである。

　国立自然史博物館を目指す彼の脳のう裡りには、先さき程ほどから〝嫌いやな予感〟がチラついていた。




ＧＭ：さて、最後にパリに向かったギヨームだ。……そうそう、ここでナチスの行動を明らかにしようかね。

ギヨーム：おい、まさか……。

ＧＭ：そのまさかだーっ！（ナチスのコマをパリに置く）

ギヨーム：ダンディーッ！（笑）

フィン：なんか縁えんがあるねぇ、ギヨーム。

ＧＭ：はい、それではナチスの捜そう索さく部隊との特別イベントが発生します。

ギヨーム：（構えを取りながら）よし、来なさい（笑）。

ＧＭ：深夜、国立自然史博物館へ向かった君は、裏口付近に不ふ審しんな車が停まっていることに気付く。そして、裏口からアタッシェケースのような物を抱えて出てくる数人の男たち。

ギヨーム：……物もの陰かげに隠かくれて観察しよう。

ＧＭ：彼らは口々に「〝水〟の書板を手に入れました」「はやく車に積み込め」などと言葉を交かわしている。いずれもドイツ語だ。

ギヨーム：（凜り々りしい声で）そこまでだ。こパこリは私の庭だ。諸しよ君くんらのような俗ぞく物ぶつに荒あらされたくはないものだな。

ＧＭ：その声に侵入者たちは一いつ斉せいに振ふり返る。「誰だれだっ！」

ギヨーム：周囲に、炎ほのおに包まれたカードを乱らん舞ぶさせながら姿すがたを見せよう。私はギヨーム・ド・ノートルダム。ご存ぞん知じかな、ナチス諸君？

ＧＭ：では、彼らが乗り込もうとしていた車のドアが開き、優ゆう雅がな声が響ひびき渡わたる。「あーら、奇き遇ぐうねぇ泥棒さん。またあたしに会いたくなっちゃったのかしらン？」

一同：出たーっ！

ギヨーム：（情なさけない声で）ヒ、ヒィィッ！（爆ばく笑しよう）ダダダッ、ダンディ、貴き様さまか！

ＧＭ：車から出たクレオパトラ・ダンディは腰こしを振り振り歩いてくる。「知ってる？　あたしのヒールは片かた方ほうが短いの。だから、歩いていると自然と腰がセクシーにうねるのよン」

ギヨーム：それはモンローウォークのパクリだ（笑）。

ＧＭ：失礼な！　マリリン・モンローはまだデビューしとらん！　だから今は、ダンディウォークというのだっ!!（爆笑）

ギヨーム：な、なんてアホらしい奴やつ！

フィン：ギヨーム、変へん態たいにかまってちゃダメだよ！（笑）

ギヨーム：そうだ！（腰が引けてるような口調で）しょ、書板を返せー（笑）。

ＧＭ：「嫌いやよ、これはあたしたちの物！」……というわけで、ナチスの車にエンゲージして目標値12の〈精密作業〉に成功すると、兵士から書板を奪うばえるよ。

ギヨーム：目標値12？　うう～ん、キツいな。

ＧＭ：なお、２ラウンド以内に成功しないと車は走って退たい場じようする。こうなると失敗ね。

ギヨーム：むむぅ。

ＧＭ：さらに妨ぼう害がい役としてダンディがこの場に残る。毎ラウンド、君に全力で攻撃を仕掛けてくるよ。書板を積んだ車からも機き銃じゆう掃そう射しやが行われる。

ギヨーム：それは……まずいな。死にはしないだろうが……防ぼう御ぎよ行動だけで侵食率が上がりすぎる。〈精密作業〉判定も成功するかどうか不安だ。

一同：…………。

大悟：ここは退ひくのも手じゃないか？　こんなところで消しよう耗もうするのもマズいだろ。

フィン：そうだね。たったひとりでこの状況は……。

ギヨーム：（考え込む）すまないが、ここは逃げさせて貰おう。ＧＭ、逃げられそう？

ＧＭ：何もせず、いきなり逃げ出すなら無条件で退場できるよ。

ギヨーム：じゃあ、それで。その書板、ひとまず預けておくぞ！　はっはっはー！（笑）

ＧＭ：負けたのに勝ち誇ってるような（笑）。ともあれ、ここはナチスの勝利と。

ギヨーム：むむむ、無念。

ＧＭ：さて。ギヨームの退たい場じよう際ぎわにちょっとしたイベントが発生する。

一同：お？

ＧＭ：逃げ出したギヨームの背に、ダンディが叫ぶ。「お待ちなさい！　そう簡単に逃がすわけにはいかなくってよ！」

ギヨーム：それを聞いてさらにダッシュする（笑）。

ＧＭ：「さぁ、男女問わず魅了する、あたしの瞳に溺おぼれるのよっ！」ダンディが叫ぶと同時に、彼の額にめきょめきょと音を立てつつ妖よう艶えんな〝瞳ひとみ〟が出現する！

フィン：魔ま眼がん……バロール!?

ＧＭ：ダンディが精神を集中するにつれ〝瞳〟の周囲には電光が走り……。

大悟：電光だぁ？

ＧＭ：そして、逃げ去るギヨーム目め掛がけて稲いな妻ずまが襲い掛かる！「くらえっ！　あたしの瞳は百万ボルトォォォォッ！」

一同：アホか────っっっ[image: ]（爆笑）

ＧＭ：だが狙いは大きく逸それ、電光はギヨームの足元の地面を焼き、大穴を穿うがつ！

クリス：強烈ね……。ブラックドッグ／バロールか。

ＧＭ：ちなみに、電撃の余よ波ははパリの人々の心をもキュンキュン痺しびれさせてゆく。ギヨームの周囲では、老ろう若にやく男なん女によを問わず「ダンディ……」と瞳を潤うるませ頰を染めていく（爆笑）。

ギヨーム：こ、これはっ！　私の胸にも不思議な高鳴りが……！

ＧＭ：「どぉ、ＤＯＫＩドキ☆ＤＯＫＩドキした？」

ギヨーム：って、ンなわけあるかーっ！（笑）




　ダンディの美と魔眼の前に、這ほう々ほうの体ていで逃げ出すギヨームであった。

　天命の書板、奪取失敗！




・結果　→　〝水〟の書板はナチスの手に渡る！






マリリン・モンロー（一九二六年～一九六二年）　〝アメリカのセックスシンボル〟と呼ばれた映画女優。彼女が履く靴のヒールは片方が短くなっており、歩く際にセクシーな腰のうねりを見せた。

バロール　シンドロームのひとつ。〝魔眼〟と呼ばれる球体を形成し、それを核として重力を操る。

ブラックドッグ　シンドロームのひとつ。電気を自在に操る。










◆Middle 08◆まだ見ぬ影かげ


Master Scene






ＧＭ：では、ここでマスターシーンが挿入される。

一同：お？

ＧＭ：ナチス側の最初の行動が終わったんでね。……どことも知れぬ暗い場所で、クレオパトラ・ダンディが通信機に向かって話している。




「報ほう告こくします。〝水〟の書板は首しゆ尾びよく入手いたしましたわ」

　ただの無む機き質しつな報告も、この男にかかれば誘ゆう惑わくの囁ささやきの如ごとく甘あまやかに響ひびく。事実、彼の待機する歴せん戦れきのＳＳ兵士たちの頰は、まるで初う心ぶな少年のように紅こう潮ちようしている。

「ええ、奴らも書板を回収する気のようですわね。保険はかけておくべきだと思いますわン。

それから、〝棺ひつぎ〟の輸送はルーデル少尉に───」




大悟：上官への報告か。

フィン：〝棺〟ってなんだろ？

ＧＭ：それについては、ここでは詳しく述べない。




　ダンディの報告に対し、通信機の向こうから、無垢な少年のように優しげな声が応じる。

「わかった。こちらではグロースノーティルスと……それからグングニルの準備も進めておこう。安心してことにあたってくれ、クレオパトラ・ダンディ」

「承知いたしましたわン、特とく務む少しよう佐さ」




フィン：なんかヤバそうな単語がでてきたー。グロースノーティルスとグングニルか。

クリス：名前からして超兵器っぽいわね（笑）。

ＧＭ：そして最後に、ダンディと〝特務少佐〟とよばれた人物の声が同時に「ハイル・ヒトラー」と唱和したところで通信は途切れる。

一同：…………。

大悟：特務少佐って、初めて出てきたよな？

フィン：ダンディの更に上を行く変態が背後にいると考えていいわけだね。

ＧＭ：おい、別に上官までダンディなわけではないぞ（笑）。ともあれ、マスターシーンはこれで終了だ。




★第２ターン：次なる探たん索さくへ！

ＧＭ：そんじゃ第１ターンが終わったところで、第２ターンに向けての相談をしよう。

一同：はーい。

クリス：そういえば、時間はどんくらい経たってるんでしょう？

ＧＭ：んー……行動開始からなんだかんだで一週間ほどが経けい過かしてるかな。

大悟：天命の書板は、こっちが〝風〟と〝氷〟の二枚で……。

フィン：ナチスがパリで三枚目入手、と。

ギヨーム：うう、みんなすまん。

大悟：仕方ないさ。能力的な相あい性しようが悪かった。

フィン：つか、あんなのに出会ったら誰だって逃にげる（笑）。

ギヨーム：とりあえずみんな、奴やつの目には気をつけろ。物理的に（笑）。

クリス：精神的な攻撃をしてくるとばかり思い込こんでたけど……まさか目から電撃とは。

ＧＭ：（嬉うれしそうに）意い表ひようをつくよう心がけてみました。

フィン：意表つきすぎだ（笑）。

ＧＭ：さて、残るはロンドンと地中海、そしてベルリンの三枚だが……。

一同：うーん……。

ギヨーム：もしベルリンに行くとしても、後回しだな。ナチスの手に落ちていない書板からさっさと回かい収しゆうしておくべきだろう。

フィン：そうだねー。

クリス：……ここは二手に分かれませんか？　ロンドンと地中海に、それぞれふたりずつ。

大悟：ああ、それがいいだろうな。

フィン：ロンドンは僕が行くよ。顔が利きくし。

ギヨーム：ふむ。地中海の遺い跡せき探たん索さくは罠わながあるという話だったな。

大悟：面おも白しろそうだ。俺おれはその遺跡とやらに行ってみたいぞ（笑）。

フィン：じゃあ大悟兄ちゃんは地中海行き決定と。

ＧＭ：ちなみにファティマは、遺跡があるという話を聞くと地中海に行きたがる。もちろん、「これは個こ人じん的てきな好こう奇き心しんなので最終的な決定は君たちに任まかせる」と付け加えるけど。

大悟：おいおい、大だい丈じよう夫ぶかぁ？

ギヨーム：いいんじゃないか？　遺跡に強い人間がいると心強いだろう。

大悟：……そうか。ま、何かあったら俺が守ればいいことだしな。

ギヨーム：一応、カバーリング要員として私は大悟たちに同行しよう。

クリス：それじゃわたしはフィンと一いつ緒しよにロンドン行きね。

フィン：そうそう、みんなに応急手当キットを配っとくよ。

ＧＭ：ん、了解。……それじゃっ次のターンは全員が書板ゲットに向かうと。〝ナチスの行動計画〟については調べなくていいかな？

フィン：それまで調べてると後ご手て後ご手てに回っちゃいそうだし、いいよ。

ＧＭ：おーし、それじゃ第２ターンの開始だ！
















◆Middle 09◆倫敦ロンドン逃とう避ひ行こう


Scene Player ──── フィン






　ビッグ・ベンがロンドンに夜の訪おとずれを告つげる頃。

　フィンはクリスを伴ともない、大英博はく物ぶつ館かんへとやって来た。




ＧＭ：それではイギリス。シーンプレイヤーは、やはり地じ元もとの人間ということでフィン。

フィン：はーい。なんか、久ひさしぶりの故こ郷きようって気がする。

クリス：フィンにくっついて行くわ。ここが〝霧の都〟ロンドンなのねーとか、例によって物もの珍めずらしくきょろきょろしてます（笑）。

ＧＭ：時じ刻こくは夜ね。君たちが向かった大英博物館では、情じよう報ほう部員が待機している。情報部員の方は、ナチスに所しよ属ぞくしていたクリスのことを微び妙みような目で見たりするが。

フィン：その人に注意しておこう。……報告書は出したでしょ。この人は信しん頼らいできるのっ。

ＧＭ：フィンの言うことはもっともなので、謝しや罪ざいする。「これは失礼いたしました」

クリス：いいえ、気にしてませんわ。むしろ、わたしのような者の入国を許きよ可かしてくださって感謝します。

ＧＭ：さて、早さつ速そくだが情報部員は君たちに頑がん丈じようなトランクを手て渡わたしてくる。中には〝雷いかずち〟の書板がしっかりと納おさめられているわけだが。

フィン：おや、いきなり入手成功？　嫌いやな予感。

クリス：……まさか。

ＧＭ：そのまさかだーっ！　ダンディ、パリの次はロンドンに出現！

フィン＆クリス：ギャーッ！

ＧＭ：情報部員が君たちを車に乗せ、発車しようとしたとき。上の方から「お待ちなさい！」と声が響ひびく。

フィン：ううう……見たくないけど、反はん射しや的にそっちを見る（笑）。

ＧＭ：近くの建物の屋上に、豪ごう奢しやな毛皮のショールを巻まいた長身の美形が立っている。月光を浴びるその姿すがたは、いっそ神こう々ごうしいダンディさを醸かもしだしている（笑）。

一同：おおおーっ!!（なぜか拍手）

フィン：来た！　来やがったーっ!!（笑）

クリス：気をつけてフィン、あれがクレオパトラ・ダンディよ！

フィン：見た瞬しゆん間かん理り解かいした！　つか、なんでナチスがロンドンに侵しん入にゆうしてるの！

クリス：（平然とした顔で）それが超ちよう人じん兵士というものよ。

フィン：理由になってねーっ!!（笑）

ＧＭ：なお、ダンディの放つ高こう貴きでエレガントな《ワーディング》により、運転手を務つとめるはずだった情報部員は無力化する。（うっとりとした口調で）「ダ、ダンディ……」（笑）

フィン：おい、ちょっと情報部員!?

ＧＭ：「さぁ、おとなしく書板を渡しなさいっ！」叫さけぶと同時に、額ひたいに魔ま眼がんが開き、電光が走る。その光はアスファルトをバリバリと砕くだきながら君たちに迫せまる！

クリス：これは……戦せん闘とう開始かしら？

ＧＭ：いいや。今回は、「ダンディの追つい撃げきから逃のがれる」ことが目的。こっちが〈運動〉で追いかけるから、そちらは〈運転〉で対たい抗こう判はん定てい。

フィン：一発勝負？

ＧＭ：三本勝負で二本先取した方が勝ち。勝てば逃げ切り、負けたら書板を奪うばわれる。

フィン：（自分とクリスのデータを見み比くらべる）技ぎ能のうもあるし、僕が運転しようか？

クリス：それでいきましょう。わたしは《戦せん術じゆつ》で援えん護ごするわ。

フィン：ねぇＧＭ、その判定に《鋼の馬》って使っていいかな？　《ＭＡＸボルテージ》も合わせて、クリティカル値を下げたいんだ。

ＧＭ：んんー、本来は攻撃に使うエフェクトだが……別に回避に使おうとしてるわけじゃないもんな。

フィン：そうそう。電磁加速して、一気にブッ飛ばすみたいな演出で。

ＧＭ：……ふむ。まぁいいとしよう。

フィン：サンキュー。では、僕がハンドルを握にぎると同時に、トランクからニョキニョキとアームが伸のびてアクセルとブレーキを摑つかみます。

ＧＭ：「逃・が・さ・な・い・わ・よーっ!!」ダンディは跳ちよう躍やくし、道路に降り立った。

フィン：すぐにアクセル全開で逃げる！

ＧＭ：急発進した車を、ダンディは走って追いかける！

クリス：生なま身みの足でっ!?

ＧＭ：（平然と）もちろん。「超人兵士をぉぉぉっ、なぁぁめぇぇぇるなァァァッ！」
















フィン：無茶苦茶だ！　無茶苦茶だーっ！（笑）

大悟：こんな光景を見て、ロンドン市民は大おお騒さわぎだろうなぁ。

ギヨーム：（いきなり市民たち）「なんだあのダンディは？」「見て、なんてダンディなの！」「あのダンディを追いかけて！」「あのダンディですね？」（爆笑）

クリス：すごい、ロンドン市民が次々と魅み了りようされていく……。

フィン：そんな能力持ってないだろーっ！

ＧＭ：いやいや、これが彼の《ワーディング》（笑）。「英国臣しん民みんもあたしの美しさを讃たたえている！　ああ、愛に包まれているわぁー!!」

フィン：愛じゃねーっ！（笑）

クリス：一いち応おう、演えん出しゆつで彼に銃を撃うってみますが……。

ＧＭ：彼を取り巻く電光に弾はじかれる！「愛の前に銃じゆう弾だんなど無力ぅぅぅぅぅっ!!」

クリス：弾はじいたっ!?　バカなっ！（笑）

ギヨーム：（嬉うれしそうな顔で）すごい、このシーンはすごい！　なんだこのカオスっぷり。

ＧＭ：さて、お楽しみいただいたところで最初の判定をしようか。

クリス：それでは車体後部の窓まどを破やぶって、そこからライフルの銃じゆう身しんを出します。弾をバラ撒まいてダンディの動きを妨ぼう害がいするって演えん出しゆつで、フィンに《戦せん術じゆつ》を。ダイスが１個増えるわ。

ＧＭ：ではまずダンディから。（ダイスを振る）〈運動〉の達成値は26！「ケェーッ！」と怪け鳥ちよう音おんをあげると同時にダンディの速度が上がり、君たちの車との間ま合あいが詰まる！

フィン：うっわ、いきなり高い！　誰だれか助けてーっ！

ＧＭ：その声を聞きつけ、多数の英国情報部員たちが救きゆう援えんに駆かけつける。彼らはダンディの行く手を阻はばむかのように立ちはだかるのだが……（ちらりと大悟たちの方を見る）。

大悟：（いきなりダンディ）「美しくない者は道を譲ゆずれーっ！」

ギヨーム：（いきなり情報部員）「ダ、ダンディ！　どうぞどうぞ！」

ＧＭ：……という具合に蹴け散ちらされていく（爆笑）。

フィン：役立たずーっ！

ＧＭ：さぁ、〈運転：車〉で判定しなさい。

フィン：こっちのダイスは７個。《鋼はがねの馬》と《ＭＡＸボルテージ》を組み合わせてクリティカル値８だ。とりゃっ！　……よし、凄すごくイイ！　達成値38ッ！

ＧＭ：「なるほどねぇ。やるじゃない！」少しダンディを引き離はなすことに成功した。続いて二回目の判定行こうか。ダンディの達成値は19！

フィン：（ダイスを振る）うわっ、18！　負けた!?

ギヨーム：あっ、通行人のお婆ばあさんが車の前に！（笑）

クリス：いけない！　フィン、避よけて！（笑）

フィン：どわぁぁぁっ！（ハンドルを切る仕草）

ＧＭ：お婆さんを避けるためにスピードがガクンと落ちた（笑）。これで一勝一敗だな。

フィン：……う～ん。ちょっと待って。

ＧＭ：どうした？

フィン：１差で負けたってことは……侵蝕値が……（なにやら計算している）……よし、決めた！　ＧＭ、ここはダンディにロイスを取得して即そく座ざにタイタス化する！

ＧＭ：（虚きよを衝つかれたように）なんとっ!?

フィン：そんで、タイタスを昇しよ華うか。達成値をＤ10上昇させるよ。（ダイスを振る）よし、３がでたんで達成値21。こっちの勝ち！

クリス：上手い！

フィン：次にまた判定したら《鋼の馬》と《ＭＡＸボルテージ》の組み合わせで侵蝕率が５上がるし、負ける可か能のう性せいだってあるからね。だったらここで確かく実じつに成功しておくよ。




　予期せぬ老ろう婦ふ人じんの出しゆつ現げんに、車体が大きく減げん速そくする！

　その隙すきを見逃さず、紫し電でんの速さでダンディが迫る！

　引き絞しぼられた右腕の先せん端たん五指は一点に束ねられ、あたかも鳥の嘴くちばしの如ごとき形を成している。武術における鳥ちよう嘴し拳けんの形である。

　その一撃は、車体後部を破壊すること必ひつ至し！

　だがその瞬間、フィンは「とっておき」の秘ひ策さくを放った!!




フィン：ボタンを押おすと車の下からジャンプ装そう置ちが出現。お婆さんを飛び越こえます（爆笑）。

ＧＭ：（見上げながら）「飛んだーっ！　奴やつは鳥かーっ!?」（笑）

フィン：ＭＩ６の備び品ひんには父さんのアイディアが盛もり込こまれてるのさ！（笑）

ＧＭ：なお、ダンディは腰こしを抜ぬかして倒たおれそうになっているお婆さんへ素早く走り寄る。彼女を優しく抱きとめ、そっと一言。「あら、大丈夫かしら美しいマダム」（爆笑）

クリス：紳しん士しだわ！（笑）

ＧＭ：「優しくなければダンディじゃないのよン♪」

フィン：ヤバい、カッコいいかもしんない（笑）。

ＧＭ：ともあれ、これでフィンたちはダンディの追つい撃げきを見事振り切ることができたよ。

クリス：……さぁフィン、早く空港へ向かいましょう。

フィン：つ、疲れた……（笑）。




　クレオパトラ・ダンディの追撃を振り切り、フィンたちはロンドンを後にした。

　アタッシェケースの中に眠る書板は、電撃の力を秘めた〝雷〟の書板であった。




・結果　→　〝雷〟の書板を入手！






霧の都　ロンドンの異称。産業革命当時、石炭の煤煙と霧が混ざったことによって生まれた黒い霧（＝スモッグ）が都市を覆ったことに由来する。さしてロマンチックな意味合いはない。

《戦術》　ノイマンのエフェクト。対象が判定で振るダイスを１個増やす。

《鋼の馬》　ブラックドッグのエフェクト。ヴィークルによる攻撃のダメージを上昇させる。

《ＭＡＸボルテージ》　ブラックドッグのエフェクト。クリティカル値を下げる。

父さん　フィンの父親は、『００７』シリーズで様々な発明品をジェームズ・ボンドに提供する〝Ｑ〟であるという設定だ。










◆Middle 10◆灼しやく熱ねつ神しん殿でん


Scene Player ──── 大悟






　八月の地中海。

　灼熱の太陽と海を渡わたる熱風に包まれながら、大悟たちは無人島の奥おく地ちへと進んでいた。

　生い茂しげる木々の向こうには、天命の書板があるという……。




ＧＭ：さて、一方その頃。大悟たちのシーン。向かった先は、地中海某ぼう所しよにある無人島。

大悟：神殿の遺跡とやらがあるんだっけか？

ギヨーム：罠わながいっぱいらしいぞ。

大悟：そいつぁ怖いが……楽しみだな。

ＧＭ：森に覆おおわれた島は、夏とはいえ異い様ようなまでに暑い。ファティマは不満ひとつ言わないが、額には大量の汗をかいている。

大悟：黙って水すい筒とうの口を開けて差し出そう。

ＧＭ：彼女は「礼を言う」と言って、一口だけ飲む。「……暑さには慣れているつもりだったが……真夏の森というのは、また砂漠とは別の辛つらさがあるのだな」

ギヨーム：むぅ……これはもしかして書板のせいかも。クリスのシーンで、〝氷〟の書板を入れたケースが凍りついてたし。

大悟：なるほど、ありえるな。だとすると〝炎〟あたりか。

ギヨーム：考えられるな。

ＧＭ：そんなこんなで進むうち、蔦つたや苔こけに覆われた古代ローマ風の建造物を発見する。

ギヨーム：ここか……。入り口を探そう。

ＧＭ：それらしき場所はあるのだけれど、倒とう壊かいした石せき柱ちゆうや倒とう木ぼくで塞がっている。

大悟：ここはひとつ、俺が持ち上げたいところだな。

ＧＭ：ならば〈運動〉で判定。目標値は15。

大悟：わりとキツいな。……失敗するとどうなる？

ＧＭ：時間を浪費する。あまり時間がかかるようだと、ナチスの捜索部隊が到着するかも。

大悟：なるほどね……。

ＧＭ：遺跡の様子を見たファティマは悔しそうに呟く。「仕方ない、ここは一旦出直して、作業用の機材と人員を調達しよう」

ギヨーム：では、天花寺に任せて置きたまえと声をかける。

ＧＭ：「何を言っている。人の力だけでどうにかなるわけないだろう」

大悟：《電光石火》を組み合わせて判定……よし、回った。達成値17で成功だ。




　大悟は、石柱を摑つかんだ腕に渾こん身しんの力を込めた。

　彼の筋肉が怒ど張ちようするにつれ、地面に根を生やしたかのような石柱が動き始める！




ＧＭ：大悟の怪かい力りきによって、障しよう害がい物ぶつは取り除かれた。土つち煙けむりが晴れると、遺跡内部への入り口が姿を現す！

ギヨーム：ファティマの肩を軽く叩こう。わかったかね？　あれが天花寺大悟という男だ。

ＧＭ：（呆然とした口調で）「すごい……」

大悟：これくらいなら朝飯前さ。……だが実は《電光石火》でダメージを受けた（笑）。

フィン：こういうときの応急手当キット。

大悟：おー、使う使う。（ダイスを振る）ＨＰ全快。んじゃ、中に入るとするか。

ＧＭ：内部は石造りの通路が続いている。足を踏み入れてすぐにわかるんだが、まるでそばで炎が燃え盛っているかのように暑い。

ギヨーム：これは……やはり〝炎〟の書板のせいなんだろうな。

ＧＭ：奥へ進むごとに暑さは増してゆく。意識も朦もう朧ろうとしてきた頃、君たちは遺跡の最深部へと辿たどりついた。広い部屋の中心部には台だい座ざがあり、その上に書板が鎮ちん座ざしている。

ギヨーム：おお！　駆け寄ろう。

ＧＭ：……なお、書板からは猛もう烈れつな勢いの炎が噴ふき上がり、石壁や天井を焦こががしている。

ギヨーム：やっぱり駆け寄らない（笑）。

大悟：しかし、こりゃどうするよ？

ＧＭ：この書板を手に入れるためには、書板の暴ぼう走そうを鎮しずめなくてはならない。使用する技能は〈ＲＣ〉。

大悟：〈ＲＣ〉！　〈ＲＣ〉、〈ＲＣ〉……（自分のデータを見る）ぐわ、よりにもよって【精神】能力値かよ。俺、１しかねぇぞ（笑）。

ギヨーム：それでは私の出番かな。〈ＲＣ〉判定は得意なのでね。

大悟：是ぜ非ひとも頼む。

ＧＭ：ではルールの説明をしよう。まず、目標値は12。技能レベルが４あるから、８以上が出れば成功だ。

ギヨーム：さして高くはないな。

ＧＭ：ただし、暑さで［目め眩まい］状態にあるものとして扱うので、判定のダイスに２個のペナルティを受ける。

ギヨーム：むっ。少しキツいか。

ＧＭ：何度でも挑戦できるが、失敗するたびに熱によってＤ10点の実じつダメージ。

大悟：それは全員？

ＧＭ：いいや、挑戦者のみ。

ギヨーム：ま、ともあれやってみよう。

ＧＭ：決まりましたか？　んじゃ、〈ＲＣ〉判定をどうぞ。

ギヨーム：侵しん蝕しよく率りつ修しゆう正せいとペナルティを加えてダイス３個。とりゃっ（ダイスを振る）……ぐお、出目が全部５以下！

ＧＭ：それじゃＤ10を振りまして……実ダメージ６点！　書板から放たれる炎が、ギヨームの肉体を容よう赦しやなく焦がす！

ギヨーム：うおおー、燃えるー、体がー！（笑）とりあえず書板から離れて、応急手当キットで傷を回復させておこう。

ＧＭ：さてさて……もう一回挑戦する？

ギヨーム：当然。次で失敗したら、タイタス昇華で切り抜けることも考えよう……おっと、９が出た！




　ギヨームは書板に手をかざし、もう一度精神を集中させた。

　炎を制せい御ぎよする魔術を用いるためである。

　彼の口から呪じゆ文もんが一いつ句く紡つむがれるごとに、書板の炎は勢いを弱めていく！




ＧＭ：ギヨームの魔術によって炎は止み、周囲の熱も急激に下がっていく。……しばらく待つと、書板の温度は手に持てる程度にまで低下したよ。

大悟：やったな！

ギヨーム：うむ！




　かくして、ギヨームは新たな書板を手に入れることに成功したのだった。

　その書板に記されている楔くさび形がた文も字じが示す意味は───〝炎〟。




・結果　→　〝炎〟の書板を入手！




★ターン進行終了

ＧＭ：欧州を飛び回り、君たちは見事〝雷〟〝風〟〝炎〟〝氷〟という四枚の書板を手に入れることに成功した。第２ターンはこれで終了となる。

フィン：（地図を確認しながら）……回れるところは全部回ったよね？

大悟：ああ。ベルリン以外はな。

クリス：（手元のメモを見る）ナチスが持っているのは、〝光〟と〝水〟と……名前は出ていませんが、〝災厄〟の三枚ですね。

ギヨーム：こうなってくると、次はお互いの書板の奪うばい合いになるわけか。

ＧＭ：さて、実はこの時点でイベントが発生し、ターン進行は終了する。

ギヨーム：おや？

ＧＭ：ナチス側に大きな動きがおこるんだよ。詳しくは次のマスターシーンで。






〈ＲＣ〉　レネゲイドウィルスをコントロールするための技能



















◆Middle 11◆動き出すモノたち


Master Scene






　───キール軍ぐん港こう。

　ドイツ海軍が有する重じゆう要よう拠きよ点てんのひとつである。

　そこに、城の如く巨大な艦かん船せんが停てい泊はくしていた。

　オウムガイノーテイルス……丈夫な殻からと無数の触しよく手しゆを持つ頭とう足そく類るいをデフォルメしたかのような形状。

　船体横には、巨大な鉤十字ハーケンクロイツが記されている。

　この船こそ、過日、フィン少年が遭そう遇ぐうした謎の潜水艦・グロースノーティルスである。




フィン：グロースノーティルスって名前だったんか。

ギヨーム：直訳すると〝偉大なノーティラス号〟？（笑）

ＧＭ：うむ。ナチスが用意した新兵器である。……さて、グロースノーティルスに、ＳＳの黒衣に身を包んだ士官が乗り込もうとしているわけだが……。




　グロースノーティルスに乗り込んでゆく軍人たち。

　その先頭に立つのは、柔和な顔立ちをした小柄な美少年。

　階かい級きゆう章しようは、彼が少佐であることを示している。




ＧＭ：ちなみにこいつは、先ほどのマスターシーンでダンディに命令を下していた奴です。

クリス：美少年ＳＳですか。……うん、いいですね（笑）。

ＧＭ：喜んでくれるか（笑）。

クリス：……ところで彼もオカマなんでしょうか？

ＧＭ：違うっ。




　少年に続くはサビーネ・ルーデル少しよう尉い。

　彼女の手には、ベルリンより持ち出した書板が納められたアタッシェケース。

　さらに、サビーネの後ろには台車に乗せて運ばれる巨大な鋼鉄の棺かん桶おけがひとつ。

　彼らが搭とう乗じようして程なく、グロースノーティルスはキール軍港を旅立つのであった……。




ＧＭ：というわけで、ベルリンに保管されていた書板は、いずこかへと運ばれた。

大悟：うーむ、連中、どこへ行く気だ？

フィン：あとさ、棺桶って、中身は何が入ってるのかな。

ギヨーム：意表をついて…………ヒトラー？（爆笑）

フィン：意表つきすぎ（笑）。

ＧＭ：ンなわけあるか。ま、これは後々のお楽しみということで。







◆Middle 12◆ 奴ら の行ゆく方え


Scene Player ──── クリス






　再び、モナコ。

　四枚の書板を回収し、再び合流したクリスたちの下に、ひとつの報しらせが舞まい込んできた。

　ベルリンにはもう、書板はないというのだ。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはクリス。全員、モナコのとあるホテルで再合流を果たしたところから始まる。

クリス：はい、了解です。

ＧＭ：時を同じくして、先ほどのマスターシーンで語った情報が、ベルリンに潜入している英国情報部員からフィン経由で君たちの下にもたらされた。

クリス：なるほど。……そしてこれからどうするか、ね。

大悟：書板を持ってトンズラされてる以上、追うしかないんじゃないか？

フィン：ねぇＧＭ、連中の目的地についての情報はないの？

ＧＭ：そこから先は、君たちの情報収集判定に委ねられる。〈情報：軍事〉で判定してくれ。高ければ高いほどいい。

フィン：とりあえず言いだしっぺの僕が振ろう。……達成値13。

ＧＭ：では、定てい時じ交こう信しんを行った際の潜水艦の座ざ標ひようだけは確認できた。

クリス：おお、それは大きいですね。

ＧＭ：まず、ドイツ国内の山さん岳がく地ち帯たいで、グロースノーティルス（以下Ｇノーティルス）と司令本部との交信が確認された。

一同：え？

フィン：今、山岳地帯って言った？

ＧＭ：言った。（地図を指差しながら）んで、それからしばらくして、また山岳地帯。次は隣りん国ごくポーランド領内の平へい野や部ぶ、そして……と、いずれも内陸部での交信が確認されている。

クリス：あの、それってまさか……。

ＧＭ：これは総合して常識的に考え、Ｇノーティルスは地中を潜せん航こうしていると考えるのが一番ありえるだろう。

一同：ありえねーよっ！（爆笑）

ギヨーム：ＧＭ、これってマジ？（笑）

ＧＭ：マジもマジ。大マジ。要するに、機体そのものがオーヴァード化してて、その能力で水中だろうが地中だろうが構わず進んでいくことができるのですよ。

ギヨーム：超ド級の超兵器だ……。

フィン：……エフェクトでいうと《砂すな潜もぐり》とか《縮しゆく地ち》とか、その辺かな。

ＧＭ：ちなみに定期的に浮上しているのは、排はい熱ねつと換かん気きのためと思われる。

大悟：細かいところで現実的だな（笑）。

ＧＭ：なお、今の達成値だとわかるのはここまで。目的地までは割り出せなかった。

フィン：むー、そっかー。

クリス：んんん～……。ＧＭ、彼らの移動経路から目的地を割り出す判定は行えますか？

ＧＭ：そうだなぁ……（地図を見ながら）〈追跡〉判定で目標値15。

クリス：それならいけるはず！《天性のひらめき》を組み合わせて達成値18！

一同：おおっ！

ＧＭ：ふむ。では、クリスの天才的な洞どう察さつ力りよくは、彼らが、アラビア半島へと向かっていると見抜く。このままでいけば、おそらくイラクの砂漠で排熱・換気のために浮上するだろう。

クリス：狙うとすれば、そのタイミングね。

ギヨーム：しかし……たった三枚しか書板を持ってないのに何するつもりだ？

フィン：う～ん……。

大悟：全部揃そろわないと役に立たないんだよな？　あれ、そんなことはないのか？

ギヨーム：私がクリスに救出されるシーンで書板を使っていたな。

フィン：うん、なんかすごい破壊光線を放ってた（笑）。

クリス：だから、単体でも彼らは効果を引き出せるみたいですね。

大悟：となると、奴らから書板を取り上げないと危険だな。

フィン：……あのさ。僕たちの書板は後回しにして、先に遺跡を押さえようとしてるんじゃないの？

ギヨーム：そうか。なるほど、それはありそうだな。

大悟：結論としては……追うしかないってことだな。

クリス：サン＝テグジュペリに連絡を取って、長距離移動できる飛行機を用意してもらえますか？

ＧＭ：ああ、それは問題ない。

大悟：よし、それじゃあ一刻も早くイラクの砂漠へ向かうぞ！

一同：おう！







◆Middle 13◆華か麗れいなる伏ふく兵へい


Scene Player ──── 大悟






　サン＝テグジュペリの操縦する輸送機に乗り、大悟たちは中東へと向かっている。

　ナチスによる妨害はないかのように思える。

　だが、彼らの身には着実に危険が迫っているのだった……。




ＧＭ：それではクライマックス前最後のシーン。シーンプレイヤーは大悟。他のみんなも全員登場。現在は飛行機の中だ。

大悟：座席に座すわって、窓まどの外の景色でも楽しんでいよう。自分が操縦していなくても、飛行機からの眺ながめは好きだからな。

ＧＭ：その様子を見たファティマは、やや呆あきれたような声を上げるね。「のんきなものだな。これからナチスと一戦交えようという緊張感が感じられん」

フィン：兄ちゃんに絡からんだんで、ちょっとファティマに絡み返そう（笑）。これが余よ裕ゆうって奴だよ。大悟兄ちゃんは、これまでにもナチの連中をビシバシ倒たおしてきたんだもんね。

ＧＭ：「戦士フエダイーンたるもの、いかなるときも油ゆ断だんは禁きん物もつだと思うがな」

大悟：俺おれからも反はん応のうしておくか。どんなに強い弓の弦つるだって、張りっ放しだと切れちまうもんだ。こういうときぐらい、体の力は抜ぬいとけよ。ほら、いい眺ながめだぜ。

クリス：……今、外の景け色しきはどのあたりですか？

ＧＭ：エーゲ海の島々が見える。このままトルコまで飛んで給きゆう油ゆを済すませ、イラクの砂漠地帯でナチスと会かい敵てきする予定。

大悟：ファティマ、君の祖そ国こくももうすぐだな。

ＧＭ：「祖国、か……」ファティマの口く調ちようは、さして感かん慨がい深くもなさそうだ。

大悟：お国に帰れるってのに、嬉うれしくないのかい？

ＧＭ：「今のあの国に帰ったところでな……。ただの傀かい儡らい国家だ」

大悟：ふむ。……けどよ、帰れる場所があるってのはいいもんだぜ。

ＧＭ：その言葉を聞いてファティマは怪け訝げんそうな表情になる。「君だって、帰ろうと思えば帰れるのだろう？」

大悟：俺の国には「故ふる郷さとは遠くにありて想うもの」って詩うたがあってな。……ま、俺が居いない方が、平へい穏おんに暮くらせる人間もいるってこった。

ＧＭ：では、ファティマはじっと大悟の目を見つめながら聞いてくる。「異い邦ほうの地で果はてても悔くいはないのか？」

大悟：……死ぬなら故郷の風景でも眺めながらってのが理想だけどよ。旅の空を見上げながらくたばるのも……それはそれで悪くないかもな。

ＧＭ：「……つくづく、ロレンスに言うことが似にている男だ」どことなく優やさしい表情になったファティマは、そのまま窓の外に目をやる。

クリス：なんだか、イイ感じのやりとりですね。

ＧＭ：さて、突とつ然ぜんだがここで《ワーディング》が発生する。人の心を魅み了りようするかのような、一種妖よう艶えんな雰ふん囲い気きが機体を包む！

一同：！

ギヨーム：この《ワーディング》はっ！

ＧＭ：当然ながら、耐たい性せいのない一いつ般ぱん人じんであるファティマは気を失ってしまう。その口からはうわごとのように「ダ、ダンディ……」という言葉が漏もれる。

クリス：ああっ、ファティマまでダンディパワーに！（笑）

ギヨーム：奴が来たかっ！

フィン：（ぎこちない口調で）……あの、サン＝テグジュペリはオーヴァードですか？

ＧＭ：（にこやかに笑いながら）「ああ……ダンディ……」と呟つぶやいている。

フィン：こいつだめだーっ！（爆笑）

ＧＭ：つーわけで彼は無む力りよく化かされてしまったんで、飛行機の運転ができなくなる。

ギヨーム：マ・ズ・イー！

大悟：任せろっ！　すぐさま操縦桿かんに飛びついて、体たい勢せいを立て直す!!

ＧＭ：では、すぐに機体は安定を取り戻もどす。さて《ワーディング》の主であろうダンディがどこに居るのかと捜す君たちは、機体後方に奇き妙みような飛行物体が迫ってくることに気づく。

フィン：（嫌いやな予感に顔をしかめつつ）飛行物体ぃぃぃ～？

クリス：まさかナチス名物〝空飛ぶ円えん盤ばん〟とか……？

ＧＭ：うんにゃ。超ちよう巨きよ大だいな砲ほう弾だん。

一同：はぁっ!?

ＧＭ：で、砲弾の上には誰かが立っている。

ギヨーム：…………は？

フィン：な、なにそれ？

大悟：はっはっは。そんなことがあるわけないじゃないか。俺は操縦中なんで前しか見えないから、まったく本気にしていない（笑）。

ギヨーム：……目をこすりながらもう一度確認する（笑）。

ＧＭ：超高速で飛ひ来らいする砲弾の上に雄お々おしく美しく屹きつ立りつするは、ナチスの英えい雄ゆうクレオパトラ・ダンディ！　ここで突然だがドイツ国内の様子がカットイン！




　ベルリン郊こう外がい某ぼう所しよ。

　途と方ほうもなく巨大な列れつ車しや砲ほうがそびえ立っている。

　三連軌条トリプル・トラツクの上に横たわる基き底てい部ぶは城じよう塞さいのように大きく、そこから伸びた砲ほう身しんは摩ま天てん楼ろうよりも高く長い。

　これこそナチスが生んだ驚異の超兵器・大だい陸りく間かん弾だん道どう列れつ車しや砲ほうグングニル。

　その射程は、海の向こうの新大陸すらも捉とらえるとされている。




ＧＭ：というわけで、規き格かく外の列車砲から放たれた砲弾を乗り物代わりに、クレオパトラ・ダンディが華か麗れいに登場！（爆笑）

一同：ゲェーッ！

クリス：（呆ぼう然ぜんと）馬ば鹿かな……ありえない！

ギヨーム：う、うおお……。

フィン：どうしたのギヨーム？

ギヨーム：ダンディー！　素す敵てきよーっ！（爆笑）

フィン：落ち着けーっ！　どうしたのっ？

ギヨーム：だって、すごいよアイツ？　ホントにありえないって！（笑）

フィン：喜んでどうするっ！（笑）

ＧＭ：そうこうするうちに、飛行機の屋根をブチ壊し、ダンディが侵入してきた!!

一同：げっ！

ＧＭ：ダンディは《時間凍結》を使用。「時よ止まれ！　世界よ、あたしの方が美しい」

フィン：その台詞、なんか間違ってる!!　……と言いかけたところで動きが止まる僕（笑）。

ＧＭ：これは、時間を止めてマイナー＆メジャーアクションを行うというエフェクトだ。

大悟：……マズいぞ。ファティマと王名表がガラ空きだ！　誰か阻そ止しできないかっ!?

一同：（キャラクターシートを見る）

クリス：誰もそんなエフェクトは持ってませんね……。

ＧＭ：「この」（腰こしをくねらす）「凍とう結けつ時間の」（クリスに微ほほ笑えむ）「中では」（悠ゆう然ぜんと歩く）「あたし以外は」（フィンに投げキッス）「動けないのよ」（ギヨームの頰ほおを撫なでる）……というわけで、マイナーアクションで機内を一周しつつ、ファティマとエンゲージ（爆笑）。

クリス：なんて無駄の多いマイナーアクションだろう（笑）。

ＧＭ：そしてメジャーアクションで、ファティマを抱かかえて飛行機から離り脱だつ!!

大悟：待ちやがれ！

ＧＭ：「縁えんがあったら、また会いましょうねン♪」直後、ダンディは砲弾の上に出現し、そのままブーンと飛び去っていく（爆笑）。

フィン：ちょっと待てーっ！

ＧＭ：待たない。この砲弾は音より速い。君たちの飛行機なんか楽勝で追い越しちゃう。

ギヨーム：音速！　ていうかファティマ死ぬんじゃね？（笑）

ＧＭ：ダンディが優しく守るから平気！　ちなみに方向転てん換かんは、適てき当とうな位置で、ダンディが砲弾を「アイーッ！」て横からキックして弾道を曲げることによって行う。

クリス：（うろたえたように）あ、足場は!?　そもそもキックなんかで曲がるんですか!?

ＧＭ：超人兵士だもの。できるさ。

クリス：……参りました（笑）。

大悟：あれがクレオパトラ・ダンディ。恐おそろしい男だな。何も手出しができなかった……。というわけで俺は彼に感服／敵てき愾がい心しんでロイスを結んでおこう。

ギヨーム：か、感服か……？（笑）

フィン：そっか、大悟兄ちゃんはここで初めて会ったんだ！

大悟：ああ。みんなの話ではイカレた奴やつを想そう像ぞうしていたが……なかなかどうして、単身乗り込こんでくるなんて勇ゆう敢かんな男じゃないか。敵ながら天あつ晴ぱれだ！

フィン：兄ちゃん、なんか誤ご解かいしてる（笑）。

クリス：……そうだ！　ＧＭ、ここで《インスピレーション》を使います！

ＧＭ：質しつ問もん内ない容ようは？

クリス：ダンディは、イラクの砂さ漠ばくで仲間と合流しますか？

ＧＭ：……ＹＥＳ！

クリス：（大きく頷うなずいて）確かく証しようが取れましたね。

大悟：よし、このまま砂漠へ向かおう！

一同：おう！




　敵の見事な襲しゆう撃げきに、哀れファティマは虜りよ囚しゆうの憂うき目め。

　されど快男児たちはへこたれぬ。

　おのれナチスめダンディめ！

　今から行くぞ待っていろ！

　闘とう志しに火をつけ空そら駆かけて、目指すは中東・アラブの地。

　決戦の地は……砂漠!!






故郷は遠くにありて想うもの　日本の抒情詩人・室生犀星（一八八九年～一九六二年）の詩。

ナチス名物〝空飛ぶ円盤〟　「ナチスがＵＦＯを作っていた！」というのは、しばしば囁かれる与太話である。

列車砲　線路上にて運用する大砲。その巨体から繰り出される巨大な砲弾は、数十～百㎞先まで届く。ただし、本文中に登場したような常軌を逸した規模の物は、さすがに実在しない……はず。

《時間凍結》　バロールのエフェクト。一瞬だけ時を停止させ、自分だけが行動する。

時よ止まれ　「時よ止まれ。世界よ、お前は美しい」は、ドイツの大文豪ゲーテが著した『ファウスト』に登場する有名な台詞である。














CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆熱ねつ砂さの追つい撃げき戦せん


Scene Player ─── 大悟






　黄たそ昏がれ時どきの砂漠に、大悟たち四人の姿があった。

　サン＝テグジュペリの飛行機から、落らつ下か傘さんを用いて降り立ったのだ。

　遙はるか前方には、グロースノーティルスの威い容よう。

　そして、完かん全ぜん武ぶ装そうの兵士たちが殺気をみなぎらせてやってくる。




[image: ]




ＧＭ：そんじゃクライマックスへ入ります。首しゆ尾びよくＧグロースノーティルスを発見し、砂漠に降り立った君たちめがけ、ナチスの兵士たちが殺さつ到とう中ちゆうだ。

大悟：へへぇ、いきなり殺やる気マンマンだな（笑）。

ＧＭ：君たちの前方20メートルにＳＳ兵士のトループが三体展開している。その30メートル後方には、砂漠を割って屹きつ立りつするＧグロースノーティルス。

大悟：ダンディやファティマの姿は見えるかい？

ＧＭ：Ｇノーティルスの甲かん板ぱんにダンディが立っているのが見える。その手には、君たちに示すかのように、ぐったりとしたファティマを抱えている。

クリス：ファティマは怪け我がしたりしてません？

ＧＭ：遠いんで判はん然ぜんとしないが、気を失ってるだけっぽいよ。

大悟：……いずれにせよ、さっさと助けにいかないとな。

ＧＭ：ここで、船外スピーカーから大だい音おん量りようでダンディの声が響いてくる。「あらあら、ここまで追いついて来ちゃったのね、ノットダンディな人たち！」

大悟：声を張り上げて応えよう。盗とられたモンを取り返しに来たぜ、ナチ公！

ＧＭ：「ふふふ。ここまで辿りつけるかしら？　楽しみにしてるわよ」

ギヨーム：見た目に惑まどわされるな、天花寺。あんなナリだが、ダンディの実力は本物だぞ。

大悟：わかっているさ。この距離でも、俺の〝眼〟には、あいつの〝色〟が見えている……ということにしたい（笑）。

ＧＭ：うむ。では大悟の額の〝眼〟には、ドギツい輝きを放つ黄金が映る。それがクレオパトラ・ダンディの色だ。

大悟：なるほどね。

ＧＭ：ちなみに敵はダンディ、トループ三体、そしてＧノーティルス！

フィン：あーっ、やっぱりＧノーティルスもキャラクターだったか！

クリス：つ、強そうね。

ＧＭ：甲板に立つダンディの所までは、巨大な船体を登っていかなければならない。よって、Ｇノーティルスからは10メートル離れた別個のエンゲージとして扱う。

クリス：……サビーネはいないんですか？

ＧＭ：いないね。シーンに登場していない。……さぁ、早速戦闘開始といこうか！




◆第１ラウンド

ＧＭ：さてセットアップだが、こちらは特にない。
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フィン：《ヴァイタルアップ》しないの？

ＧＭ：うん、しないよ。

クリス：何か仕掛けてきそうな気がするわね。

フィン：そうだね。超ちよう怪あやしい。

ＧＭ：こちらのイニシアティブは、ダンディとＧノーティルスが９、残りはトループなんで最後に行動する。ちなみにトループの装備はマシンガンと歩兵用プロテクター。

ギヨーム：むぅ、雑ざ魚ことはいえ手強そうだな。

クリス：最初はわたしね。ならば、ＨＰが低い今のうちにダンディをライフルで狙そ撃げきするわ。

ＧＭ：さぁ、かかってきなさい。

クリス：《ピンポイント・レーザー》＋《急所狙い》その他を組み合わせて、達成値37！

ＧＭ：こちらは達成値18といってド命中。

クリス：ダメージは４Ｄ10＋８で23点、装そう甲こう値ち無む視し！

ＧＭ：クリスの放ったライフル弾は、ダンディの肩口を貫く。「フンッ、この距離で当ててくるとはやってくれるじゃない！　けど、こんな豆まめ鉄でつ砲ぽう、効かないわよ！」

クリス：……やはり、かなりタフそうね。

フィン：次は僕だね。大悟兄ちゃんをダンディの所に向かわせるため、トループを一掃したいんだけど……。

ＧＭ：どうかしたの？

フィン：侵蝕率が95。攻撃すると[image: 100]になっちゃうんで、《リザレクト》一回分がもったいないような気がする。

ギヨーム：確かに、タイタスを使わずに一いち撃げき耐たえられるのはでかいな。

フィン：よし、待機しておこう！　兄ちゃんも待たい機きして様子を見て。

大悟：おうよ。

ＧＭ：大悟が待機すると……ダンディの番か。彼の額の第だい三さん眼がんが見開き、ダンディな魅力で空間を歪わい曲きよくさせてゆく。

フィン：魅力で空間が歪むのか！

ＧＭ：歪むんだ。《悪あく魔まの影かげ》＋《死しに神がみの瞳ひとみ》＋《因いん果が歪わい曲きよく》で攻撃。これを喰らってもダメージはないが、次に受ける攻撃に対してリアクションがとれず、さらに受けるダメージに＋２Ｄ10される。対象は君たち全員！

大悟：ちっ、うっとうしい攻撃だな。

ギヨーム：そりゃいかん。《氷ひよう壁へき》の構え！

ＧＭ：「さぁ、あたしの視線に溺おぼれなさい！」こちらの達成値は……低いな。20！

ギヨーム：（ダイスを振る）余よ裕ゆうで《氷壁》成功！　我々全員の眼がん前ぜんに魔ま術じゆつ結けつ界かいを張り、そのダンディな視線を弾く！

ＧＭ：（賞しよう賛さんするような声で）「なっ、あたしの視線をはねのけるなんて！」

ギヨーム：ふっふっふ。邪じや眼がん避よけなど魔術師にとっては基本中の基本！

クリス：相変わらず、こういうときギヨームは頼りになるわね。

ＧＭ：だがそこへ間髪入れずＧノーティルスの攻撃。砂漠を割って地面から無数の地ち底てい潜せん航こう型がた触しよく手しゆが伸び、君たちのいる地点を薙ぎ払う！

フィン：地底潜航型触手……。

大悟：一体どんな敵を想そう定ていして造られたのか見当もつかん（笑）。

ＧＭ：地中で敵国の地ち底てい戦せん艦かんなんかに遭そう遇ぐうした場合に最大の威い力りよくを発はつ揮きするのさ！

フィン：おまえらナチス以外に地底戦艦なんか造るアホがいるかっ！（笑）

ＧＭ：馬鹿め、備えあれば憂うれいなしという言葉を知らんのか！　……というわけで《ギガンティック・モード》＋《レインフォース》で範囲攻撃して、達成値32。白兵攻撃ね。

一同：命中～。

ギヨーム：天花寺を《砂の結界》でカバーリングしておこう。《リザレクト》できるので、防御力を上げるエフェクトは使わない。

ＧＭ：竜たつ巻まきのような勢いで太い触手が荒れ狂い、ダメージ50点！

クリス：倒れます……が、ダンディのタイタスを昇しよ華うかして復活。

フィン：僕は《リザレクト》。これでちょうど[image: 100]。待機しておいてよかった！

ギヨーム：私も《リザレクト》だ。……さぁフィン、天花寺の道を開けてやってくれ！

フィン：了解～。マイナーで接近して《ファイアスローワー》で焼き尽つくしちゃおう。

ＧＭ：おいおい。距離は20メートルもあるよ？

フィン：……あっ、届かない。足が遅おそいんだった！

ＧＭ：【肉体】１だと移動力が厳しいね。

フィン：ならばこいつだ！　トランクからシュポポーンと手しゆ榴りゆう弾だんを投とう擲てき（笑）。〈調達〉しといてよかったー。

大悟：次から次へと……人にん間げん武ぶ器き庫こか、この子供は（笑）。

フィン：《リニアキャノン》を使って撃ち出して……達成値は35！　超ちよ電うで磁んじ加か速そくした手榴弾をくらえっ！

ＧＭ：手榴弾はエンゲージ全体が対象だっけか……くっ、三体とも回避失敗。けど、まさか一撃で死ぬことはあるまい。

フィン：よっし、ダメージダイスも走った！　33点！　電撃大爆発！

ＧＭ：なにぃぃぃっ!?　一体あたり20人もいて、歩兵用プロテクターまで装そう着ちやくしたエリート兵が……いきなり全滅かよ！

フィン：ちょっとやりすぎちゃったかな、えへ♪（笑）

ギヨーム：何が「えへ♪」だ（笑）。

ＧＭ：フィンの爆弾により、トループたちはチュドーンと吹っ飛んでいった。

大悟：凄い破は壊かい劇げきを横目に、とりあえずダンディ目掛けて突っ込もう。マイナーアクションで《破壊の爪》を使いつつ、メジャーで全力移動。俺は50メートル進めるぞ。

ＧＭ：ではＧノーティルスにエンゲージしたところで行動終了だね。

フィン：《一閃》組み合わせれば、Ｇノーティルスに攻撃できますよ。

大悟：ん～……やめておこう。侵蝕率の問題があるから、Ｇノーティルスは無視しておく。

フィン：なるほど。




◆第２ラウンド

ＧＭ：さてさて新たなセットアップだが、まだ《ヴァイタルアップ》しないのだ。
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大悟：何を企んでるんだ……？

クリス：気になるのは確かだけど、迷いは捨てて先さき程ほどと同じ組み合わせで撃ちます。おお、なにやら出目が素晴らしい。達成値45！

ＧＭ：避けられない。

クリス：ダメージは37点、装甲無視！

ＧＭ：うむ、それには耐えられないので、ここで倒れる。

一同：おっ？

大悟：……いや、これで終わるような奴じゃない。

ＧＭ：そりゃ当然。ここで３レベルの《リザレクト》が起動する。ダンディの肉体が眩まばゆく輝き、ＨＰが回復。侵蝕率が[image: 120]を超えた！

フィン：つか、そいつ、わざわざ侵蝕率変化させてたんか。

ＧＭ：その通り！　しかもここでＤロイス〝戦せん闘とう用よう人じん格かく〟起動！

クリス：な、なんですって！

ＧＭ：「あたしのショールに血が！　総そう統とう閣かつ下かから拝はい領りようした大事なショールなのに……許せない！」……というわけで侵蝕率によるダイスボーナスが二倍になる。

ギヨーム：ほっほーう！　そういう戦術か。面白いな。

クリス：彼のヴリルパワーがとてつもなく高まっているわ！（笑）

フィン：一体どんな人格がでてくるんだ……？

ＧＭ：大悟の目の前で、ダンディはゆらりと立ち上がる。身にまとう闘気は、先ほどまでよりも強大になり……。

一同：…………。

ＧＭ：そして彼は口を開く。「とうとう目覚めさせちゃったわね……あたしの中の危険なケ・モ・ノ♪」

フィン：全然変わってねぇーっ！（爆笑）

ＧＭ：いや、変わっているよ。大悟の心眼には、ダンディの色が黄金から鮮せん血けつと薔ば薇らのような赤へと変化したことがわかる！

大悟：なるほどな……確かに！　俺の背筋を、冷たい汗がつつ……と伝う（笑）。こういう相手、嫌いじゃないぜ。

フィン：ともかく、次のラウンドで《ヴァイタルアップ》を使う前に倒しちゃおう！　マイナーアクションでエンゲージを離れ、《リニアキャノン》で手榴弾発射。達成値30。

ＧＭ：ダイスは圧あつ倒とう的てきに増えているが……むぅ、惜おしい所で避けられん。

フィン：う、出目が悪いなあ。26点。

ＧＭ：《電でん磁じ反はん応のう装そう甲こう》。20点軽減して、侵蝕率がまた上がった。鋼鉄の肉体は爆ばく風ふうをも退ける！「あたしの美と愛の前に、チンケな爆弾なんて無力よぉぉぉ！」

大悟：俺はＧノーティルスのエンゲージから離り脱だつして、ダンディとの間合いを詰める。……やっと会えたな、クレオパトラ・ダンディ。

ＧＭ：「来たわね？　天花寺大悟ちゃん。今のあたしは……ちょっぴり凶きよう暴ぼうよ」

大悟：不敵な微ほほ笑えみで応える。奇き遇ぐうだな。俺もあんたと早く死し合あいたくてたまらねぇのさ。

ＧＭ：「あぁら。嬉しいこと言ってくれるじゃない」

大悟：……ところでファティマは無事か？

ＧＭ：うん。手足を縛られた状態で、わざわざ流れ弾に当たらないよう遮しや蔽へい物ぶつの陰かげに転がされてる。《ワーディング》で意い識しき朦もう朧ろうとしているけど、外がい傷しようはまったくない。

大悟：婦人に手を上げぬとは、見上げた心こころ意い気きだな。

ＧＭ：「あたりまえじゃない。強くなければ生きていけないけど、優しくなければ生きる資し格かくがないのよ」

大悟：ニヤッと笑って構かまえを取ろう。

クリス：あのダンディとマトモに会話してる……。

大悟：そりゃそうさ。俺はコイツのことを評価しているからな。

一同：えええっー!?（笑）

大悟：（さも当然のように）だってそうだろう？　聞いた話だと、ロンドンやパリでも一般市民には被ひ害がいを出さなかったそうじゃないか。

フィン：確かに、転びそうなお婆さんを助けたりしてた（笑）。

大悟：……というわけで、こいつは拳こぶしを交まじえるに足る好こう敵てき手しゆなんだよ。

一同：おおおー（拍手）。

ＧＭ：うんうん、ＧＭとしてもっても嬉しい（笑）。……さて、それはともかくこちらの行動。まずはＧノーティルスがクリスとギヨームのエンゲージに攻撃～。達成値は36。

ギヨーム：エフェクトを使うと侵蝕率が[image: 100]を超えてしまうが、やむをえん。クリスを《砂の結界》でカバーリングしつつ、《氷盾》その他で受ける！　受け自体には軽く成功。

ＧＭ：ならばダメージは48点。痛いだろう。

ギヨーム：43点引いて、残りを二倍して10点ダメージ。よし、現在ＨＰ８で生きてる！

ＧＭ：硬かたーッ!?

クリス：まさに鉄てつ壁ぺきね。

ギヨーム：だが、次の一撃はさすがに防ぎきれないかもしれん。天花寺、手早く頼むぞ。

大悟：ああ。任せときな（グッと拳を握る）。

ＧＭ：お待たせしました、ダンディの行動です。

大悟：魔眼から雷バリバリーってか？

ＧＭ：いいや。本気になった以上、そんな小こ賢ざかしい技など使わない。己の肉体で勝負！（実際に体を動かし構えを取り始める）




　ダンディは逞たくましい両腕を顔の前で交こう差ささせ、構えを取った。

　それは、武ぶ術じゆつ史し上じよういかなる流派にも存在し得ない奇き怪かいな構えであった。

　その形を目にした瞬間、大悟の全身を戦せん慄りつが走った！

　鉤十字ハーケンクロイツである。

　ダンディの構えは鉤十字の形を描いていたのである。

　これぞナチス武ぶ俠きよう必ひつ勝しようの流りゆう派は！

　その名も───
















ＧＭ：「これぞヴリル発はつ勁けい！　東とう洋よう武ぶ術じゆつとナチズムを組み合わせた、まったく新しい最強の戦場格闘技ぃぃぃっ!!」

ギヨーム：アホかーっ！（爆笑）

大悟：むぅ……この構え……隙すきがない！（←さりげなくノッてる）

クリス：ヴリル発勁……そ、そろそろついていけなくなってきました（笑）。

ＧＭ：我ながらやりすぎてる気がしないでもない。……でも、このままいくぞ（笑）。

フィン：ていうかさ、ナチズムって格闘と関係ないでしょ。

ＧＭ：「ナチズムは思し想そう！　武術もまた思想！　あたしはさらに、エジプト王族の殺さつ人じん技ぎファラオ・パンクラチオンを組み合わせ、無む敵てきの流派を生み出したのよ！」

ギヨーム：エジプトの……って、だからクレオパトラって名乗ってたのか！

ＧＭ：「そうよ！　ただそれだけ！　あたしはただ、クレオパトラの美しさに憧あこがれた、ただの男だったのよォー！　……それはそうとこの秘密を知ったからには死ねっ！」（爆笑）

クリス：大悟。どうか彼に、正統な武術の力を見せつけてやって！

大悟：ふっ。ヴリル発勁エジプト派……どれほどのものか、見せてもらうぜ！

ＧＭ：ではゆくぞ！　まずはマイナーアクションでジェネシフト！　侵蝕率がガツンと上昇、ダイスボーナスも増大！




　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、クレオパトラ・ダンディの魔眼がより禍まが々まがしく見開かれてゆく！




ＧＭ：そしてメジャーアクションでは《バリアクラッカー》＋《漆しつ黒こくの拳こぶし》等々を組み合わせつつ、鍛きたえ抜かれた拳で攻撃！　達成値は58！

大悟：ぐわっ！　そいつは避けられんな。《復ふく讐しゆうの刃やいば》に《電光石火》を組み合わせて、カウンターを叩き込む！

ＧＭ：《バリアクラッカー》がついてるんで防御エフェクトに-2レベルです。

大悟：ちっ、クリティカル値が９にしかならないのか。……ダメだ、全然クリティカルしない。達成値12。……当たることは当たるんだよな？

ＧＭ：ええ。お互いダメージを出し合いましょう。




　ダンディの拳が電撃と共に大悟の胸を撃うつ！

　同時に、大悟の掌しよう底ていが必殺の気をダンディの腹に送り込む！

　刹せつ那なのズレもない、見事なまでのカウンター攻撃である。




ＧＭ：装甲値無視の39点ダメージ！　同時に［目め眩まい］＆［転てん倒とう］！

大悟：血を吐はいて膝ひざをつきつつ、20点のダメージ！

ＧＭ：それは《電磁反応装甲》で完全に弾く！　これで二回目の使用か。

大悟：俺はダンディのタイタスを昇華して復活だ。……なるほど、これがヴリル発勁。楽しくなってきたなぁと、顔面を血で朱あけに染めつつ笑う。

ＧＭ：ダンディも微笑みで応えよう。「まだ立ち上がってくれるというの？」

大悟：自分の技も見せずに眠っちまったら、あんたに申し訳ねぇからな。

ＧＭ：「素敵な心意気ね……。けれどあなたはあたしには勝てないわよ！」

大悟：へっ。随分と言ってくれるじゃないか。

ＧＭ：「なぜなら、あたしの力の源みなもとは総統閣下への愛！　愛は無敵！　愛は不ふ滅めつ！　すなわち愛は勝つ!!」

ギヨーム：す、すごい自信だ……勝てる気がしなくなってきた（笑）。

クリス：ギヨーム、予言書が見てるわよ。

ギヨーム：そ、そうだ！　ありがとう予言書、僕に勇気をくれて！（笑）では、勇気を振り絞って攻撃しよう。《焦熱の弾丸》＋《クロスバースト》で、巨大な火球を叩きつける！

ＧＭ：おお、ギヨームの攻撃魔術を見るのは久々だ。

ギヨーム：うむ、私も呪文を忘れかけていた（笑）。達成値は36だ。

ＧＭ：（ざららーっと大量のダイスを振る）達成値31、命中。

ギヨーム：魔術の炎がダンディを焼いて……32点ダメージ。

ＧＭ：三度目の《電磁反応装甲》！　それでも結構抜けてきたが……なんとか持ちこたえることができた。

ギヨーム：無む念ねん。倒せなかったか。

フィン：でも、《電磁反応装甲》を使わせまくることができたんでいいんじゃないかな。

ギヨーム：それもそうか。




◆第３ラウンド

ＧＭ：このラウンドのセットアップで遂ついに発はつ動どう《ヴァイタルアップ》！　ダンディのＨＰがギャオーッとあがる。




[image: ]




大悟：とうとう、本気の本気を出してきたかい。

クリス：《戦術》を使います。対象は、わたし以外の三人。みんな頑張って！　彼のヴリルパワーにも限界があるはずよ！

一同：おう！

クリス：わたしはいつもの組み合わせで射撃。……よし、達成値55！

ＧＭ：命中だ。

クリス：ダメージ42点、装甲値無視！




　クリスのライフルから放たれた弾丸は、ダンディの胸むな板いたを貫つらぬくかに見えた！

　しかし───




ＧＭ：「言った筈はずよ！　愛の前に銃弾は無力ッ！」最後の《電磁反応装甲》。侵蝕率上昇で、エフェクトレベルが上がってた。

クリス：（悔しそうに）くぅっ！

ギヨーム：し、しぶとい！

フィン：でも、これで《電磁反応装甲》はなくなったよね。よし、大悟兄ちゃん、いつもの援えん護ごをするよ！

大悟：おう、頼む！

フィン：《解かい放ほうの雷いかずち》。判定成功したんで、次の攻撃のクリティカル値に-1、ダメージに＋４Ｄ10！

大悟：ありがとうよ。……そして俺の番か。クレオパトラ・ダンディ。この一撃、受け取ってくれるかい？

ＧＭ：「望むところよ。けれど、あたしの愛を砕くだけはしない」

大悟：おまえが〝愛〟によって立つのなら……。ここで俺はファティマの顔をチラリと見る。

ＧＭ：ファティマは《ワーディング》により意識が朦もう朧ろうとしている。ほんの一瞬、君と目が合い……彼女はうわごとのようにロレンスの名を呟いた。

大悟：…………。

ＧＭ：幼い頃の想い出を夢に見ているのか、その口く調ちようはどこまでも優しく、あどけない。

大悟：（こくりと頷く）俺は、亡なき友ロレンスと交わした誓ちかいを拳に乗せよう。

ＧＭ：その言葉にダンディは壮そう絶ぜつな笑みを浮かべ、全力の構えを取る。君の攻撃が終わった瞬間を狙い、最大の攻撃を繰り出すつもりだろう。

大悟：さて……やるか！　まずマイナーアクションで［転倒］から回復。そして、ロレンスへのロイスをタイタスに変える。




　大悟は両目を閉じた。

　脳のう裡りに浮かぶは、夕陽の砂漠で誓い合った友の顔。

　その想いは、彼の全身を巡めぐる〝気〟を何十倍にも増幅してゆく。




大悟：タイタスを昇華し、判定のダイスを10個増やそう（ダイスを集める）。

ＧＭ：わかった。では、存分に参まいられい！（両手をぐわっと広げる）

大悟：メジャーアクションでは、いつもの組み合わせに《マシラのごとく》ものせる。




　額の第三の目が、ダンディのそれよりも遙はるかに雄々しく恐ろしく見開かれてゆく。

　猛もう烈れつな勢いきおいで全身のチャクラが回り、内なる獣けものが呼び覚まされてゆく。




大悟：行くぞっ！　よし、回って回って回って……達成値86！

クリス：よしっ、大きいっ！




　大悟は右手を大きく振りかぶり……ぶんと振り下ろした。

　その速さは人を超こえ、ダンディの魔眼でも捉とらえきれぬ領りよう域いきへ。

　その強さは鋼はがねを越こえ、ダンディの筋肉でも防ぎきれぬ領域へ。




ＧＭ：それしき、物の数ではないわぁっ！　ダンディが魔眼を見開くと同時に、彼の肉体を暗あん黒こくの雷らい光こうが包む！

一同：ええっ!?

ＧＭ：《球きゆう電でんの盾たて》＋《魔ま人じんの盾たて》で受け止めてやる！

フィン：まずい、ダメージ削けずられる!?

ＧＭ：この30個近いダイス数ならば、受けにだって成功するはず……ってゲェェェーッ！

フィン：（ダイス目を覗き込み）こいつ一個もクリティカルしてないぜーっ（爆笑）。

ＧＭ：まさか、そんなっ……！




　ダンディの魔眼が作り出した障しよう壁へきは、易やす々やすと斬きり裂さかれた。

　その事実を認にん識しきするよりも先に、彼の肉体を大悟の手が捉とらえる。




大悟：それじゃダメージ行くぜ。13Ｄ＋45で……[image: 129]点、装甲無視！

ＧＭ：ぐわぁぁぁっ！　[image: 129]!?（計算する）……それはさしものダンディも耐え切れない！




　炸さく裂れつ！　快かい男だん児じ必ひつ殺さつ拳けん!!

　肉にく食しよく獣じゆうの爪の如ごとき勢いで、大悟の右手はダンディの肉体を引き裂いた！

　千切れた動脈から鮮血が噴き出る様は、まるで薔ば薇らの花のようである。

　痛みと驚きよう愕がく、そして天花寺大悟への純じゆん粋すいな賞しよう賛さんが、ダンディの心を満たしてゆく。




ＧＭ：「フフフッ……なるほど、ただの一撃で……あたしを……打ち砕くとは……」ダンディは壮絶な笑みを浮かべると同時に、大量の血を吐いて倒れる。

大悟：……なんとか勝てたか。

ＧＭ：「天花寺、大悟……」

大悟：ああ。クレオパトラ・ダンディ。

ＧＭ：「あなたってスゴイわ……」彼の言葉には怒りや憎しみはなく、強敵への尊そん敬けいの念が満ちている。

大悟：…………。

ＧＭ：「あなたって、とってもダンディで……快・ダン男・ディ児……」

一同：げぇぇぇぇぇぇぇっ！（爆笑）

フィン：上う手まいこと言ったつもりかぁぁぁっ！

ＧＭ：（しれっとした顔で）さて、ダンディは倒れた。だがしかし……。




　突如、グロースノーティルスの甲板部分がふたつに割れた。

　エンジン音を響かせ、中から姿を現したのはドイツが誇ほこる輸ゆ送そう機きＪｕユンカース52。




ＧＭ：君たちの目の前で輸送機は轟ごう音おんと共に飛び去ってゆく。窓からはサビーネがダンディに向けて敬けい礼れいしている姿が見えた。

一同：…………。

ＧＭ：ダンディは満足そうに微ほほ笑えんでいる。「ふふふ、あたしはこれでいいの。役目は……果たしたわ。発はつ進しんまでの時間は稼ぎ……王名表は我々のもの……ふふ、ふ……」

フィン：あっちゃー……やられた。

大悟：わざわざファティマを甲板にまで連れてきたのは……囮おとりか。

ＧＭ：「そう、よ。彼女の救出は最さい優ゆう先せんする、と、信じてたの……。迷わず来てくれて……嬉しかった、わ。あなたたち全員、とっても……ダンディよ」

大悟：おまえこそ見事な俠おとこだ、クレオパトラ・ダンディ。

ＧＭ：「ふふ、敵に褒ほめられるというのも……不ふ思し議ぎな気分ね」最後にダンディが手元のスイッチを押すと、Ｇノーティルスがゆっくりと自じ沈ちんし始める。

大悟：できれば違う形で出会いたかったな。……おまえの名は忘れないぜ、強と敵もよ。

ＧＭ：その言葉を聞いたダンディは凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、ゆっくりと頷く。その口元からは一筋の血が流れ───




　かくてひとつの戦いは終わり、クレオパトラ・ダンディは逝いった。

　彼の名は、誇るべき強敵のひとりとして大悟の心に永ながく刻きざまれることだろう。




ギヨーム：敵ながら見事な散り際だったな。

クリス：そうね。ナチスとはいえ、尊敬できる人物だったわ……。

フィン：……でも、どうするの？　王名表は取られちゃったよ。

大悟：追うしかないさ。……と、その前に俺はさっさと脱出しないとな。ファティマを抱えて、Ｇノーティルスから離れよう。

ＧＭ：了解。脱出は特に問題なく可能だ。そして、君たちの目の前でＧノーティルスは崩ほう壊かいしながら砂漠の地下深くへと沈しずんでいく。

一同：…………。

大悟：終わったな……ひとまず。




　戦いを終え、息をつく一同。

　だが、ここで安らう暇ひまはない。

　追うべき敵は、まだ残っているのだ！






《ヴァイタルアップ》　どのシンドロームでも取得できるエフェクト。最大及び現在ＨＰを爆発的に上昇させる。

《ピンポイント・レーザー》　エンジェルハィロゥのエフェクト。対象の装甲値を無視してダメージを与える。

《急所狙い》　ノイマンのエフェクト。対象の急所を的確に見抜き、そこを攻撃してダメージを上昇させる。

《悪魔の影》　バロールのエフェクト。対象は次に受ける攻撃にリアクションがとれなくなる。

《死神の瞳》　バロールのエフェクト。対象が次に受けるダメージを大きく上昇させる。

《因果歪曲》　バロールのエフェクト。組み合わせたエフェクトの対象を範囲ひとつに拡大する。

《氷壁》　モルフェウスのエフェクト。行われた攻撃を無効化する。

《ギガンティック・モード》　モルフェウスのエフェクト。武器を巨大化させ、ひとつの範囲をまとめて攻撃する。

《レインフォース》　モルフェウスのエフェクト。ダメージを上昇させる。

《灼熱の結界》　サラマンダーのエフェクト。射撃武器による攻撃を受け止める。

《ファイアスローワー》　ブラックドッグのエフェクト。自分の周囲をまとめて攻撃可能な火炎放射器を得る。

《リニアキャノン》　ブラックドッグのエフェクト。物体を電磁加速し、対象を攻撃する。

《一閃》　ハヌマーンのエフェクト。移動と同時に攻撃を行える。

Ｄロイス〝戦闘用人格〟　エフェクトとは異なる特殊能力。幾つもの種類があり、〝戦闘用人格〟はそのひとつ。

《電磁反応装甲》　ブラックドッグのエフェクト。実ダメージを軽減する。

パンクラチオン　古代ギリシャにおいて盛んに行われた格闘技。その源流はエジプトにあるともいわれているが、少なくとも〝ファラオ・パンクラチオン〟などというたわけた呼称ではなかっただろう。

《バリアクラッカー》　ブラックドッグのエフェクト。対象が防御に使用したエフェクトのレベルを低下させてしまう。

《漆黒の拳》　バロールのエフェクト。超重力を自分の手に宿し、対象を攻撃する。

《クロスバースト》　サラマンダーのエフェクト。激しい炎で対象を焼き焦がす。

《解放の雷》　ブラックドッグのエフェクト。対象が次に行う判定のクリティカル値を下げ、ダメージも上昇させる。

《マシラのごとく》　ハヌマーンのエフェクト。攻撃のダメージを大幅に上昇させる。

《球電の盾》　ブラックドッグのエフェクト。電気の力で盾を作り出す。

《魔人の盾》　バロールのエフェクト。受けの防御力を上昇させる。














ENDING PHASE









◆Ending 01◆夕ゆう陽ひに誓ちかえ！


Scene Player ─── 大悟






　夕陽に包まれた砂漠。

　グロースノーティルスの残ざん骸がいを前に、大悟たちは〝これから〟のことを考えていた。




ＧＭ：さて、自じ律りつ判はん定ていにも全員成功したところでエンディングだ。

一同：はーい。

ＧＭ：なお、囚とらわれていたイギリスの研究者や情じよう報ほう部ぶ員いんたちも、沈しずみゆくＧノーティルスから救出することができた。

フィン：無事だったんだね。よかったよかった。

ＧＭ：ファティマも傷きずひとつなく救い出すことができた。だが……。

クリス：王名表はナチスの手に渡わたってしまったわね……。

ギヨーム：そして、三枚の天命の書板もな。まぁ、こちらで四枚を押さえることができたのは幸さいわいだったが。

大悟：ともあれ、とっとと追いかけにゃならんだろう。

ＧＭ：話し合っている君たちの許もとへ、ファティマがやってくる。じっと君たちを見つめた後、まるで血を吐はくような面おも持もちで謝しや罪ざいする。「すまない！」

大悟：どうして謝あやまる？

ＧＭ：「私が無力だったばかりに王名表を奪うばわれてしまった。言葉の謝罪などで償つぐなえるものではないが……それでも言わせてくれ。すまなかった」

一同：…………。

ギヨーム：レディに非ひがあるわけではありませんよ。

大悟：まったくだ。それに、命を奪われるよりはマシさ。盗とられた物は盗り返せばいい。

ＧＭ：「けれど……！　私は、ロレンスから王名表を託たくされたんだ。あれを守ることが、私の使命だったんだ。それも果はたせなかった私は……」

フィン：……なんかめっちゃ落ち込んでるなぁ。

クリス：大悟の方に、なんとか言ってやって欲ほしいと言いたげな視線を向けます。

大悟：むぅ……そうだな。とりあえず、宥なだめるようにファティマの肩に手を置こう。

ＧＭ：とりあえず口を噤つぐむが、表ひよう情じようは晴れない。君の目を真まっ直すぐ見ることができないのか、顔を俯うつむかせてしまう。

大悟：（静かな声で）いいかファティマ。まだ、何もかも終わったわけじゃない。それはわかるよな？

ＧＭ：「……ああ」

大悟：……だが、ここで足を止めたら、それこそ本当に終わっちまう。そうだろ？

ＧＭ：「…………」

大悟：（笑顔交まじりに）それに、俺たちは遺い跡せきやらなんやらのことに詳くわしくない。おまえさんに力を貸かしてもらわないと、お手上げだ。

ＧＭ：ファティマは少し黙った後、君の体の傷を見つめながらひとつ質問する。「……教えてくれるか？　なぜ、ここまでする？　こんなにも危険な目に遭ってまで」

大悟：なぜって……。ふむ……。

ＧＭ：彼女は真剣な目でじっと君を見つめている。

大悟：……簡単な話さ。

ＧＭ：「…………」

大悟：言っただろう？　大切な約束だって。俺はただ、その約束を破りたかねぇ、噓うそ吐つきになりたかねぇだけなんだ。

ＧＭ：「……それだけのことで、か？」

大悟：君ならわかるだろう？　これは友達との……ロレンスとの約束なんだぜ。

ＧＭ：〝ロレンスとの約束〟という言葉を聞いて、ファティマははっとした表情を浮かべる。「……まだ、間に合うか？　ロレンスの夢は、打ち砕かれてはいないか？」

大悟：……それは、これからの頑がん張ばり次し第だいだろ。

ＧＭ：「そう、か……。そうだな」ひとつ頷うなずき、懐ふところから一ひと振ふりの短たん刀とうを取り出す。

大悟：短刀？

クリス：そういえば最初に出会ったとき振り回していましたね。

ＧＭ：その柄つかを大悟に向けて差し出す。

大悟：受け取ってはみるが。……これは？

ＧＭ：「かつてロレンスが使っていた守まもり刀がたなだ。共に歩む間、君に預あずけよう」

大悟：おいおい。大事な物だろ？

ＧＭ：「無む論ろん、私の宝たからだ。だからこそ預ける。この戦いを共にする間だけの一時的なものに過ぎないが……私からの信しん頼らいの証あかしだ」

大悟：……そこまで言われたら仕方がない。こくりと頷うなずいて、刀を受け取ろう。

ＧＭ：手にしてみると、装そう飾しよくには乏とぼしいが、実じつ践せん向きに鍛きたえられた立りつ派ぱな刀であることがわかる。ロレンスと共に、幾いく度ども死線を潜くぐり抜ぬけてきた品だ。

大悟：それじゃあ、それを夕陽にかざして誓ちかおう。この美しいアラブの大地をナチスの野や望ぼうから守ることを……約束する。

ＧＭ：ファティマはこくりと頷く。その表情には、相変わらず愛あい想そというものはない。けれど、少しだが確かく実じつに温かいものが混まざり始めているように思われた。

一同：おおー。

ギヨーム：ふむ、一歩前進、というところか。

フィン：僕はぼそりと呟つぶやくよ。まだまだな気もするけどねーって。

クリス：フィンをたしなめるように、肘ひじで軽く小こ突づきます（笑）。

フィン：いたた……と小突かれたトコを摩さすりながら聞くよ。大悟兄ちゃん、この後は？

大悟：決まっている。ナチスを追うぞ！

一同：おう！




　夕陽に染そまる砂漠にて、新たな誓いが交わされた。

　倒すべきは、憎きナチスの悪党ども。

　だが、彼き奴やつらの真の狙いはなんなのか？

　彼らが求める〝王〟とは？

　王名表は、天命の書板は、この世に一体何をもたらすのか？

　謎は謎を呼び、物語は次回へ続く！




















PREPLAY






　そんなこんなで、前回のセッションの続きを収録する日がやってきた。

　前回の結果を踏ふまえ、シナリオ調ちよう整せいはバッチリである。

　当初から、ＰＣたちが入手した〝天てん命めいの書しよ板ばん〟の枚まい数すうによって第二話のシナリオの流れは手を加えるつもりであった。

　俺の想そう定ていでは、ＰＣ三枚ナチス四枚。

　しかし、ＰＣたちは予想以上に活かつ躍やくし、四枚の書板を入手することに成功した。

　まずは見み事ごとと褒ほめておこう。

　だが！

　これで勝ったと思うなよ、快男児どもよ！

　ナチス超ちよう人じん兵へい団だんの真の力、とくと味わうがいい!!

　……と、ひとり気を昂たかぶぶらせつつ、俺は再びＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会かい議ぎ室しつを訪おとずれたのであった。

　さぁ、今回も楽しいセッションの始まり始まり。




ＧＭ：はい、というわけで前回の続きでごわす。今回もヨロシク。

ギヨーム：嗚あ呼あ……クレオパトラ・ダンディ……もう会えないのね（笑）。

大悟：ああ。惜しい漢おとこだったな。

クリス：一巻でもそうでしたが、二話目の開始って前回のボスを追つい悼とうするのが基本の流れになりつつありますね。

フィン：だって仕方ないじゃん！　あんな変態、忘れようったって忘れらんない（笑）。

ＧＭ：そんなに想おもって貰もらえて、ダンディもヴァルハラで喜んでいることだろう。さて、早速だが大悟のハンドアウトから読み上げるとしよう───




▼ＰＣ①：天花寺大悟

ロイス：ファティマ・ベル　　ポジティブ：遺い志し／ネガティブ：不ふ安あん

　君はナチスを追い、ファティマと共に中東へと飛んだ。

　目的は、王名表を取り戻し、ナチスの野望を挫くじくこと。

　そして同時に、頑かたくななファティマの心を解ときほぐし、亡き友ロレンスが望んだ〝幸福な人生〟へと導みちびいてやらねばならないのだ。

　そして現在。

　君が操縦する飛行機はイラクの上空にて、遂ついにナチスの輸送機を捕ほ捉そくした！




大悟：へぇ。飛行機で追いかけてるのか？

ＧＭ：はい。あなたたちが乗った飛行機が、前回のラストで逃亡した輸送機に追いついたところからオープニングになります。

大悟：ホットスタートって奴だな。

ＧＭ：ナチスを倒し、同時にファティマの心も救ってやってくださいな、快男児（笑）。

大悟：責せき任にん重じゆう大だいだな。ま、頑張ってみるさ。……あ、そういえば。

ＧＭ：なんです？

大悟：前回のラストで、ファティマから短たん刀とうをもらったよな。あれって、固こ定てい化かしてないけど持っていていいのかな？

ＧＭ：ええ。ファティマが自分の持ち物を貸かしているという扱いにします。なお攻撃に使う場合は、攻撃力＋１の白はく兵へい武ぶ器きとして下さい。

大悟：俺にゃ使う機会もないだろうが、ありがたく借りとくよ。




▼ＰＣ②：クリステル・フォン・エッシェンバッハ

ロイス：ヴォルフガング・ハルバッハ特とく務む少しよう佐さ　　ポジティブ：感かん服ぷく／ネガティブ：恐きよう怖ふ

　ナチスとの追つい撃げき戦せんの最中、君はかつての仲間と再会した。

　ヴォルフガング・ハルバッハ───貧しい境きよう遇ぐうに生まれついたが、その特異な〝能力〟を買われて総そう統とうの側そつ近きんにまで登りつめた超人兵士だ。

　その彼が、〝ギルガメッシュ作戦〟の総そう指し揮きを務めているらしい。

　彼を倒さぬ限り、ナチスの野望を挫くじくことはできないだろう。




クリス：おお、強そうな名前ですね。

フィン：でも〝少佐〟じゃなあ（笑）。一巻のアイツみたいな変態でしょ？

ＧＭ：ばっかおまえ、今度の少佐は凄すごいんだよ。だって特務だよ特務！（笑）ともかく、クリスはかつての仲間と再会するのさ。

クリス：（不安そうに）今度はどんなダンディなんですか？（爆笑）

ＧＭ：ダンディじゃねぇよ（笑）。彼は繊せん細さいそうな美び少しよう年ねんだ。君と同年代か、年下くらい。

クリス：なるほど。性格はわかりますか？

ＧＭ：総そう統とう閣かつ下かにとても忠実で、熱心にナチズムを信しん奉ぽうしていたということくらいかな。

クリス：筋すじ金がね入いりのナチですね。

ＧＭ：そういうこと。




▼ＰＣ③：ギヨーム・ド・ノートルダム

ロイス：ギルガメッシュ　　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：脅きよう威い

　〝王名表〟と〝天命の書板〟を取り戻すべく戦う君に、新たな啓けい示じがもたらされた！

「肉は塵ちりとなり　骨は石と化しても　魂たましいは不ふ滅めつ。

　二匹の竜が咆ほう哮こうし　王名表は新たな王の名を告げる。

　その者　ギルガメッシュの名を高らかに唱えん。

　塵は肉となり　石は骨と化し　世界は裁きの日を知るであろう」

　ギルガメッシュ……古代メソポタミア神話に謳うたわれし英雄が、今回の事件に深く関わっているであろうことを君は確信した！




ギヨーム：ギルガメッシュ王ときたか！

クリス：ナチスの作戦名だけかと思ってたけど……。まさか本人が登場するんですか？

ＧＭ：（ニヤリと笑って）さぁ、どうだろう。ちなみに、啓示の最後にはつけたしのように「放っておくと世界は滅ぶよ」って書いてある。

フィン：なんだそのテキトーな口調は！（笑）

ギヨーム：いや、予言書の言うことだから間違いはない（笑）。しかし、二匹の竜とか、新たな王とか、ちょっと不吉っぽい単語が気になるな。

ＧＭ：それらが何を意味するかは、追々わかっていくだろう。ま、お楽しみに。




▼ＰＣ④：フィン・ブースロイド

ロイス：エンリル　　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：恐きよう怖ふ

　イラク上空で、君は驚おどろくべき光景を目にした。

「目覚めよ、エンリル」

　その言葉をナチス士官が発すると同時に、一いつ天てん俄にわかにかきくもり、突とつ如じよとして猛もう烈れつな嵐あらしが発生したのだ。

　エンリル……それが、この異い変へんを巻き起こしたモノの正体なのだろうか？

　もし、そうなのだとしたら、絶対にナチスの手に渡すわけにはいかない。




ＧＭ：───というわけで、オープニングからいきなりピンチになっていただきます。

フィン：嵐かぁ。まるで気き象しよう兵へい器きだね。

ＧＭ：発明家としては気になるだろう、いや気になるはずだ（笑）。だからポジティブ感情は〝好奇心〟で設定しておいた。

フィン：いや、そんな代物、単純に怖いって！（笑）

ギヨーム：エンリルって、前回のシナリオでもちょろっと名前が出てきたよね。

大悟：ギルガメッシュにエンリル、王名表に天命の書板。メソポタミア神話の豪ごう華かゲストが目め白じろ押おしだな。

ＧＭ：それだけデンジャラスな冒険が待っているわけです。まぁ大英帝国のエージェントとして、英えい国こく委い任にん統とう治ち下かのイラクをきっちり守ってください。

フィン：こちとら子供だってのに！（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ハンドアウトの解説も終わったんで、次は経験点を使ってキャラクターを成長させてくださいな。




▼天花寺大悟の成長

大悟：俺はシンプルに《竜鱗》を２レベルで取得した。回避を捨てる代わりに、装甲値を一瞬だけ大幅に引き上げる技だ。

ＧＭ：２レベルだから、基本で20点、侵蝕率が[image: 100]％以上になったら30点も止めますな。

ギヨーム：強ぇー！　防御系キャラとして、その技は私も激しく欲しい。

フィン：シンドロームが違うから無理（笑）。

ＧＭ：ふむふむ……〝気〟の力で全身を鉄のように硬くする、と。

クリス：雑ざ魚この攻撃だったら、ほぼ確実にシャットアウトできますね。

大悟：ああ、そうだな。

ＧＭ：残念ながら、大悟と同じ《浸しん透とう撃げき》みたいな装甲無視のエフェクトを使ってくる敵には通用しませんね（笑）。

大悟：まぁ、そういう奴がやってきたら《復ふく讐しゆうの刃やいば》で殴り返そう。

ＧＭ：なるほど。




▼クリステル・フォン・エッシェンバッハの成長

クリス：ＧＭ、例によって私はまたもや武器を変へん更こうします（笑）。

ＧＭ：うむ、まさに恒例（笑）。……で、何にするの？

クリス：範はん囲い攻こう撃げきのできる「アサルトライフル」が欲しいです。外見については、この資料をご覧らんください（書しよ類るいと写しや真しんを取り出す）。

ＧＭ：（資料を眺める）……ふむ、「マウザー・ヴェルケＭＧ34機き関かん銃じゆう」ね。

大悟：機関銃か！　そりゃまた凄そうな物を持ち出してきたなぁ（笑）。

クリス：一九三四年にドイツ軍に制せい式しき採さい用ようされた重じゆう火か器きで、[image: ]㎜モーゼル弾を毎分八百発のペースで発射する怪物です。戦車や飛行機の搭とう載さい火か器きとしても使われたようですね。

ＧＭ：外見的には、今までで一番ゴツい銃火器だねぇ。ともあれ、固定化ポイントも問題ないようだし、ＯＫだよ。

クリス：ありがとうございます（嬉しそうにキャラクターシートに記入する）。

フィン：ところでエフェクトは何取ったん？

クリス：おおっと、肝心なのを言い忘れてました。《鏡の盾》です。受けたダメージの半分を相手にも与えるという、必ひつ殺さつの仕し返かえし技。

ＧＭ：なるほどね。面白いのを取ったね。

クリス：どうせ大ダメージを受けるなら、それを有効利用しようかと。また、それを使用するための〈ＲＣ〉技能を１レベル上昇させました。

ＧＭ：（ルールブックを読んで）確かに目標値が高いエフェクトだな。ま、頑張って。




▼ギヨーム・ド・ノートルダムの成長

ギヨーム：ぬぅぅぅ、私の予言書に新たな呪文スペルが書き込まれたぞ！

フィン：先生、どんな魔法ですか!?

ギヨーム：（予言書を読むような仕し草ぐさ）うむ、ぶっちゃけ《氷ひよう雪せつの守しゆ護ご》２レベルだ（笑）。瞬しゆん間かん的てきに魔ま術じゆつ障しよう壁へきを展てん開かいし、更に４Ｄ10点のダメージを弾く。

ＧＭ：か、硬いっ！

ギヨーム：もう、魚ぎよ雷らいも戦せん車しや砲ほうも怖くない！

ＧＭ：怪物め（笑）。で、残りの経験点はどうする？

ギヨーム：《クールウィル》をこれまた２レベルで取得して、［受け］の成功確率を高めておいた。私の防御に隙すきはない。

大悟：一体どこまで防御力の高みに昇ろうというのだ、魔術師よ（笑）。

ギヨーム：（アホの子のような口調で）だってぇー、「おまえがこのエフェクトを取らないと仲間が死ぬ」ってー、予言書にぃ、書いてあるしー（笑）。

ＧＭ：君の人じん生せい設せつ計けい、予言書の言うがままね。

ギヨーム：フッ。しかし後こう悔かいはないさ。操あやつり人形のような人生も悪くない……って予言書が言ってた（爆笑）。




▼フィン・ブースロイドの成長

フィン：まずは何よりも先に《マグネットフォース》。これで、行動を消しよう費ひせずに他人をカバーリングできるようになった。

ＧＭ：お？　肉体的に一番脆もろいフィンがカバーリング？

フィン：うん。こいつは基本的にさほど侵しん蝕しよく率りつが上がらないから、《リザレクト》できる回数にも余裕があるっしょ？

クリス：（膝ひざを叩いて）なるほど！　それは上う手まい判断ですね。

フィン：そんでもって、《雷撃収束》のレベルを３にして攻撃力上昇。更に《加速装置》を取得してマイナーアクションの回数を増加。

ＧＭ：改めて聞くけど、それって全部発明品の効果なんだよね。

フィン：そうそう。背せ負おってるトランクの出しゆつ力りよくや動どう作さ速そく度どやらをガンガン上昇させてるの。もちろん、実際は本人の能力なわけだけど（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では最後に、ＰＣ間ロイスを取得してね。順番はいつも通り。

クリス：とは言っても、前回の冒険からさして時間は経過していないんですよね？

ＧＭ：うん。あのあとすぐにナチスを追いかけたからね。変化なしでもいいよ。

大悟：……ん～。俺からクリスへのロイスは、ポジティブの〝連れん帯たい感かん〟を〝信しん頼らい〟に変えておこう。彼女には背中を任せられるということで。

クリス：ありがとうございます。

大悟：ネガティブは〝恐きよう怖ふ〟から〝不ふ安あん〟に変えておこう。

ＧＭ：では次、クリスからギヨーム。

クリス：わたしは前回から引き続き、〝信しん頼らい／不ふ安あん〟のままにしておきます。

ギヨーム：うむ、了解だ。ちなみに私もクリスと同じく、変化なしということで。ブースロイド君に対しては、相変わらず〝友ゆう情じよう〟と同時に〝脅きよう威い〟を抱いている。

フィン：そんなに脅威かなぁ（笑）。それはそれとして引き続き大悟兄ちゃんに〝憧どう憬けい〟を抱きながらも、かすかな〝劣れつ等とう感かん〟が疼うずいてる。

ＧＭ：よし、こんなところかな。それじゃみなさん、第二話いってみよう！

一同：おう!!






ヴァルハラ　北欧神話の主神オーディンが住まう館。立派な戦士は、死後、この館へと召されるといわれている。

《竜鱗》　キュマイラのエフェクト。筋肉を鋼のように硬化し、攻撃を防ぐ。

《鏡の盾》　エンジェルハィロゥのエフェクト。１シナリオに１回だけ、たった今受けたダメージの半分を攻撃してきた相手にも与える。

《氷雪の守護》　サラマンダーのエフェクト。実ダメージを減少させる。

《クールウィル》　サラマンダーのエフェクト。受けの際の判定にダイスボーナスを得る。

《マグネットフォース》　ブラックドッグのエフェクト。行動を消費せずにカバーリングを行える。

《加速装置》　ブラックドッグのエフェクト。マイナーアクションでふたつのエフェクトを一度に使用できる。














OPENING PHASE









◆Opening 01◆蒼そ穹らの翼つばさ！


Scene Player ─── 大悟






　アラビア半島上空。

　ナチスの輸送機Ｊｕユンカース52が、猛烈な速度で空を行く。

　だが、それを上回る速度で追いすがってくる機き影えいがひとつ。

　それは大悟たちが乗り込む飛行機であった。




ＧＭ：ってなわけで、オープニング最初のシーンは全員登場。シーンプレイヤーは大悟ね。

大悟：ナチスの輸送機に追いついたんだよな？　なら、攻撃するか。

クリス：わたしはアサルトライフルを用意しましょう。

ＧＭ：そうやって前方に注意を向けている君たちの背はい後ごから、いきなり声がかけられる。「攻撃は止やめて欲しいなぁ。何しろ、あの輸送機には〝僕〟が乗っているんだからね！」

ギヨーム：背後ぉ!?

フィン：ギョっとして後ろを見るよ。何事？

ＧＭ：うむ、君たちが振り向くと───




　皆、一いつ斉せいに振り返った。

　視し線せんの先、機体後部の座席には、ＳＳ制せい服ふくに身を包んだ少年が座っていた。

　死人のように青白い肌はだと、紅玉ルビーのように赤い瞳が印いん象しよう的てきな、繊せん細さいな顔立ちの少年。

　クリスは、その少年に見み覚おぼえがあった。

　ヴォルフガング・ハルバッハ……ナチスドイツの超人兵士である。




ＧＭ：（まくしたてるように）「グーテンターク劣れつ等とう諸しよ君くん！　僕はヴォルフガング・ハルバッハ特務少佐。このギルガメッシュ作戦の総指揮官を拝はい命めいしている！」

フィン：な、なんだコイツ？（笑）

クリス：ハルバッハ……。どうやってここに!?

ＧＭ：「神しん出しゆつ鬼き没ぼつは僕の得とく意い技わざだよ、クリステル」……まだ説明はしませんが、こいつはとあるエフェクトを使って出現しています。

大悟：操そう縦じゆう桿かんを握ったまま話しかけよう。どうやって現れたかは知らんが、わざわざそっちから来てくれるとは御苦労さんだな。

ギヨーム：まったくだ。一体何のつもりだ？

ＧＭ：「挨あい拶さつと顔合わせに決まってるじゃないか。善よきドイツ国民は礼れい儀ぎ正ただしいのさ。たとえ、愚おろかな劣等相手だとしてもね」（満足気に頷く）

クリス：……天命の書板を奪うばいにでも来たの？

ＧＭ：（クリスの話を遮って）「ぶっちゃけ、君たち邪じや魔ま。超スーパーウルトラデラックスに格好いい総統閣下のすげぇイカス計画にとって不ふ都つ合ごうなの。わかる？」

フィン：こいつ、会話が成立しないぞ（笑）。

ＧＭ：「さて、と……。丁ちよう度ど、王名表が使える位置にまで来たことだし、とりあえず〝エンリル〟の力で君たちを葬ほうむってみようかな」

一同：えっ!?

ＧＭ：ハルバッハは笑みを浮かべながら「目覚めよ、エンリル！」と叫ぶ。すると、前方の輸送機が眩まばゆい光を発し始めた。ややあって、それまで晴れていた空が暗雲に覆おおわれ始める。

フィン：なんだなんだっ!?

クリス：ハルバッハ、何をしたのっ!?

ＧＭ：「エンリルを目覚めさせたんだよ。僕も見るのは初めてだけど……さて、その力、どれほどのものかな？」

フィン：エンリル？

ＧＭ：「ああ。すべてを支配する、王者の力の源さ！」ハルバッハの高笑いに合わせるかのように周囲は暗くなり、雷らい鳴めいを轟とどろかせながら雨が降り始める。

大悟：砂漠に雨だと……!?

ＧＭ：さて、ここでギヨームの予言書に異変が起こる。

ギヨーム：ほう。ハンドアウトにあった〝啓けい示じ〟かな？

ＧＭ：そう。何も記されていなかったページが光り輝き、新しい詩が綴つづられてゆく。

ギヨーム：……よし、私はいきなりトランス状態になって啓示を口にすることにしよう。（おどろおどろしい声で）聞け、愚ぐ民みんどもよぉぉっ!!（爆笑）

フィン：誰だよ！（笑）

ギヨーム：予言書の人格（笑）。ええと、どれどれ……（ハンドアウトを眺めながら）「肉は塵となり……」




　肉は塵となり　骨は石と化しても　魂は不滅。

　二匹の竜が咆哮し　王名表は新たな王の名を告げる。

　その者　ギルガメッシュの名を高らかに唱えん。

　塵は肉となり　石は骨と化し　世界は裁きの日を知るであろう。




ギヨーム：……と、そこで私は正気に戻る。はっ、な、何が起きたんだ!?（笑）

フィン：イタコの口寄せみたいだ（笑）。

ＧＭ：「なるほど、それがノストラダムスの滅びの予言か。それはきっと当たるよ。僕らが、そして総統閣下が旧世界に裁きを下し、新たな世界を築くんだよ！　あははははっ！」

クリス：笑っているハルバッハを撃ちます。彼を倒せば、この異い変へんも止まるかもしれない。

ＧＭ：では、その銃じゆう弾だんは彼の眉み間けんを容た易やすく打ち抜く。顔に笑みを張り付かせたまま、その体は灰と化して崩くずれ去さるね。

クリス：……これは？

フィン：う～ん……。たぶんこいつ、従じゆう者しやじゃないかなって気がする。

ギヨーム：なるほど、使つかい魔まという奴か。

ＧＭ：ハルバッハは退たい場じようしたが、異変は収まらない。突とつ如じよとして嵐が巻き起こり、君たちの乗る飛行機を大きく揺らす！

大悟：ちぃっ！　なんとか姿し勢せいを保たせようと操そう縦じゆうするぞ。

クリス：……ナチスの輸送機の様子は？

ＧＭ：不思議なことに、風の影響を受けた様子もなく、すいすいと飛び去ってゆく。荒れ狂う雷も、不自然に機体を回避していく。

フィン：なんだあれ、ズルいぞーとか叫んでおこう。

大悟：奴らのことより、まずはこっちが先決だ。

ＧＭ：だが、大悟の腕をもってしても、この嵐の中を飛ぶのは至し難なんの業わざだ。そして遂ついに、一ひと筋すじの稲いな妻ずまが右の翼を直ちよく撃げきし、もぎ取っていく！

大悟：しまったっ！




　片かた翼よくを失った機体は、即座に失しつ速そくし始めた！

　制御不能！

　絶体絶命！

　広大な砂漠へ恐るべき落下が始まり、そして───






Ｊｕ52　ユンカースＪｕ52。二次大戦当時、ドイツの主力輸送機として用いられていた。










◆Opening 02◆古き王の夢


Master Scene






　───かつて、ひとりの偉大な王がいた。

　その肉体は獣けもののように靭つよく、その魂は金剛石ダイヤモンドのように不ふ動どう。




ＧＭ：お次はマスターシーンだ。今を遡さかのぼること数千年、あるいは数万年。

クリス：数万年！

大悟：神話の世界だな、そりゃ（笑）。

ＧＭ：そう、神話の時代の物語だ。場所はメソポタミア地方。後にティグリスとユーフラテスと呼ばれることになる大河に挟まれた緑なす大地を、ひとりの偉い丈じよう夫ふが歩いている───




　男の目に映るのは、緑なす広大な沃よく野や。

　その大地、生きる人々、獣、草木……そのすべては、男の所有物であった。

　男は、偉大な王であったのだ。

　───だが、足りない。

　王は永とこ久しえの玉座を求めていた。

　そのために必要な物はすべて集めた。

　七枚の天命の書板

　一枚の王名表。

　あとは、〝彼の地〟を見出すのみ。

　大神エンリルの住まう、約束の地を。

　瞳に野望の炎を燃やしながら、王は吼ほえた。

「エンリルよ！　我に力を！　たとえ星せい辰しんの座が変わろうとも尽きせぬ不滅の力を！」

　王の名はギルガメッシュ。

　人類史上初の叙じよ事じ詩しに謳うたわれし、伝説の英雄───











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆太陽の消えた日


Scene Player ──── 大悟






　───大悟は、夢を見ていた。

　赫々と燃え盛る夕陽。どこまでも続く砂の海。

　ラクダの背に揺ゆられ、莫ばく逆ぎやくの友ロレンスと共に旅をしている。




ＧＭ：さて、ミドルフェイズ最初のシーンを始めよう。シーンプレイヤーは大悟。ラクダに乗り、ロレンスと一緒に砂漠を行く夢を見ている。

大悟：……懐かしいな、友よ。

ＧＭ：彼は微笑みで応える。そして、問いかけとも、独ひとり言ごとともつかぬ言葉を呟つぶやく。「私の娘……ファティマは、元気にしているだろうかなぁ」

大悟：……ああ、元気さ。ちょっと頑固になってるかもしれんがな。

ＧＭ：「ははっ。聡そう明めいだが……少し、考えすぎるところがある子だからな」……そして沈黙が降り、ラクダは静かに砂漠を進む。

大悟：俺も黙って進もう。

ＧＭ：……ふと気がつくと、ロレンスのラクダは随ずい分ぶんと先へと進んでしまっている。

大悟：一応、追いかけようとしてみるが……。

ＧＭ：不思議なことにまったく追いつけない。距離はどんどん離れ、いつしかロレンスの姿は地ち平へい線せんの彼方へと消えようとしている。

大悟：大声で呼びかけるぞ。おーい、ロレーンス！（手を前に伸ばす）

ＧＭ：もう姿は見えなくなってしまった。ただ声だけが聞こえてくる。「運命なんてものはNothing is wriないtten。自分で選んだ人生を歩むんだ。幸せな人生を。……ファティマには、そう伝えてやってくれよ」

大悟：……そんな大事なこと、あんたが自分で言ってやれよ、ロレンス！

ＧＭ：寂さびしそうな声が響く。「無理さ。もう、私にはできないんだ……。だから、大悟。友よ。君が……」───ってなところで、君は目を覚ます。

大悟：おっ？

ＧＭ：君は飛行機の操そう縦じゆう席せきに座っている。周囲は薄うす暗ぐらく、割れた窓からは冷たい風雨がゴゥゴゥと吹き込んできているよ。

大悟：……夢か、と呟きながら、とりあえず手足が動くかどうかを確認する。

ＧＭ：幸い五体のどこにも怪け我がはない。擦すり傷きずや打だ撲ぼく傷しよう程てい度どだね。君の隣となりにはファティマが倒れているが、こちらも外がい傷しようはない。

大悟：それは良かった。肩を揺ゆすって起こそう。おーい、大丈夫か？

ＧＭ：ファティマはうっすらと目を覚まし、惚ほうけた表情で君の顔をゆっくりと見つめた後、辺りを見回す。「……ここは？」

大悟：さて、俺にもよくわからないが……。まぁ、あの世じゃないのは確かだろうよ。

ＧＭ：「そうか……」おぼつかない足取りで、立ち上がろうとする。機体が大きく傾かたむいているので、かなり動き難そうだ。

大悟：すっと手を差し伸べる。

ＧＭ：大悟の手を取ろうとするが……やっぱりやめて自じ力りきで起き上がる（笑）。

大悟：（肩をすくめる）ま、その元気があれば問題ないか。

ＧＭ：さて、そろそろ他のみんなも登場してくださいな。

ギヨーム：私は機体の後ろの方から現れよう。やれやれ、酷ひどい目に遭あったな。

クリス：あ、わたしも一緒に出ます。アサルトライフルを杖つえ代がわりにしながら。

フィン：僕は座席後部の辺りでいろんな荷物と一緒にごちゃまぜになって倒れてる（笑）。

大悟：そいつは俺が引っ張り出そう。……とりあえず、みんな無事だったか。

クリス：ここはどこなのかしら……。

ＧＭ：うむ、君らが置かれた状況だが───




　周囲を調べた結果、そこは無人のオアシスであることがわかった。

　生い茂る木々がクッションとなり、墜つい落らくの衝しよう撃げきを緩かん和わしてくれたようだ。

　墜つい落らく時じの状況や、直前まで飛んでいた航こう路ろから類るい推すいするに、イラクの首都バグダードから西に一〇〇キロメートル程離れた場所であることが判明した。




クリス：（呆然と）町まで一〇〇キロメートル……。

大悟：かなりあるな。……まぁ、オアシスなんで水に困こまらないのだけは幸いだな。

ＧＭ：そうじゃなくても水には困らないよ。本来ならば地平線に沈む夕陽を拝おがめる時じ刻こくなんだが、降りしきる豪ごう雨うのせいでそれも叶わない。

フィン：……これが、あのナチス士官が言ってた〝エンリル〟とかいうのの影えい響きようかねぇ。

ギヨーム：状況と、私の予言書が下した啓示から考えるに、おそらくそうだろうな。

大悟：ファティマに質問してみよう。なぁ、この辺りじゃ、この時期にこんなに雨が降るようなことはあるのかい？

ＧＭ：それはきっぱりと否ひ定ていする。「いや……こんなことは生まれて初めてだ。これが、ロレンスが恐れていたことなのだろうか……」

ギヨーム：王名表だけでこれほどのことが起こせるのですからな。ナチスが〝遺跡〟とやらを見つけたら、もっとマズいことが起こるのでしょう。

ＧＭ：ファティマは、悔しそうに下唇を嚙む。「返かえす返がえすも、私がもっとしっかりしていれば王名表を奪われずにすんだというのに……！」

大悟：軽くファティマの背中を叩いてやろう。……過ぎたことを悔やむなよ、お嬢じようさん。

ＧＭ：「……ああ」

フィン：でさー、これからどうしよっか？　ナチスを追うにしても、この状況じゃどうにもならないよ？

ＧＭ：ファティマ曰く、「バグダードにまで辿り着ければ、私が管理している資料館がある。知人もいるし、何かと調べられることは多いだろうが……」

クリス：この豪雨の中、歩いてバグダードに向かったらどれくらいかかるのかしらね……。

ギヨーム：ん～。ＧＭ、イラクってイギリス勢力下だよね？

ＧＭ：そうだね。イギリスの委い任にん統とう治ち下かだ。

ギヨーム：ふむ。ならばブースロイド君、バグダードの政府関係者にでも無線で連絡して迎むかえの車を寄よ越こして貰もらうことはできませんかな？

フィン：あ、そっか。ＧＭ、それできる？

ＧＭ：なるほど。その方法なら迅じん速そくにバグダードに行けるね。では、フィンの通信機に「すぐに迎えに上がる」と返信が入ったところでシーン終了だ。

大悟：砂漠に雨が降る、か……。こりゃ神秘な出来事の予感がするな。




　空を見上げた大悟の瞳に映うつるのは、暗い雲と、轟とどろく雷らい光こう。

　少しずつ少しずつ、風雨は勢いを強めつつある。

　その場にいる誰もが不吉な予感を禁きんじ得ない……そんな嫌な雨だった。

　この日、アラビア半島から太陽が───消えた。






バグダード　イラクの首都。その歴史はメソポタミア文明の時代にまで遡る。










◆Middle 02◆忍しのび寄よる影かげ


Scene Player ──── クリス






　篠しのつく雨が古こ都とバグダードを包んでいる。

　時ならぬ雨に戸と惑まどった市民たちは外出を控ひかえ、街がい路ろに人ひと影かげはない。

　いつもは賑にぎやかであろう中央通りを歩くのは、クリスたちだけであった。

　彼女らが目指すのは、ファティマが管理する資料館である。
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ＧＭ：さてミドル２シーン目。無事に首都バグダードへと辿りついた君たちは、ファティマの資料館へと向かっている最中だ。シーンプレイヤーはクリス。他の人も登場可能。

クリス：雨の様子はどうでしょう？

ＧＭ：時を追うごとに勢いを増している。市民たちは戸惑い……いや、むしろ怯おびえ始めてさえいるよ。

クリス：ただの異常気象などではなさそうね。

ＧＭ：市内では、ティグリス・ユーフラテスの二大河が氾はん濫らんを起こすのではないかという憶おく測そくも飛び交い始めているね。

ギヨーム：（ハンドアウトを読みながら）……そうか、なるほど。

大悟：どうしたギヨーム。

ギヨーム：予言書にあった「二匹の竜が咆ほう哮こうし」というのは、きっと、大河の氾はん濫らんのことを言うのではないかと思った。

一同：おおーっ。

ＧＭ：ナイスな目の付け所だな。

クリス：確かに、古来、大きな河は竜に例えられることが多いですからね。

ギヨーム：この雨だ。川の堤防もいつまで持つかはわからない。一刻の猶予もならんな。

ＧＭ：さて、そうこうするうちに資料館へと到着するわけだ。とは言っても、さして巨大な建物ではない。やや大きな民家といっても通じるだろう。

大悟：思ったよりも小さいんだな。

ＧＭ：「母が個人的な力で築き上げたものだからな。西洋にあるような国立の博物館とは比べようもないさ。……だが、私にとっては大事な、守るべき物のひとつだ」

フィン：へぇ～。ちょっと笑いながらファティマに視線を向けるよ。

ＧＭ：ほう？　ファティマは「何か愉快なことでも？」と聞いてくるよ。

フィン：ちょっと前なら「小さい建物」なんて言ったら目を剝いて怒ってただろうなって。

クリス：あっ、確かに（笑）。

ＧＭ：「……やかましい、勘違いするな。一応、協力し合う仲なのだから、いちいち怒る方が疲れるだろう」と、少し怒ったような表情になるぞ。

クリス：ちょっと慌てて話を逸らします。……ええと、早く中に入りましょうよ。このままだとズブ濡れよ。

ＧＭ：ファティマは鼻を鳴らし、扉を開ける。資料館の中は随分と荒あらされた痕こん跡せきがある。

クリス：盗賊か……それともナチスかしら？

ＧＭ：「ナチスの狗いぬの仕業だろうな。最初に、発掘現場が襲撃を受けた際、資料館も家や捜さがしされたらしい」

フィン：こんなんじゃ資料も何も残ってないじゃん。

ＧＭ：ファティマはそれに答えず、ずかずか奥へ進んで行き、館長室に入る。ここも荒らされているんだが、ファティマは机つくえをずらし、敷いてあったカーペットをひっぺがす。

ギヨーム：お！　あれだな、隠かくし階段！（笑）

ＧＭ：うん、正解。床ゆか扉とびらを開くと、階段が現れる。「ついてくるといい。幸いにして、ここは無事だったようだ」

フィン：なんでこんな仕掛けがあるの？

ＧＭ：「我が母、ガートルード・ベルが作った盗とう賊ぞく避よけの隠し倉庫だ。後にロレンスが使用し、幼い頃の私が教えを受けた場所でもある」

ギヨーム：ほうほう。で、どのような場所なのかな？

ＧＭ：10メートル四し方ほうくらいの部屋で、そこら中に古い本や、発はつ掘くつ品ひんと思しき粘ねん土ど板ばんやら彫ちよう像ぞうやらが置かれてる。年ねん季きの入った椅子や机に混ざって、子供用の小さな椅子がある。

クリス：……これは？

ＧＭ：（優しげな口調で）「私が使っていた物だ。ここでよく母やロレンスから考古学の基き礎そや、様々な神話伝説を教わった……」

大悟：揺りかごの教室ってとこか。

ＧＭ：「まぁそんなところだ。ここの資料のひとつに〝エンリル〟について記された物があったはずだ。君たちも探すのを手伝え。王名表や天命の書板と同じ材質の板だ」

クリス：わかったわ、と言って探し始めます。

ＧＭ：ではみなさん、ここで目標値６の〈知覚〉判定。全員失敗しても再挑戦はできるけど、時間を浪ろう費ひすることになる。その分、ナチスがあれこれと行動しちゃう。

ギヨーム：私の【感覚】は２しかない。出目は……４と３。怪盗紳士、見事に失敗（笑）。

フィン：おっ、クリティカルして達成値13！　目め敏ざとく見つけちゃうよ。

ＧＭ：ふむ、手早く見つけたか。ちなみに、その板の表面には王名表や天命の書板と同じく楔形文字がびっしりと記されている。

フィン：読めねー！（笑）

ＧＭ：そう叫ぶ君の手から、ファティマが書板を取り上げる。「貸せ。私が読もう」……では、書板に記されている文章をファティマが読み上げる。




　かつて大神エンリルと、彼が住まう神殿とがあった。

　神と契ちぎり、神殿に身を捧ささげた者は、この世を支配する王となった。

　王名表は、神を動かす鍵かぎ。天命の書板は、世界を操あやつる糸。

　かくて王は恵めぐみみの陽ひ、恵みの雨、暑さ、寒さ、万ばん物ぶつを自在とした。

　だがあるとき、王は人々の穢けがれた心に憤いきどおり、この世すべてを滅ぼそうとした。

　人と王は争い、人は王と神に永久の眠りを与え、王と神は人に裁きの洪水を与えた。

　人よ、エンリルを目覚めさせることなかれ。

　人よ、王を求めることなかれ。




フィン：太陽や雨が自由自在って……つまり気象制御装置？　すごいじゃん！　個人的にすごい興きよう味みが湧わいた（笑）。

ギヨーム：しかし、一体誰がそんな凄まじい物を作ったんだ……？

大悟：古い古い時代の……それこそ神さんみてぇな奴だろ。

ＧＭ：「メソポタミア文明が栄えたのも、この神殿のお蔭かげらしいな。気象を操り、ティグリス・ユーフラテスという二本の大河を造り、肥ひ沃よくな三角地帯を生み出した……」

ギヨーム：そして今は、ナチスが王名表を使って起動させ、その影響で雨が降っている、と。

クリス：遠えん隔かく起き動どうしたということね。……彼らは神殿の位置を把は握あくしているのかしら？

大悟：ファティマに聞いてみる。奴らに捕まってたとき、そこら辺の話を聞かなかったか？

ＧＭ：「連中のそぶりからは、神殿の場所までは摑んでいなかったように思えたな」

ギヨーム：ほう。なら、我々が先に見つければ神殿を押さえてしまうこともできるのだな。

フィン：う～ん……。

ギヨーム：どうしたかな、ブースロイド君？

フィン：これってさ、さっさとナチスを襲しゆう撃げきして、王名表や天命の書板を取り上げた方が早くない？　神殿には興味あるけどさ。

大悟：それも一理あるな。

ＧＭ：さて、ここで君たちはちょっとした異変に気づく。

クリス：なにかしら？

ＧＭ：上の館長室から足音が聞こえてくる。そして、足音は隠し階段の近くで止まった。

フィン：こ、攻撃しちゃおう！（笑）

大悟：まぁ待てよフィン。……立ち聞きなんて趣味が悪いぜ、と呼びかけてみよう。

ＧＭ：君の呼びかけに応じるように、一歩、また一歩と静かに何者かが階段を下りてくる。

クリス：ライフルを向け、いつでも撃てるようにしておきます。

ギヨーム：同じく身み構がまえておこう。

ＧＭ：現れたのは、オープニングで出会った美少年……ヴォルフガング・ハルバッハだ。「やぁ、また会えたね諸君。……まぁ、墜つい落らく程てい度どで死ぬタマとは思っちゃいなかったけど」

クリス：ハルバッハ、またあなたなの。……作戦指揮官自ら、よく頑張るわね。

ＧＭ：「総統閣下のお役に立てる絶好の機会なんだ。この無む上じようの喜び、行動で表すほかに表現のしようがないじゃないか」

フィン：仕事熱心な子供だなぁ（笑）。

ＧＭ：ちなみにファティマは、今にもハルバッハに飛びかかっていきそうなほど険けわしい表情を浮かべているよ。

大悟：落ち着かせるように、そっとファティマの肩に手を置くぜ。

ＧＭ：ファティマは、こくこくとうなずきながらもハルバッハから目を離さない。一方のハルバッハは、柔にゆう和わな笑みを浮かべたまま、君たちの前に立っている。

クリス：……用件は何なの？

ＧＭ：「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うよ。四枚の〝天命の書板〟を引き渡して欲しい。そうしてくれると総統がお喜びになる。総統の喜び＝イコール人類の喜び。これ、ＯＫ？」

フィン：何言ってんだよコイツ。ていうか、言葉の意味が理解できない（笑）。

ＧＭ：（残念そうに）「理解力のない子供だなぁ。とにかく、書板を寄こせよ。それは、君たちに〝必要〟な物じゃないだろう？　どうだいクリス、説得してやっちゃくれないか？」

クリス：……ふざけないで。

ＧＭ：（溜息をつき）「やれやれ。東洋の思想に『足たるを知る』というのがある。充じゆう足そくの幸せを知りなよ。そして、すべてを総統閣下にゆだねるんだ。身も心も」

大悟：話にならんな。書板は渡さねぇよ。総統だかなんだか知らんが、ナチ公の望み通りにしてやるなんざ願い下げだ。

ＧＭ：それを聞いた瞬間、優しげな風ふ情ぜいだったハルバッハの声が剣けん呑のんな響きを帯びる。「今、総統閣下を侮ぶ辱じよくしたな？　侮辱しちゃったな？　……劣等人種の分ぶん際ざいで！」

大悟：……だったらどうだってんだ、坊主？

ＧＭ：「侮辱罪だよ。総統侮辱罪。弁べん護ごしようもない。判決、死刑。……命を以もつて償つぐなえ！」ハルバッハの背後から、彼に瓜うりふたつの少年が出現する（卓上にコマを並べ始める）。
















クリス：えっ？　もうひとり？

ギヨーム：オープニングの奴も含めると三つ子ちゃんだな。

フィン：こりゃ～確実に従者だね。《主しゆ人じんへの忠ちゆう誠せい》で、従者だけをシーンに登場させてるんだと思うよ。

ＧＭ：さてさて、戸惑う君たちに対し、ハルバッハたちは襲いかかってくるぞ！




　ハルバッハたちの動きは十分に速く、隙のないものであった。

　だが、クリスの理性と判断力はそれを上回っていた。。

　彼女の銃口から吐き出された大量の弾丸はハルバッハたちの体を貫き───

　驚くほどあっけなく、ふたりのハルバッハたちは倒れ伏した。




ＧＭ：（呻うめくような声で）「ふふふ……この僕たちを瞬しゆん殺さつするとは……。見事だ。さすがダンディを倒しただけのことはあるね……」

フィン：弱よわーっ！（笑）

クリス：え、あの、これで終わり？　……１ラウンド保たなかったわね。

ＧＭ：「だが、総統閣下の御おん為ためならば……幾いく度どでも死ねるさ。僕は、そのために在あるのだから、ね……。ふふふ、また会おう」ハルバッハは塵ちりのように崩れ去る。

フィン：しまった、瞬殺過ぎて相手がどんなエフェクトか確かめる間もなかった（笑）。

クリス：こうなってくると、ナチスを見つけて倒してしまうのもアリな気がしてきたわね。

大悟：……それこそ人ひと手ではあるんだ。手分けすりゃいいんじゃねぇか？

フィン：ナチスの居い場ば所しよを探るのと、神殿の在あり処かを探る？

ＧＭ：では、次のシーンから情報収集の始まりだな。一旦、ここでシーンを閉じよう。







◆Middle 03◆見えざる暗あん躍やく者しや


Scene Player ──── ギヨーム






　バグダードにあるホテルの一室。

　ギヨームとフィンは、ＭＩ６の情報部員と接せつ触しよくしていた。

　───私が自ら〝彼ら〟の前に姿をさらすことになるとはな。

　思わず、内心で苦笑するギヨームであった。




ＧＭ：ミドル３からは情報収集シーンの始まりだ。シーンプレイヤーはギヨーム。望むなら、他の人も登場可能だ。

ギヨーム：うむ。とりあえず、ナチスの動きでも調べるとするかな。……さて諸君、ここでひとつ問題がある！

一同：……？

ギヨーム：私は情報収集が苦にが手て気ぎ味みでして。どなたか登場して助けてください（笑）。

大悟：ギヨームと俺は、そこら辺が弱いからなぁ（笑）。

クリス：能力的には、わたしかフィンのどちらかが出るのがいいでしょうね。

フィン：とりあえず僕が登場しておくよ。

ギヨーム：ありがとう。そういえばバグダードにはイギリス政府の関係者がいるんだよね？

ＧＭ：うん、いるよ。

ギヨーム：では、ＭＩ６の要よう員いんも配はい属ぞくされていることにしてくれないかな？　フィンのツテで、彼らからナチスの動どう向こうを聞き出すという演出にしたい。

ＧＭ：ふむ……特に問題はないね。じゃあそれでいこう。フィンもそれでいい？

フィン：いいよー。

ＧＭ：それでは、シーンの舞台はＭＩ６が手配した高級ホテルの一室としよう。指定された部屋に行くと、イギリス人情報部員と現地のイラク人協力者の二名が出迎える。

ギヨーム：（大おお仰ぎような仕し草ぐさで）これはこれは。ご協力、感謝する。

ＧＭ：イギリス人は苦笑を浮かべる。「ギヨーム・ド・ノートルダム……まさか君のような公共の敵パブリツク・エネミーと取引することになるとはねぇ」

ギヨーム：御ご不ふ満まんのようだな。逮たい捕ほでもするかね？

ＧＭ：（肩をすくめて）「そんなのは警察の職しよく分ぶんさ。ただ、純粋に驚いているだけだ」

フィン：ほらほら、無む駄だ口ぐち叩いてないで。こうしてる間に、ナチスも動いてるんだからさ。

ＧＭ：「わかってますよ、〝ｓスモール・エス〟。……ラシッド、報告書を」情報部員が合図すると、ラシッドと呼ばれたイラク人男性は無言で頷うなずき、書類の束たばを取り出した。

フィン：そんじゃ受け取りましょ。

ＧＭ：そこに記されている情報は……君たちの情報収集判定の結果にかかっている（笑）。さぁ、〈情報：軍事〉で判定してくれ。達成値によって得られる情報が変わる。

フィン：目安は教えてもらえるかな？

ＧＭ：最低６、次が15。そして最後が30。

フィン：さぁんじゅうぅぅ!?　それは無理っぽいなあ……でもまぁやるだけやってみよう。一回クリティカルして16、技能レベルを足して17。

ギヨーム：私は……だめだ、８しか出ていない。

フィン：17だと、タイタス昇華してＤ10達成値上げても30には届かないなぁ。……ここはひとまず達成値17で様子を見てみよう。

ＧＭ：じゃあ、ここに来るまでにフィンが的確な指示を出してバグダード市内の情報部員に探らせていたという演出でいいかな？

フィン：うん、それがいいね。みんなー、わかったこと報告してー。

ＧＭ：では得られた情報を話そう。まず、ナチスはバグダード近郊の砂地に強きよう行こう着ちやく陸りくした後、市内に潜せん入にゆうし、現在も潜せん伏ぷく中ちゆうだ。ちなみに飛行機は忽こつ然ぜんと消失した。

フィン：消失ぅ？

ギヨーム：あー……おそらくサビーネの力だろう。《折おり畳たたみ》だ。

フィン：つくづく便利な能力だねぇ。モルフェウスの輸送力、恐るべし！

ギヨーム：これは、前回の列れつ車しや砲ほうみたいなトンデモ兵器が登場するかもしれん。

フィン：怖いような、凄い発明を見られて嬉しいような（笑）。

ＧＭ：目撃情報を総合するに、かなりの少人数らしい。兵卒が数名と、両腕を装甲で覆おおった女士官、そして指揮官と思しき少年。この少年は、同時刻に複数の場所で目撃されている。

ギヨーム：同時刻に複数？

フィン：んん～……従者のことじゃないかな。

ギヨーム：おお、そうか。

ＧＭ：んで、市内にある考古資料館の資料が略りやく奪だつされたり、学者が何人か行方不明になったりしている。前後の状況から、ハルバッハたちの仕業と考えて間違いない。

ギヨーム：ふむ。これは彼らも神殿に関する情報を集めている最中ということかな。

フィン：……だとすると、こっちが神殿を見つけて先回りするのも夢じゃないよね。

ギヨーム：で、肝心のナチスの居場所は？

ＧＭ：それがわからない。端たん的てきに言うと、まさに目標値30の情報。

ギヨーム：むぅ、では全然わからなかったということか。

ＧＭ：情報部員は、「我々の調査では、ここが限げん界かいだな。引き続き人員を動かしてはいるが、正直、超人兵士が相手ではどこまで食いつけるか……」と暗い顔になる。

ギヨーム：何、上出来だ。ここから先は、私たちに任せておきたまえ。

フィン：……とりあえず、大悟兄ちゃんたちの情報収集が終わってから、改めてナチス連中について話し合おうか。

ギヨーム：異い議ぎなーし。……おっと、ＧＭ。ひとつ大事なことを確認し忘れていた。

ＧＭ：何かな？

ギヨーム：二匹の竜……ティグリス、ユーフラテス河の様子はどうなっているかな？

ＧＭ：かなり危険な状態。しかも、暴ぼう風ふう圏けんは徐じよ々じよにアラビア半島全ぜん域いきに拡かく大だいしつつある。

一同：…………。

フィン：……あ！　（なにやら嬉しそうに）ＧＭＧＭ、それってさ、嵐の中心に神殿があるんじゃないの？

ギヨーム：おおっ！　ならば気象衛星の写真を……って、そんな物がこの時代に存在するわけねぇっ！（笑）

ＧＭ：まったくもってその通り。だが、着ちやく眼がん点てんは実に良かったよ。というわけで目標値９の〈情報：噂うわさ話ばなし〉に成功すれば、現時点での暴風圏と中心地域がわかる。

ギヨーム：ここはとりあえず私が振ろう……おっ、達成値12！

ＧＭ：おめでとう。（アラビア半島の白地図を取り出す）では、この地図に暴風圏を描き込んでさしあげよう。

ギヨーム：それならＧＭ、予言書が開いて白紙のページに地図が浮かび上がってくるという演出でお願いしてもいいかな？

ＧＭ：ＯＫ、それでいこう。




　ギヨームの手の中で予言書が踊おどり始める。

　開かれたのは、白紙の見開き。

　何も書かれていないその場所は妖あやしい光に包まれ、アラビア半島の地図を写し出す。

　その地図が示したのは───







◆Middle 04◆老ろう学がく者しやの言こと葉ば


Scene Player ──── クリス






　新たな情報を求め、クリスは街中を歩いていた。

　身にまとう女性用の民族衣装の下には、無ぶ骨こつな機関銃が一いつ挺ちよう。

　いつなんどき、ナチスと遭そう遇ぐう戦せんに突入するかもわからないのだ。

　当然の備えといえるだろう。




ＧＭ：さて次は、クリスと大悟の情報収集だな。シーンプレイヤーはクリス。ファティマの案内で、彼女が世話になったという学者の家へ向かったわけだが……。

クリス：ナチスに警戒しながら向かいましょう。ムスリムの女性が着る、体をすっぽりと覆う衣装の下に、アサルトライフルを忍ばせて。

大悟：まぁ、誰もそんなもん隠してるとは思わないよなぁ（笑）。

クリス：さっきのシーンによると、学者は誘ゆう拐かいされてるって話ですから。

ＧＭ：うむ、ご多分に漏れず、案内された家も荒らされている。ファティマは「先生っ！」と叫びながら、家の奥へ走りこもうとするけど……。

クリス：手で制して、いつでも銃を撃てるようにしつつ慎しん重ちように中へと足を踏み入れます。

ＧＭ：君が神経を集中すると、クローゼットの中に何者かの気け配はいを感じる。

クリス：銃じゆう口こうを向けて警告します。「中に隠れているのはわかっているわ。でてきなさい。たとえナチスの狗だとしても、できれば撃ちたくはないの」

ＧＭ：ふむ。では、おそるおそるといった感じでクローゼットが開き、中からは小柄な老人が姿を見せる。それを見たファティマが「先生、ご無事で……」と胸を撫で下ろす。

大悟：この爺じいさんが、お目当ての学者さんかい。

クリス：どうやらそのようね。銃を下ろします。

ＧＭ：老人は君たちを値ね踏ぶみするようにじろじろと観察する。

大悟：何も恥じるところはない。堂々としていよう（笑）。

クリス：わたしは見られるのに慣れていないので、ちょっと居い心ごご地ち悪わるそうにしています。

ＧＭ：ややあって、老人はニカッと笑う。「うむ。見たところ、悪党ではなさそうじゃな」

大悟：へぇぇ。すぐに信用してくれるのかい？

ＧＭ：「外国人嫌いのファティマと一緒に来とるからの。それだけでも十分、身の証あかしにはなっとるよ」老人は倒れていた椅子を戻し、よっこらしょと座る。

クリス：わたし、クリステル・フォン・エッシェンバッハと言います。

大悟：俺は天花寺大悟。日本人だ。

ＧＭ：「儂わしはハシムという。……テンゲイジ・ダイゴ？　もしかしておまえさん、ロレンスと親しくしていたという日本人かね？」

大悟：ああ。かけがえのない友だった。爺さんもか？

ＧＭ：「肩を並べてオスマン帝てい国こくに立ち向かったこともある」

大悟：なるほど。（見回す仕草をして）……しかし、この有様はひどいな。

ＧＭ：「いきなり白人たちが乗り込んできおってのう。一緒にいた助手たちは儂を匿かくまい、代わりに連れて行かれてしもうた。何が何だかわからんわい」

大悟：詳しい説明はファティマに任せよう。

ＧＭ：うむ、任された。事ことの次第を悟さとると、ハシム老は感じ入ったように息をつく。「ロレンスが捜したエンリル神殿……このような形で再会することになろうとはのう」

クリス：ナチスの野望を挫くじくため、わたしたちはその神殿を捜し求めています。お知ち恵えを拝はい借しやくできないでしょうか？

ＧＭ：「うむ、ロレンスの遺い志しを継ぐ方たちに協力してやりたいのは山やま々やまなんじゃが……」と言葉を濁にごしつつ、倒れた本ほん棚だなから古い地図を引っ張り出してくる。

大悟：どうしたんだい？

ＧＭ：「怪しいと思われる場所だけでも、二十ヶ所以上あるんじゃよ」

クリス：二十！　それはちょっと……驚きの表情を浮かべます。

大悟：こいつは参ったな。さすがに全部回ってる余裕はないだろう。

ＧＭ：「神殿に関しては、いくつも伝承がある。相そう互ごに矛む盾じゆんするような記述もあってな」

クリス：……全部教えてください。わたしならなんとかできるかもしれません。

ＧＭ：ほう？

クリス：要するに、判定でなんとかなりませんか、という（笑）。

ＧＭ：なるほどね（笑）。ま、もとより判定してもらう予定だったよ。〈情報：神秘〉の判定をどうぞ。達成値によって、絞り込める数が変わってくる。

クリス：目安はわかりますか？

ＧＭ：達成値７で十五ヶ所、12で十ヶ所、16で五ヶ所、20以上なら、三ヶ所まで絞り込める。

大悟：クリスがいることだし、俺は気楽に振るとしよう。コネ：オカルティストを組み合わせてダイス３個……達成値８。思ってたより悪くないな。

ＧＭ：十五ヶ所にまで絞り込むことができた。

大悟：まだまだだなぁ。スマン、あとは任せた。

クリス：では私が。《生き字引》と《天性のひらめき》を使って……よし、達成値24！

ＧＭ：そりゃすごい。では、クリスの明めい晰せきな頭脳は、神殿があったと思われる候こう補ほ地ちをどんどん絞り込んでいく。




　クリスの頭脳がめまぐるしく活動し始めた。

　無数の伝承を幾つも照らし合わせ、虚きよ構こうを排はいし、真実である可能性が高い物だけをすくい上げてゆく。

　膨ぼう大だいな演えん算ざんの結果、クリスが下した結けつ論ろんは───




ＧＭ：最終的に、クリスは候補地を三つにまで絞り込むことができた。

クリス：ＧＭ、タイタスで達成値を上げて、さらに絞り込めませんかね？

ＧＭ：いや、ここの情報収集ではこれが限界。

クリス：わかりました。……さっきのシーンで、ギヨームたちが調べた情報と併あわせると、何か見えてくるかもしれませんね。

大悟：さっさと合流した方がよさそうだな。

クリス：では、ハシム老に丁重に礼を述べて辞去しましょう。……むしろ、わたしたちと一緒にいらっしゃいませんか？

ＧＭ：「面白そうな申し出じゃが、わしの体力では足を引っ張るだけじゃろうて。知人の所にでも身を隠すことにするよ」

大悟：色々と助かったよ、爺さん。

ＧＭ：「いやいや。……そうじゃ、すまんがファティマ、荷物をまとめたい。カバンを持ってきてくれるかな？」ハシムの言葉を聞き、ファティマは素直に奥の部屋へと姿を消す。

クリス：あ。わたしも手伝いましょう。

ＧＭ：それはハシムが引き止めるよ。「まぁまぁ、ちょっと待ちなさい」

クリス：え？　戸惑ったように、立ち止まります。

ＧＭ：彼は言葉を続ける。「あれは少々頑なになってはおるが、根はいい娘じゃ。どうかよろしくな、ドイツの人と、日本の人よ」

クリス：……ええ、わかっています。

大悟：あの子の親父からも頼まれたことだからな。任せといてくれ。

ＧＭ：君たちの答えに満足そうに頷くと、ハシムは笑顔と共に次のような言葉を贈おくる。「アッサラーム　アレイクム貴方たちに平安あれ！」






ムスリムの女性が着る　イスラムの教えでは、女性は街中において顔や肌を隠さなければならない。全身をすっぽりと覆う被り物のことをイラクではアバー、イランではチャドルなどと呼ばれている。










◆Middle 05◆約束の地は……


Scene Player ──── フィン






　フィンたちは再び資料館に集まっていた。

　天の水みず瓶がめをひっくり返したかのような勢いで、雨あま粒つぶが窓を叩く。

　いずれは、窓ガラスをも割りかねないほどの激しさだ。




ＧＭ：次のシーンは、ファティマの資料館に再集合した場面から始まる。シーンプレイヤーはフィンね。

フィン：ほーい。じゃあみんなにナチスのことと、ギヨームの予言書に現れた地図のことをかくかくしかじかと話すよ。

大悟：そんじゃこっちが手に入れた情報も話そう。

クリス：神殿があると予想される場所は、三ヶ所まで絞り込むことができたわ。

フィン：嵐の中心と場所が一致する神殿があるはず……なんじゃないかと思うんだけど。

ギヨーム：では、私の予言書に描かれた地図と、その絞り込んだ場所を重ね合わせてみてはどうだろう。

フィン：どうなの、ＧＭ？

ＧＭ：うむ、ちょいと待ってな。カバンから地図を出すんで。

大悟：お。ビンゴっぽいな。

ＧＭ：（アラビア半島の地図を開く）地図を重ねてみた結果、バグダード北方に巨大な湖と、神殿の予想位置のひとつとがピタリと一いつ致ちする！

一同：おおー。

ＧＭ：（地図を指さしながら）場所はここね。名前はタルタル湖という。

クリス：なんだか可愛らしい響きですね。

ギヨーム：海老フライにかけると美味しそうな名前だ（笑）。

ＧＭ：ちなみに実在するよ。詳しくはファティマの口から説明しよう。「タルタル湖か……。かなり大きい湖だぞ。南北一〇〇キロメートルくらいで、東西はそれよりも短い……らしい」

フィン：〝くらい〟とか〝らしい〟ってなんだよ（笑）。

ＧＭ：俺も資料を当たって調べてみたんだけど、僻へき地ちなんでしっかりと調査されていないらしいのよ。雨期の増水で水みず際ぎわが頻ひん繁ぱんに変化するから数値が曖あい昧まいなんだって。

フィン：へぇー。

ＧＭ：一見しただけだと、海と勘違いしかねないほどでかい。その湖の中心に、神殿が沈んでいるものと推すい測そくされる。

フィン：よし、これでナチスを一歩リード……かな？

ギヨーム：神殿に関する情報戦ではな。さて、この勢いを駆かって神殿を探しに行くか、それともナチスを探して攻撃を仕掛けるか……。

大悟：ハルバッハたちを発見する目標値は30だっけか。失敗しても再挑戦できるんなら、とりあえず探してみるのもいいかもな。

ＧＭ：別に何度判定を試みてもいいけど、その分時間は浪ろう費ひしますよ。

クリス：ハルバッハも神殿の在あり処かに行き着いてしまうかもしれないわね。

ギヨーム：それに、嵐が刻こく々こくと強まっている以上、グズグズしてもいられないか。

大悟：よし、とっとと神殿とやらを拝おがみに行くとするか。

フィン：（ハンドアウトを読み返す）……そもそも、僕はナチスなんかより、エンリルの方が気になってるんだよね。というわけで賛成。

ＧＭ：みんなでタルタル湖に向かう、ということでＯＫみたいだね。移動方法はどうする？

フィン：バグダードに来たとき同様、ＭＩ６に車を用意して貰えばいいんじゃないかな。

ＧＭ：ふむ。では、彼らに連絡をつける、と。まぁ問題なくＯＫだろうな。

クリス：では、早速向かいましょう。……天候を見る限り、あまり余裕はなさそうよ。

ギヨーム：うむ、そうだな。

ＧＭ：最後にファティマは、窓から空を見て不安そうに呟く。「あんなにも美しかった太陽が見えない……。この雨は本当に止むのだろうか」

大悟：……止むさ。いや、俺たちが、この狂った雨を止めるんだ。

ＧＭ：「そうか……。ああ、そうだな」思い直したかのように、ファティマは強く頷いた。

大悟：行こうぜ、砂漠の太陽を取り戻しに！

一同：おう!!






タルタル湖　バグダードから北西の方角に実在する巨大湖。










◆Middle 06◆追う者、追われる者


Master Scene






　バグダード、裏うら路ろ地じ。

　地面を覆おおう雨水を跳はね上げつつ、ひとりの男が走っていた。

　その顔には、焦しよう燥そう感かんが滲にじんでいる。




ＧＭ：では次はマスターシーン。バグダードの人ひと気けのない路地を、イギリス人男性……ＭＩ６の要員が走っている。「……はぁっ、はぁっ、こ、ここまで来れば！」

フィン：あ、もうだめだなこの人（爆笑）。

ＧＭ：見み切きり早過ぎだろ。もう少し気づかってやれ。まぁ、結果はご想像の通りなんだが。彼の進行方向には、労働者風のイラク人男性が立ちはだかる。

ギヨーム：（いきなり情報部員）「……だ、誰だっ！」（笑）

ＧＭ：協力感謝（笑）。……すると、その男の体がグニャグニャと融とけ崩くずれ、次の瞬間、ヴォルフガング・ハルバッハの姿になる。

クリス：……道どう理りで見つからないわけだわ。

ＧＭ：そして、情報部員の背後にもハルバッハが姿を現す。背後には、兵へい卒そつと思おぼしき連中を引き連れて……。

ギヨーム：なるほど。ここで我々の情報が伝わってしまうわけか。

ＧＭ：そういうこってす。「彼らの神殿探索はどこまで進んでいるか、教えて欲しいんだ。……ハンス、この人が少し喋りやすいようにして差し上げろ」

大悟：またハンスか（笑）。

ギヨーム：（今度はいきなりハンス）「え、いいんですかい？　ヒーッヒッヒ！」舌なめずりしながら、ナイフをつきつける（笑）。

ＧＭ：（間髪入れず）「う、うう……タルタル湖へ行った。これ以上は言えん」

大悟：いきなりゲロったー!?（爆笑）

クリス：ま、迷わず核かく心しん部分を……。

ギヨーム：何が「これ以上は言えん」だ（笑）。

フィン：ＧＭＧＭＧＭッ！　いくらなんでもＭＩ６がバカ過ぎだっ！（笑）

ＧＭ：（驚いたような表情）そうだよ、その通りだよ。ついうっかり、口が滑すべった（笑）。

フィン：もっと格好よくしてやってください、先生（笑）。

ＧＭ：「もとい！　仲間を売るわけにはいかん！」（爆笑）

フィン：……「もとい」ってのが気になるが、まぁいいや（笑）。

ＧＭ：さて、情報部員が懐ふところに手をやって銃を抜こうとするんだが、それよりも早くハルバッハの指が彼の額ひたいに突きつけられる。

一同：…………？

ＧＭ：ハルバッハはぞっとするような笑みを浮かべながら囁ささやきかける。「僕はね、容た易やすく君の心に入り込むことができるんだ」……ここで彼は《異い能のうの指ゆび先さき》を使用する。

クリス：……エグザイルのエフェクトですね。

大悟：どんな効果なんだ？

ＧＭ：情報を脳から直接読み取ることができます。

大悟：げっ！




　ハルバッハの華きや奢しやな指先が、情報部員の額に突き込まれる。

　奇き妙みようなことに痛みも出血もない。

　ただ、ぞぶりぞぶりと脳を食はまれるような不ふ快かい感かんだけがあった。

　一方のハルバッハの顔には、恍こう惚こつとした愉ゆ悦えつの色が浮かんでいる。

　ややあって、ハルバッハは満まん足ぞく気げに頷いた。

「……見つけた。なるほど、タルタル湖に行こうとしているんだね」




ＧＭ：かくして、ハルバッハの下にタルタル湖の情報がもたらされました。次の瞬間、もう片方の手に握っていた短剣が一いつ閃せんし、情報部員の喉のど笛ぶえを切り裂く！

大悟：ひでぇことしやがる。

フィン：ううう～僕の仲間を！

ＧＭ：短剣についた血を舐なめ取ったハルバッハは、「飛行機の用意をするようにサビーネに伝えろ」と命令を下す。……というところでシーン終了だ。






《異能の指先》　エグザイルのエフェクト。対象の脳から直接、記憶を読み取る。










◆Middle 07◆蜂はちの一ひと刺さし！


Scene Player ──── フィン






　バグダード郊こう外がいにある空港。

　格かく納のう庫このひとつでは、ナチスの兵士たちが輸送機Ｊｕユンカース52の発進準備を行っていた。

　その様子を物もの陰かげから密ひそかに見つめる者が一名。

　英国情報部員フィン・ブースロイドである。




ＧＭ：さて、早さつ速そくだが君たちはタルタル湖へ───

フィン：ねぇねぇＧＭ、その前に相談があるんだけど。

ＧＭ：んー？

フィン：ナチスの連中、きっと飛行機で追ってくると思うんだよ。あいつら嵐を無視して飛べるみたいだし。

ＧＭ：うんうん、それで？

フィン：空港で張ってれば、待ち伏せできるかな？

ＧＭ：ふむ……確かに、サビーネが《折り畳み》している飛行機を発進させるにも滑かつ走そう路ろは必要だからなぁ。襲しゆう撃げきでもかけるつもり？

フィン：いや、ハルバッハや天命の書板がそこにあるとは限らないでしょ。……飛行機をブッ壊しておきたい。

ＧＭ：ほほー、なるほどね。

大悟：そりゃ考えたな。

ギヨーム：うむ、妙みよう案あんだ。

フィン：で、どうかなＧＭ？

ＧＭ：（少し考える）……いいだろう。じゃあ、フィンが破壊工作に向かうシーンを作ろうか。シーンプレイヤーはもちろんフィンだ。

フィン：よし。そんじゃあさっさと仕事を済ませちゃおう。

クリス：手伝いは必要？

フィン：んーと……（全員の侵蝕率を見る）とりあえず、僕だけで行ってみるよ。侵蝕率が上がりすぎると問題でしょ？

ＧＭ：では、格納庫に忍び込んだフィンは───




　フィンが見たところ、格納庫の中にサビーネやハルバッハの姿はない。

　───チャンスだ！

　迅速に輸送機を破壊すべく、フィンは背中のトランクに手を伸ばした。

　そこには、自慢の秘密兵器が隠されているのだ。




フィン：それじゃ、トランクを開けて電気をバチバチ放つ機械を取り出す。……《ショート》を使って飛行機の内ない部ぶ機き器きをイカレさせたいんだけど。

ＧＭ：これはごくごく普通の飛行機だからなぁ。目標値８としておこうか。

大悟：頑張れよー。

フィン：軽く成功。達成値15！

一同：おおっ！




　フィンのトランクから一筋の電でん光こうが走った。

　科学が生んだ稲妻が輸送機を撃つや否や、その内ない部ぶ機き構こうは瞬時に焼き切られた！




ＧＭ：うむ、一撃でブッ壊れたな。

フィン：よぉーし、よしよし！（ガッツポーズ）

ＧＭ：ただし、兵士たちも異変が起こったことを察知する。ひとりの兵士が君の方を指差して「あの物もの陰かげに誰かいるぞー！」と叫ぶが早いか、銃を構えて殺さつ到とうし始めるぞ。

フィン：さっさと逃げよう！　そこらに停とまってる適てき当とうな車に乗り込む！

ＧＭ：そう簡単に逃がすか。君が車にひらりと乗り込んだところで、ハルバッハは《主人への忠誠》を使用して、自分の従者をシーンに登場させる！

フィン：うわっ！　やっぱり従者だった！

ＧＭ：ま、完全に見破られてたしな。眼前で塵ちりがより合わさり、人の形を作り上げる。一瞬の後、それはハルバッハの姿となり、車の前に立ちはだかる！　ちなみに二体。

フィン：ヤバいヤバい。こいつら強くはないけど、戦闘で侵蝕率を無駄に上げたくない。

ＧＭ：ハルバッハたちは同時に口を開き、声をハモらせる。「「こいつは意外な侵しん入にゆう者しやだね。余計な小こ細ざい工くしてくれちゃって……メガ腹が立つ!!」」

フィン：ビビリながら言い返してやる。こ、これでおまえらの足は奪うばったぞ！

ＧＭ：「「これは総統閣下から拝はい領りようした特別でグレートな機体なんだぞ。それを壊すなんて……死刑死刑死刑！　死刑だっ！　ジャッジ・デス!!」」

フィン：とにかく逃げるっ！

ＧＭ：ここから離脱するなら、ハルバッハは〈運動〉で妨ぼう害がいする。君は〈運転〉判定で対決して、ふたりに勝ってね。どちらか一方でも失敗したら、即戦闘。

フィン：うー、うー、うー！　場合によっては誰か助けてねー！（笑）

ＧＭ：それじゃあまずはフィンの〈運転〉判定から。

フィン：くっそー、余分なエフェクトは使いたくなかったけど仕方ない。《鋼はがねの馬》と《ＭＡＸボルテージ》を組み合わせて判定のクリティカル値を下げる！

ＧＭ：ま、賢けん明めいだね。

フィン：これで５点もあがっちゃったよ……。ええと、達成値は23と17！　一気にエンジンを吹かして、ロケットスタートで離り脱だつ!!

ＧＭ：（２回判定を行う）……ちっ、全然追いつけん。「「まて、このテロリストどもー！　卑ひ劣れつ！　卑ひ怯きよう！　恥はじ知しらず！」」

フィン：おまえらに言われたくないっ！（笑）

ＧＭ：……というわけで、フィンは見事にナチスの足を潰した。修理するにせよ新たに調達するにせよ、一手遅らせることができたのは確かだ。

フィン：ふー、よかった……。

大悟：大だい活かつ躍やくだったな、フィン。

フィン：とりあえずこれで、ナチスの動きを鈍にぶらせることができたかなぁ。

ＧＭ：（意地悪そうに笑って）さて、どうだろうね。サビーネがもう一機《折り畳み》していないとも限らないよ。

フィン：くー、それがネックなんだよね。

ギヨーム：それを考えては始まらない。ともあれ、早く合流しよう。

フィン：うん、そうする。




　車のエンジンを限界まで酷こく使しし、ナチスの追つい撃げきを振り切ったフィン。

　念には念を入れ、適当な所で車を乗り捨ててから、大悟たちとの合流地点へと歩き出す。

　この破壊工作が功こうを奏そうすることを願いながら、フィンはバグダードの裏路地へと消えていくのだった……。







◆Middle 08◆埋うめきれぬ溝みぞ


Scene Player ──── 大悟






　───月の夜は、〝銀の絨じゆう毯たん〟と讃たたえられたものだが……。

　宿の小さな窓から砂漠を見やり、大悟は溜ため息いきをついた。

　眼がん前ぜんに広がるは、雄ゆう大だいな砂の海ではなく、無む残ざんな泥でい濘ねいの山。




ＧＭ：お次はタルタル湖へと向かう途中のシーンだ。シーンプレイヤーは大悟。休きゆう憩けいのために立ち寄った集しゆう落らくで、今夜の宿を取ったところだ。
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大悟：あいよ。

ＧＭ：深夜、大悟だけはふと目が覚めてしまったところから始まる。

大悟：寝酒でも……って、ここで酒は御ご法はつ度とか。食堂に行って、水かコーヒーでも飲むとしよう。

ＧＭ：ふむ、では君が食堂に向かうと、そこではファティマがひとり、物思いに耽ふけりながらコーヒーを飲んでいる。

大悟：起きてたのか。軽く手を上げて挨あい拶さつする。

ＧＭ：（こくりと頷く）彼女は手元のポットからコーヒーを注ぎ、君の前に置く。「砂糖と羊の乳ちちがたっぷり入ったコーヒーだ。疲れが取れるぞ」

大悟：ありがたくいただこう。……昔、ロレンスにも飲ませて貰もらったことにしていいかな？

ＧＭ：ＯＫ。その方が話を切り出しやすいでしょう。

大悟：美う味まいな。ロレンスと飲んだヤツと同じ味だ。

ＧＭ：「ああ。私も、何度も一緒に飲んだ」

大悟：なるほどねぇ。

ＧＭ：「ロレンスの援えん助じよでイギリスの学校に通っていたころはなかなか飲めなかったがな。まぁ、向こうの紅茶も悪くはなかった」

大悟：イギリスに留学してたんだっけか。じゃあ、その頃のことを色々聞いてみよう。彼女が、どうしてこんなに頑かたくなになってしまったのかわかるかもしれない。

ＧＭ：ふむ。ぽつぽつと話してはくれるが、話し振ぶりは決して嫌いやそうじゃない。

大悟：そうなのか。てっきり、当時嫌がらせでも受けたのかと思ったが……。

ＧＭ：「色々と嫌なことを言ってくる人間もいた。……だが、善よき学友にも恵めぐまれ、多くのことを学ぶことができた」

大悟：そうか。そいつは大切な想い出───

ＧＭ：（遮さえぎるように）「……もっとも、今ではもう当時の学友と連れん絡らくをとることもないがな。いや、とるわけにはいかない」

大悟：そりゃまたどうして？

ＧＭ：「彼らは西洋人だ。根こん本ぽんにおいて、分かり合うことはできない」

大悟：…………。そんなことはないだろう。

ＧＭ：「私も以前は気づかなかったさ。だが、様々なことを学んでわかった。誇ほこり高たかくあるべき同胞は金で魂たましいを売り渡し、西洋の連中はアラビアを植しよく民みん地ちとしか見てはいない！」

大悟：じっと彼女を見つめながら、話を聞こう。

ＧＭ：「欧州の国々は、ことあるごとに二に枚まい舌じた、三さん枚まい舌じたを使い……アラビア半島を自分たちの権けん益えきの手段にしている。こんなのは独立じゃない。体ていのいい植民地だ！」

大悟：…………。

ＧＭ：「私は、いずれこの状況を打だ破はするために立ち上がる。祖国を真の意味で解かい放ほうするために命を捧ささげよう。……たとえ死すとも、後こう悔かいはない」

大悟：そんな生き方……いや、死に方が、〝戦士フエダイーン〟って奴なのか？

ＧＭ：「ああ。これが、この国を愛したロレンスに娘の私がしてやれる唯一の恩返し。そして私の……運命だ」

大悟：運命……運命と言ったのか？

ＧＭ：「ああ、そうだ」

大悟：やれやれ。溜ため息いきをついてから、ファティマの目を見つめながら言おう。……ロレンスは本当にそんなことを望んでいたのかな。

ＧＭ：「……どういう意味だ？」ファティマの声と表情は、少し強こわ張ばっている。

大悟：生き方は君の自由さ。けれど……そんな死に方をロレンスが喜ぶとは思えない。親としては君に生き延のび、幸せになってもらいたいと願っていたはずだぜ？

ＧＭ：「……違う。そんなはずはない」

大悟：……ファティマの目を黙だまって見つめる。

ＧＭ：厳きびしい表情で君を睨にらみ返す。……が、やがて苦しそうに顔を背そむけてしまう。
















大悟：ここで、ロレンスのあの言葉を伝えよう。……ファティマ。運命なんてものはないNothing is writtenんだぜ？

ＧＭ：その言葉を聞き、ファティマははっとしたような表情になる。「その言葉、ロレンスがよく言っていた……」

大悟：君はロレンスの娘だが、ロレンス本人じゃないんだ。

ＧＭ：「むっ……」

大悟：「自分で選んだ人生を歩むんだ。幸せな人生を」……これが、ロレンスが俺に託たくした、君への言葉だ。

ＧＭ：（小声で呟つぶやくように）「……に……が……かる」

大悟：うん？

ＧＭ：（振ふり絞しぼるように）「お前に何がわかるっ……！　民族も、宗教も、何もかもが違うお前に……何がわかるというんだっ……！」

大悟：ファティマ……。

ＧＭ：「外からならば好きなようにいえるな、日本人」

大悟：黙って、悲しそうな表情で見つめよう。

ＧＭ：沈ちん黙もくが降り……ファティマは冷れい静せいさをとりもどす。その表情には後こう悔かいの色がある。「少し、熱くなってしまったな。だがこれは……偽いつわらざる本音だ……」

大悟：…………。

ＧＭ：「ダイゴ。君は……君たちはとてもいい人間だ。けれど結局……我々とは住む世界が違いすぎる。わかってはいたことだが……なぜか寂さびしいな」

大悟：むぅ、これはどう声をかけたものか……。

ＧＭ：逡しゆん巡じゆんしていると、ファティマは君の顔を見ようともせず自分の部屋へと去っていく。……ここでシーン終了だ。




　ふたりの間に生しようじた溝は、深い。

　降り続ける雨の陰いん鬱うつな響ひびきは、まるで彼らの心しん情じようを代だい弁べんするかのようであった……。







◆Middle 09◆神殿、目め覚ざめる！


Scene Player ──── ギヨーム






　タルタル湖。

　雨あめと泥でい土どに塗まみれながら、ついにギヨームたちは目的の場所へと辿たどりついた。

　だが、求める〝神殿〟などどこにも見当たらない。

　ただ、激はげしい雨に煙けむる湖こ面めんが広がるのみだ。




[image: ]




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはギヨーム。激はげしい雨に煙けむるタルタル湖へと辿りついたところからスタートだ。他のみんなも登場してくれ。

ギヨーム：やっと到着か……。

ＧＭ：なお、君たち、特に大悟に対するファティマの態たい度どが少々ぎこちない。理由は前のシーンね。

ギヨーム：大悟にこっそり聞こう。天花寺、昨さく夜や、何かあったのか？

大悟：ああ。ちょいとな。……柄がらにもない説教が、悪かったらしい。

ギヨーム：そうか。……まぁ、今は神殿のことが先決だ。

大悟：……そうだな。

クリス：ええと、湖に何か変わった点は？

ＧＭ：湖全体が、ぼうっと淡あわい輝かがやきを発している。湖こ底ていの方からの光が漏もれているようだ。

クリス：予想通り、ここで正しかったようね。近づいてみます。

ＧＭ：湖に近づくにつれ、君たちの持つ書板が輝き出す。そして、各々の書板から一筋の光が湖中へと伸びていく。

ギヨーム：我々を導みちびいているのか……？

フィン：それにしたって、湖の中でしょ。一体、どうやって中に入ればいいの？

大悟：やる気マンマンの俺は、もう準じゆん備び体たい操そうしているぞ（笑）。

ギヨーム：生身で潜る気だーっ！

大悟：これしかないだろ？　ＧＭ、潜ったら溺おぼれて即そく死しなんてことはないよな？（笑）

ＧＭ：そりゃまあ大丈夫ですが。かなりきつい〈運動〉判定ってとこですかね。

フィン：……あ！　潜せん水すい服ふくとか〈調達〉できない？

ＧＭ：それに気付くのはちょいとばかり遅かったな。こんな僻へき地ちじゃ、ちょっと無理だ。

フィン：（悔くやしそうに）しまったなぁ……うっかりしてた。なんか忘れてるような気がしてたんだよなぁ。

大悟：しょうがないさ。

ギヨーム：話によると、天命の書板が神殿を動かす鍵になるそうだが……。

大悟：んじゃ、とりあえず全部抱えて潜ってみるわ。えいっ、ざぶーん。

ＧＭ：潜りましたか。では、湖の中は暴走する神殿の影響か、そこかしこで渦うずが発生し、視界も悪い。だが、湖こ底ていで輝く光だけはハッキリと見える。

大悟：流されないように気をつけつつ、その光を辿っていこう。

ＧＭ：それでは目標値18の〈運動〉判定。失敗すると、巻き込まれてダメージを受ける。

大悟：18か……《電光石火》と《影かげ走ばしり》を組み合わせよう。とりゃっ……よし、23！　巧みな体捌きで、渦に乗るようにして湖底へと向かうぜ。

ＧＭ：お見事！　では、どんどん潜っていくと、やがて硬かたい構こう造ぞう物ぶつにブチ当たる。途と方ほうもなく巨大な物で、全体がぼんやりと輝いている。

大悟：こいつか？　……とりあえず書板をかざしてみよう。

ＧＭ：すると、その書板は激しく輝き始め、表面から光線がすぅっと伸びてゆく。

一同：お？

ＧＭ：そして、書板の輝きに呼応するように、巨きよ大だい構こう造ぞう物ぶつの壁も自ら光を発し……同時に、激しく揺ゆれ始める！




　激しい振動と共に、湖底より巨大な建築物が浮上する！

　エジプトのピラミッドを髣ほう髴ふつとさせる、階段状に組み上げられた巨体。

　これこそはジッグラト、メソポタミアの人々が崇あがめし聖せいなる巨きよ塔とう！

　天よ、地よ、人よ、驚きよう愕がくするがいい！

　遙はるか遠い歴史の彼かな方たに埋うもれた大たい神しんエンリルの神殿が、今ここに復活を遂とげたのだ！




ＧＭ：……かくして、永ながき眠りから目覚めたエンリル神殿は、タルタル湖の水面を割って浮上し、その巨体を顕あらわにする！

一同：おおお～～っ！
















ＧＭ：神殿全体を覆おおっていた輝きは、やがて頂ちよう上じよう付近に集まる。そして天へと向けて一筋の光の柱が伸び……上空で巨大な竜巻を形成してゆく。

フィン：本格的に動き始めた!?

大悟：じゃあ、水面から顔を覗のぞかせて、こりゃヤバそうだなと呟こう。

ギヨーム：天花寺、早く中へ向かわねばならないようだぞ。

大悟：ああ、らしいな。

ＧＭ：書板に対応する七つ扉があるのだが、君たちが持つ〝雷〟〝風〟〝炎〟〝氷〟の四つの門だけが開いている。

ギヨーム：どれかを選べと？

ＧＭ：そういうこと。バラバラに入ってもいいけどね。ちなみに、どこから入るかによって次のシーンの展開が変わるよ。

クリス：……あからさまに罠わなが仕掛けられている気配がするわね。

フィン：ていうか、こんな怪あやしげな遺跡、罠がないはずがない（笑）。

ギヨーム：これはやはり、それぞれの属ぞく性せいに対応したシンドロームで攻撃されたりするんじゃないだろうか。前回、〝炎〟の書板を取りに行った遺跡でも似たようなことがあったし。

ＧＭ：さてさて、どうだろうねぇ（笑）。ま、なんにせよ簡単に最深部まではいけないと思ってくれていいよ。

大悟：……さて、どの入り口から入ったもんかな。

クリス：とりあえず、どの門がどのシンドロームに対応しているか予想してみましょう。

フィン：うーん……。風ってのは、なんかハヌマーン・シンドローム関係っぽいんだよな。

大悟：だとすると、どうなる？

フィン：大悟兄ちゃんと同じく、装甲値無視攻撃してきそう。

大悟：おお。そいつは怖いな。

クリス：となると、雷はブラックドッグで、炎と氷はサラマンダーね。

フィン：たぶん。

ギヨーム：（ルールブックを読みながら）そのふたつだと、装甲値無視エフェクトはないな。せいぜいサラマンダーに、少々の実ダメージを与えるのがあるくらいだ。

クリス：それじゃあここは……雷が一番無ぶ難なんでは？

フィン：でも、ブラックドッグって、基本のダメージが高めなんだよね。

ギヨーム：うう～む悩ましい。

ＧＭ：そうやって迷っていると、南の空からかすかに飛行機のエンジン音が聞こえてくることに気付くよ。

クリス：……きっとハルバッハたちだわ！

大悟：ちっ、さすがに早いな。ここで迎え打つか？

ギヨーム：（少し考え）……それはどうだろうな。

大悟：ふん？

ギヨーム：向こうは、従者も含めて分ぶん離り行こう動どうができるだろう。逆にこちらが足止めされてる隙に、本隊が中へ行ってしまうんじゃないかな。

大悟：あー……。それもそうか。とにかく、さっさと中に入るか。

ギヨーム：どれを選ぶね？

クリス：雷でいいと思うわ。

ＧＭ：みんなそれで異い存ぞんはない？

一同：（こくりと頷く）

ＧＭ：では君たちは、雷の門を通って神殿内へ足を踏み入れるのだった。




　幾いく星せい霜そうの時を経て、再び地上に出現したエンリル神殿。

　一体、この中には何が待ち受けるのか？

　期待と不安を抱きつつ、扉をくぐる大悟たちであった。






《影走り》　ハヌマーンのエフェクト。超人的な運動能力を得る。

ジッグラト　メソポタミア文明において煉瓦を用いて階段状に築かれた聖塔。










◆Middle 10◆神の胎はら


Scene Player ──── クリス






　〝雷〟の門から神殿内に入った一向は、直線の廊ろう下かをつき進んでいた。

　内部は石造りの室むろのようになっており、死の静せい寂じやくに包まれている。

　鈍にぶい硬こう質しつの光こう沢たくを放つ壁は、神話の世界を表現するレリーフで埋うめ尽つくされている。




ＧＭ：次は神殿内部でのシーンだ。シーンプレイヤーはクリス。

クリス：定てい番ばんとして、やはり天井が自分で光ってたりするんでしょうか？

ＧＭ：いかにもその通り（笑）。天井と床からは、柔らかい緑色の光が放たれている。また、長年水中に沈んでいたというのに、どこにも浸しん水すいの跡あとは見当たらない。

ギヨーム：ふむ、さすがは神々の遺産か……。どのような技術によって造られているのか、見当もつかんな。

クリス：確かに、とてつもなく強いヴリルパワーを感じるわ。この建物は、ピラミッドパワーでヴリルを増ぞう幅ふくしているのね。……もちろん、適当言ってるんですが（笑）。

ＧＭ：ファティマも驚おどろいている様子だ。「このような遺跡、見たこともない。外見は普通のジッグラトなのに、内部は完全に違う……これは本当に〝神〟が造った物なのか……？」

大悟：……もしかしたら、今見つかっている遺跡の大半は、〝神〟とやらが造ったものを後世の人間が真ま似ねしただけなのかもしれないぜ。

クリス：それは面白い推すい論ろんね。

大悟：ただの当てずっぽうだけどな。

ＧＭ：さて、そうやって君たちが進んでいくと……。

クリス：あ、待ってください。ＧＭが罠とか言い出す前に隊たい列れつを宣言しておきましょう。

大悟：よしみんな、ギヨームの回りに集まっておくんだ（笑）。

ギヨーム：諸君、私のカバーリング……もとい防御魔術が届く位置にいなさい。

フィン：ビクビクしながらギヨームのマントをひっつかんでる（笑）。

ＧＭ：そんなに構えんでもいいのに。さて、君たちがしばらく進むと、一ひと際きわ大きなホールのような空くう洞どうに行き当たった。そこでは、巨大な立りつ方ぽう体たいの石が幾いくつも宙ちゆうに浮ういている。

一同：はぁ？

ＧＭ：君たちの見ている前で立りつ方ぽう石せきはスーッと空中を滑すべるように移動し、別の立方石と衝しよう突とつする。すると、蒼あお白じろい雷いかずちが生まれ、天井の穴へと吸い込まれていく。

クリス：これは……雷が造られている……？

ＧＭ：壁に刻まれた楔くさび形がた文も字じを読んだファティマが教えてくれる。「『すべての雷はここより始まる。エンリルと契けい約やくせし王、雷の力を得るであろう』と書かれているな」

フィン：これがエンリル神殿の機能のひとつかぁ……。

ＧＭ：ちなみに、《イオノクラフト》のエフェクトを使って浮ふ遊ゆうしているという設定になっている。

クリス：おお、しっかりとデータ的な裏づけが（笑）。

フィン：となると、この石全部オーヴァードかぁ。

ＧＭ：エンリル神殿中枢の命令をうけて石が稼動し、どんどんブラックドッグのエフェクトを使って雷を作り出しているようだ。

大悟：天命の書板が七枚だから、こんなスゲェ仕掛けが七つもあるわけか……。

ギヨーム：他の門から入ると、やはり似たような仕掛けに出くわしたのかな？

ＧＭ：入り直してみる？

ギヨーム：いや、結構（笑）。

ＧＭ：そうか。さて、このホールは床にぽっかりと大穴が開いている。遙か向こう側に通路は続いているんだけど、ざっと見たところ、そこに行く道がない。

大悟：……どういうことだ、こりゃ？

フィン：まさか、石から石へ飛び移れと。〈運動〉判定しろと。

ＧＭ：他に何か有ゆう効こうな方法があるなら、それでもいいけど？

フィン：誰か、空を飛べるようなエフェクト持ってる？

一同：…………。

大悟：残念ながら持ってねぇな。

クリス：これは、なんとか飛び移っていくしかないわね。ＧＭ、どんな判定が必要になりますか？

ＧＭ：目標値は７の〈運動〉判定。失敗すると、浮遊する雷に接せつ触しよくしてしまいダメージを受ける。

クリス：きゃー。

ＧＭ：成功すると、立方石に飛び移りながら移動することができる。三回分移動したら、安全な場所へと辿たどり着ける。

クリス：まるでアクションパズルのようだわ。

フィン：（恐る恐る）あのぅ……〈運動〉判定は、やっぱり各自がやるの？

ＧＭ：そりゃもちろん。

クリス＆フィン：あああ……（頭を抱える【肉体】１のふたり）。

ＧＭ：なお、まとめて移動する場合、一回余分に移動するごとに、目標値が３上昇する。例えば、二回分を一気に移動する場合の目標値は７＋３で10になる。

ギヨーム：別に、ひとつひとつ慎重に渡っていけばいいんではないか？

ＧＭ：……そうはいかない理由があるのさ。突如、君たちの後方から銃弾が飛んでくる！




　弾かれるようにして、一向は背後を振り返った。

　30メートルほど離れた場所に、両腕を機械化した女性のナチス士官が立っている。

　サビーネ・ルーデル少尉であった。




ＧＭ：サビーネの義ぎ手しゆの銃じゆう口こうからは硝しよう煙えんがたなびいている。「なんとか追いつけたな。さて、お前たちはここで足止めだ。リタイアしてくれてもいいがな」

クリス：くっ、こんなところで！　……ハルバッハは？

ＧＭ：いない。サビーネひとりだ。

大悟：言葉どおり、足止めなんだろ。大方、ハルバッハは別の入り口から入ったんだろうよ。

ＧＭ：サビーネは巧こう妙みように距離をとりながら、銃弾をばら撒まいて君たちの妨ぼう害がいに徹てつしている。彼女が存在している間は〈運動〉判定に２個のダイスペナルティね。

一同：うぇー！

ギヨーム：……やれやれ。ルーデル君、君ほどに美しい女性がこのようなことに人生を浪費するのはもったいないな。

ＧＭ：「勤きん務む時じ間かん中ちゆうは兵士でいいさ。女に戻るのは非ひ番ばんのときだけで十分だ」

クリス：（考え込んでいる）妨害にだけ徹するということは……。

フィン：どうしたの？

クリス：ＧＭ、《インスピレーション》を使用します。ここで時間をかけると、ハルバッハが先に神殿の最深部に到とう達たつするでしょうか？

ＧＭ：……答えはＹＥＳ。

クリス：やっぱり。みんな、ここは一気に攻撃して彼女を倒してさっさと通路の奥に進むべきだわ。ハルバッハに先を越されてしまう。

大悟：俺が近づいて殴って、すぐに駆け戻るか？

クリス：それがいいかもしれないわね。……いえ、わたしも攻撃に参加するわ。

ギヨーム：エッシェンバッハ君、ただでさえ〈運動〉は苦手だろう？

クリス：そこは大悟かギヨームに抱えてもらえばいいんじゃないかしら？

ギヨーム：おお。なるほど。

大悟：よし、それで行くか！




　第１ラウンド、クリスの銃弾と大悟の拳がサビーネに叩き込まれる。

　だが、強きよう靭じんな義手により、ダメージの大半は弾かれてしまった。

　攻撃力に乏とぼしいギヨームとフィンは様よう子すをうかがいながら行こう動どう放ほう棄き。

　続く第２ラウンド。

　時間の浪ろう費ひを恐れたクリスは、攻撃に組み合わせるエフェクトを増やし、ダメージの増大を図った。

　彼女のアサルトライフルから吐き出された弾丸は───




クリス：達成値は……41！

ＧＭ：くっ、高いな。受けは成功してるけど……。

クリス：34点ダメージ、装甲無視！

ＧＭ：げっ。ちょうどＨＰ０！

フィン：やった！　……とどめ、どうする？

クリス：…………。この人は本当の敵じゃないわ。それに、とどめをさしている時間が勿もつ体たいないもの。

ＧＭ：クリスがそう呟くと、サビーネは「やれやれ、甘いことだ」と苦笑しながら《魂たましいの錬れん成せい》で［昏こん倒とう］から復活する。

クリス：あう、時間が……。

ＧＭ：とはいえ、もう限界だな。「貴様らが相手だと、どうにも給料分の仕事もできなくて困る。……まぁいい」

クリス：できればもう戦場では会いたくないわね。

ＧＭ：「ひとつだけ忠ちゆう告こくしておいてやるが、貴様らはハルバッハ少佐に……いや、アレには勝てんぞ。命が惜おしくば、今のうちに逃げておくことだな」

フィン：なに言ってんのさ。あいつ、たいしたことないじゃん。

ＧＭ：「侮あなどって死ぬのは自由だ。では、さらばだ」切きり札ふだの《魂の錬成》を使ってしまったので彼女はクライマックスフェイズには登場しない。くそ～、３ラウンド稼かせげばハルバッハが先行できたのに！

ギヨーム：おお、上手く行ったな。

ＧＭ：（意地悪そうに笑って）だが、石いし渡わたりに手て間ま取どれば結果は一緒だ。ラウンド進行はこのまま続けるよ。

大悟：なぁに、ここで一気に渡っちまえばいいさ。

フィン：三回分まとめてだと、７＋３＋３で目標値13だね。

クリス：わたしはもう行動が終わってるのよね。

大悟：ＧＭ、移動しながら途中でクリスを抱かかえることはできるか？

ＧＭ：ふむ……（少し考える）では、人を抱えるダイスペナルティは１個としよう。ファティマも抱えていくから、合計ダイスペナルティは２個。

大悟：……ま、なんとかなるか。

フィン：あの、僕は？（笑）

ギヨーム：ふむ、では私がブースロイド君を抱えよう。

ＧＭ：そんじゃ大悟とギヨーム、改めて目標値13の〈運動〉判定をどうぞ。

ギヨーム：ダイスは５個……１個10が出た！　もう一回振って……14。セーフ。

大悟：俺は《影走り》と《電光石火》を使う。ダイス６個振って……２個クリティカル。技能レベルも足して、達成値17！




　大悟はクリスとファティマを、

　ギヨームはフィンを、

　それぞれの手に抱え、ふたりは立方石目掛けて跳ちよう躍やくした。

　空中に浮かぶ雷らい球きゆうをやり過ごしながら次々と飛び移ってゆく。




ＧＭ：うむ、ふたりとも華か麗れいに成功したな。

大悟：ハルバッハの奴も最深部に向かってるって話だ。先を急ごう。

ギヨーム：うむ、そうだな。私の予言書にも「急げ急げ」と記されている（笑）。

ＧＭ：では君たちは更に奥へ向かって駆け出すのだった……というところでシーン終了。






《イオノクラフト》　ブラックドッグのエフェクト。宙に浮いて移動する。

《魂の錬成》　モルフェウスのエフェクト。死から蘇ることができる。










◆Middle 11◆我が名はエンリル


Scene Player ──── フィン






　エンリル神殿、最さい深しん部ぶ。

　そこは半形50メートルほどの円形のホールになっていた。

　中央には、急な傾けい斜しやの階段状の塔が立ち、頂上付近には輝く球体が浮かんでいる。




ＧＭ：さて、ミドルフェイズ最後のシーンは君たちがエンリル神殿最深部へと辿りついたところから始まる。シーンプレイヤーはフィン。

フィン：ナチスは？

ＧＭ：まだ姿を現していない。

フィン：よしっ！

クリス：前のシーンで急いだ意味があったわね。

ギヨーム：……しかし、あの球体は一体……？

ＧＭ：君たちが室内に足を踏み入れると、脳内に何者かの声が響く。最初は意味不明の音声だけど、徐じよ々じよに意味がわかるようになってくる。

クリス：脳内に直接語りかけている？　テレパシー？

ＧＭ：そんな感じだ。「来らい訪ほう者しやよ。我われと契けい約やくを交かわし、新たなる〝王〟となるか？」

フィン：そっか、とりあえず王ってのになれば、神殿を動かせるんだよね。ナチスの連中も、それで撃退できるかもしれない！

ＧＭ：すると「フィン・ブースロイド。汝なんじ、王を望むか？」と問いかけてくるよ。

フィン：なんで名前まで!?

ＧＭ：エフェクトで心や記憶を読み、的てき確かくな答えを返していると思ってくれ。

大悟：こいつ、キャラクターだったのか……。

ＧＭ：しばらくすると、エンリルは厳おごそかな声で宣言する。「汝らのいずれにも〝王〟の資し格かくが認められない。この場より退たい去きよするがよい」

ギヨーム：資格とはなんだね？

ＧＭ：「王となれるのは、古く強き血を持つ者のみ」

ギヨーム：……よくわからないが、それを持たない者が契約するとどうなる？

ＧＭ：「資格なくして玉座を望む者は、一いつ瞬しゆんの栄光の後、死の罰ばつが与えられるであろう」

一同：…………。

フィン：じゃあ訊たずねよう。そもそも、王とか神殿とかってなんなのさ。

ＧＭ：「王とは、世界の制御に必要な〝思考〟を司る中枢セントラル。王の望みに応じ、我は力を振るう。我は王の道具にして力。すなわちエンリルと呼ばれる神」

大悟：……その王座も、現在は空席ってわけか。

ＧＭ：「第八代セントラル・コア〝ウバル・トゥトゥ〟の精神は疲ひ弊へいし、既に消失している。世界の完全な制御には、新たな中枢と生せい体たい素そ子しが必要だ」

クリス：生体……素子？

フィン：なんかキナ臭くなってきたぞ（笑）。その素子って、何？

ＧＭ：「人間そのものである。捧ささげられた人間は粒りゆう子しへと還かん元げんされ、我が神殿を動かすためのエネルギー、あるいは情じよう報ほう処しよ理りの補ほ助じよ脳のうとして消しよう費ひされる」

フィン：ええと？　それって、こいつを動かす燃料に人間の生いけ贄にえが必要ってこと？

ＧＭ：「その通りだ。世界の維い持じと運うん営えいには莫大な生命エネルギーが必要なのだ」


フィン：ちょっと、なんだよそれ!!

ギヨーム：人間を捧げることによって成立するシステムか……。だが、それ以上の数の人間が繁はん栄えいを享きよう受じゆできたのだろうな。

ＧＭ：「いかにも。初代セントラル・コア〝アルリム〟の起動と共に捧げられた数十万の知性体は、二万八千八百年分のエネルギーへと還元された」

大悟：おいおい。王名表の記述だと、王ってのはそれぞれ数万年単位で生きてたよな。……その度たびに、そんな多くの人間が殺されたのか？

クリス：一体誰がこんな物を造り上げたの！

ＧＭ：「第一創造者フアースト・クリエイターに関する情報は我に与えられていない。我はエンリル。七つの天命のトウプシ書板マテイによって、世界を制御・管理・運営・構築する者」

大悟：こんなバカげた代物、放っておけるかよ。……こいつをブッ壊しゃ、今の嵐も収まるんじゃねぇか？

フィン：それは手っ取り早いけど……。質問してみよう。エンリル、おまえが破壊されると、何が起こる？

ＧＭ：君たちの前に地球の立りつ体たい映えい像ぞうが浮かび上がり、アラビア半島全域が沈む様子が再現される。「我の破壊に伴ともなうエネルギーの暴ぼう走そうは、地上に甚じん大だいな被ひ害がいをもたらすと予想される」

一同：……。

大悟：ダメ、か……。

クリス：あなたの機能を停止させる方法は？

ＧＭ：「王名表を示せ。ただ、王の名が我を目覚めさせ、そして眠りへと誘う」

クリス：肝心の品は、今ナチスの手にあるのよね……。

フィン：……そういえばさっき、資格なくして云々の後、「一瞬の栄光の後」とか言ってたよね。資格がなくても、一瞬なら〝王〟になれるの？

ＧＭ：「いかにも。だが、その愚おろかさは確実な死で報われるであろう」

クリス：その一瞬を利用して、停止命令を下すとか……。うう～ん、でも死ぬんですよね？

ＧＭ：やってみる？

クリス：い、いえ……。




　エンリルを止めねば世界が滅ほろぶ。

　あるいはナチスの手に渡れば、やはり破滅の未来が待っている。

　しかし王名表がない以上、エンリルを停てい止しさせるには誰かが犠ぎ牲せいになるほかはない……。




ＧＭ：君たちが黙り込んでいると、ファティマが何かを決けつ意いしたように一歩前へ踏み出す。「……私がやろう」

大悟：……バカなことを言うな。

ＧＭ：「これを停止させれば、世界すべてが滅びることは防げるのだろう？」

フィン：そりゃそうだけどさ！　そんなことしたら、あんたが死んじゃうじゃん！

ＧＭ：「だが、少なくともロレンスの愛したアラビアの大地は守れる。……そうだな、これが私の運命という奴だろう」

一同：…………。

大悟：やめとけよ、ファティマ。そんな死に方つまらねぇぜ。

ＧＭ：「つまらない、だと……？」

大悟：ああ、つまらねぇさ。なんもかんもひとりで背負った気になって、親の想いとも向き合わねぇで手て前まえ勝かつ手てに自じ己こ犠ぎ牲せいってのは……ただの犬死にだ。

ＧＭ：「犬死に……だと？」ファティマの声に、明らかな怒気が混ざる。

大悟：いいか、戦って死ぬなんてなぁ簡単だ。それより、過酷に懸命に何かを守って生き続けることの方がずっと難しいんだぜ？

ＧＭ：「生きる方が難しい？　まさか。私の辿るべき運命は……祖国の……為に……」

クリス：……ファティマ。自分が信じたもの以外のすべてを否定するのは、ナチスと変わらないわ。

ＧＭ：（弱々しい声で）「……奪うつもりなのか、君たちは」

クリス：えっ？

ＧＭ：「ここで戦士として見事に散れば、私の魂はロレンスと同じ場所へと召されるだろう。その望みまで、どうか……奪わないでくれ」




　ファティマがこんなにも弱々しい表情を見せたのは初めてだった。

　ロレンスの死以来、ずっと閉ざしてきた感情が溢れて止まらない。

　敵てき意いで己を鎧よろえば、世界は単純で生き易かった。

　それを運命と思って生の喜びをあきらめれば、失望に涙することもなかった。

　───なのにどうしてこの連中は……大悟という男は、人の心の奥にまで踏み込んでくるのだろう。




大悟：……辛かろうがなんだろうが、最後まであがいて生きてみせろよ。少なくとも君のロレンスはそういう男だったぜ。

ＧＭ：「…………」ファティマは俯うつむき、じっと押し黙っている。

大悟：「ロレンスは君の幸せを願っていた。その幸せってのは、こんなところで勇ましく命を捨てることなんかじゃ……絶対にない。そんなのが運命であってたまるか」

ＧＭ：「だが、これしか方法は……！」

大悟：簡単さ。今からやってくるナチ公をブチのめして、王名表を奪うばい返せばいい。

ＧＭ：ファティマは君の瞳をきっと見据え、問いかける。「『運命なんてものはないNothing is written』……。信じていいのか」

大悟：少なくとも、ロレンスはそう信じていたぜ。

ＧＭ：「……いいや、違うんだ。今度は君自身に聞いている。ロレンスではなく、天花寺大悟というひとりの男に」

大悟：もちろんだ。俺と、俺たちを信じろ。もう一度言う。「運命なんてものはないNothing is written」。




「運命なんてものはないNothing is written」

　幼おさない頃、ファティマは確かにこの言葉を愛していた。

　そう言い切れる、ロレンスの強さが好きだった。

　そして今、目の前の大きな東洋人の口から同じ言葉が紡つむがれた。

　とても……とても力強い響きだった。

　絶対の保証を得たような、そんな気さえしてくるではないか。




ＧＭ：ファティマは君の手をとり、しっかりと握り締める。「わかった。君たちにすべてを委ねる。どうかナチスを倒し……この大地を守ってくれ！」

大悟：ああ、任せときな。

ＧＭ：そして、君に預けた守り刀をぽんぽんと叩く。「この刀にはロレンスと……それから私の想いがこもっている。それを忘れるな」

大悟：はは、わかってるよ。こいつの前でブザマな戦いはできねぇからな。

クリス：では、ここで声をかけておきます。大悟、そろそろハルバッハたちが到とう着ちやくする頃よ。

大悟：よぅし……いっちょ暴れるとするか！

一同：おう！











CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆王の帰還かん！


Scene Player ──── 大悟






　神殿最深部、エンリルの間。

　大悟たちは万ばん全ぜんの態たい勢せいを整え、ハルバッハを待ち受けていた。

　外界の嵐の勢いがどれほどか、今は知る由よしもない。

　世界を救う術すべは、ただひとつ。

　迫り来るナチスを打ち倒し、王名表を取り戻すのみ！




ＧＭ：いよいよクライマックスだ。珍めずらしいことに、やってくる敵を君たちが待ち受けるという形になるね。配はい置ちは自由にしていいよ。

大悟：そんじゃ俺は、真ま正しよう面めんで待ち構えるか。

ギヨーム：私は大悟と同じエンゲージにいよう。最強の盾たてと矛ほこだ（笑）。

ＧＭ：ちなみにファティマは中央部のピラミッドの陰かげで待たい機きしている。ここは戦闘中は攻撃の対象にならないので安心してくれ。

大悟：了解。

ＧＭ：……さて。しばらくすると、複数の軍ぐん靴かの音が近づいてくる。七つある入り口のひとつからハルバッハが姿を現した。背後には四人の従者と、彼らが支える巨大な棺ひつぎがひとつ。

大悟：気さくに挨あい拶さつするぜ。（手を上げて）よぅ、ナチスの坊や。

ＧＭ：「先を越こされてたか。まぁ、ルーデルひとりじゃ荷にが重おも過すぎるよね。君たち超強いし」

大悟：一いち応おう言っておくが……こいつを動かせば、多くの人命が失われるらしいぜ？

ＧＭ：「へぇ、すごいじゃん！　沢たく山さんの人間が、総統閣下の為ために命を捧げられる栄えい誉よを賜たまわるってことでしょ？　いいねぇ、すごくいい！」

大悟：…………。ちっ。良りよう心しんってのを期待するだけ無む駄だか。

ギヨーム：さもありなん。……だがな、ハルバッハ君とやら。この神殿は、資格がなければ、たとえ王名表があったとしても制御することはできない！

ＧＭ：（勝ち誇るように）「資格ぅ？　そんなことは先せん刻こく承しよう知ちさぁ！　僕らがこれまで幾いくつの古代兵器を解かい析せきしてきたと思っているんだい？」

ギヨーム：何っ!?

ＧＭ：「神々の世界への扉とびらを開こうというんだ。鍵も用意せずに来るものか！」ハルバッハが指を鳴らすと同時に、従者が棺の蓋ふたを開く。中から現れたのは、ぼろ布に包まれた人じん骨こつだ。

ギヨーム：（ハンドアウトを読みながら）まさか、それは……！

ＧＭ：「これこそ幾いく多たの犠ぎ牲せいの果てに我々が手に入れた〝鍵かぎ〟！　かつて不ふ死しの玉ぎよく座ざを目指し、志こころざし半なかばにして果はてた英雄……ギルガメッシュの骸むくろだ！」

クリス：そんな物がこの世に残っていたの!?

ＧＭ：ここでハルバッハは、ギルガメッシュの骸に対して《融ゆう合ごう》を使用する。そして即そく座ざに《不ふ死し不ふ滅めつ》を宣せん言げん！




　眩まばゆい輝きが、場を包んだ。

　ギヨームの脳のう裡りに予言書の一節が蘇よみがえる！

「その者　ギルガメッシュの名を高らかに唱となえん。

　塵は肉となり　石は骨と化し　世界は裁きの日を知るであろう」




ＧＭ：人骨に肉が盛り上がり、ハルバッハの肉体と融とけ合い、そして───




　輝きが消え失せたとき、既すでにハルバッハの姿はなかった。

　そこに立っていたのは、古代シュメールの戦いくさ装しよう束ぞくに身を包んだ浅あさ黒ぐろい肌の偉い丈じよう夫ぶだった。

　猛もう禽きんの如ごとく鋭するどい目。

　精せい悍かんで野や性せい的てきな顔立ち。

　小こ柄がらな人間の腰周りほどもある、筋きん骨こつ逞たくましい腕。

　岩山のような胸むな板いた。

　まさに、神話の時代から蘇った英雄の姿であった！




ＧＭ：彼の名はギルガメッシュ。永ながい時を越え、今ここに復活！

フィン：ってオイ！　いくらなんでもシナリオに登場してない奴が復活していいの？（笑）

ＧＭ：登場したじゃん。オープニングのマスターシーンに。

一同：ああっ！（爆笑）

大悟：あれって、雰ふん囲い気き出しのマスターシーンじゃなかったのか！（笑）

クリス：ふ、伏ふく線せんだったんですね……。

ＧＭ：ギルガメッシュは辺りを睥へい睨げいする。視線だけで気絶しかねない迫はく力りよくだ。

フィン：ひ、ひいい！（笑）

ＧＭ：彼は、現代ドイツ語で呟つぶやく。「ここがエンリルの神殿……余よが捜さがし求め、辿たどりつくことのできなかった地であるか……」

ギヨーム：しゃ、喋しやべった！　しかも現代の言葉だ！（笑）

大悟：しかしなぜドイツ語。

クリス：中ちゆう核かくにいるのがハルバッハだからじゃないでしょうか？

大悟：なるほどな。しかし、まさか神話の登場人物に会えるとはね。

ＧＭ：（重々しい声で）「どうやら、我が求めし天命の書板、貴様らの手にあるようだな」大きく一歩、前へ踏み出す。ただそれだけで床がきしみ、空間が歪ゆがむようだ。

フィン：メチャメチャ強そう……。

大悟：俺も前に踏み出そう。

ＧＭ：「余の前に立ちはだかる愚か者よ。そんなにも死を望むのか？」

大悟：さあて……ね。

ＧＭ：ギルガメッシュからは、質しつ量りようすら有しているかのように猛もう烈れつな殺さつ気きが放たれている。

大悟：参ったな……こいつはケタ違いだ。

ＧＭ：「天命の書板を渡すが良い。さすれば、王となった余の最初の恩おん寵ちようとして貴様らに速すみやかな死をくれてやろうではないか」

大悟：王？　……あんたは王だったじゃないか。神話の中でよ。

ＧＭ：「人の王など王に非ず。我が求めるは、神の力を持つ永遠にして真なる王！」

大悟：すさまじい妄もう執しゆうだな。そこまでして王になり、何をするつもりだ？

ＧＭ：「知れたこと。旧世界を滅ぼし、完かん全ぜん無む欠けつなる新世界を築きずく！」

大悟：新世界、だと？

ＧＭ：「そうだ！　偉大にして超イカス夢のパラダイス、即すなわちシュメール＝ナチス帝国!!」

一同：しゅめーるなちすぅっ!?（爆笑）

大悟：なんか変なの混ざってるーっ！（笑）

クリス：ハ、ハルバッハなんかが中核になってしまったばかりに……！

ＧＭ：「余こそはシュメールの偉大なる王にして、超素晴らしき総統閣下の僕しもべ……国こつ家か社しや会かい主しゆ義ぎドイツ労ろう働どう者しやギルガメッシュ！　すなわちナチガメッシュ！　ここに爆ばく誕たん！」（爆笑）

ギヨーム：ひ、ひでえ！（笑）

フィン：史上、ここまで神話伝説の英雄を冒ぼう瀆とくした存在もいないだろう（笑）。

クリス：い、一応説せつ得とくを試みましょう。……止めなさいギルガメッシュ、いえハルバッハ！　世界を滅ぼすなんて許されないことよ！

ＧＭ：「はっ、戯ざれ言ごとを。貧まずしい階かい級きゆうに生まれ、大だい恐きよう慌こうで辛しん酸さんを舐なめた余の気持ち、汝なんじのように貴族のお嬢じよう様さまとして生まれた下げ賎せんな愚ぐ民みんにわかろうはずもない！　総統閣下とナチスだけが、この余を惨みじめな地獄から救い出してくださったのだ！　ハイル・ヒトラー！」

クリス：ああ、もう完全に混ざっちゃって言葉遣づかいがカオス過ぎるっ！（爆笑）

フィン：クリス姉ちゃん、無理だよ。あれはもう……なんか……狂ってる（笑）。

ＧＭ：「さぁ、真の力を見せよ、天命の書板トウプシマテイよ！」三枚の書板が宙に浮き上がり、形を変え、ギルガメッシュの体に、まるで天使の翼つばさのように着ちやく装そうされていく！
















ギヨーム：そのようにして使う物だったのか!?

ＧＭ：〝光〟〝水〟〝災厄〟の書板は、いずれもキャラクターとして扱う。毎ラウンドギルガメッシュに《融合》して、彼に様々なエフェクトを提供するよ。

クリス：全部奪うばわれてたら、七体分の力を得ていたのね……恐ろしい。

フィン：書板は壊せるの？

ＧＭ：攻撃してＨＰを０にすれば一時的に力を失って戦闘からは除じよ外がいされるよ。データの扱あつかいは、すべて通常の敵キャラと同じ。




◆第１ラウンド

ＧＭ：さぁ最後の戦闘を始めよう。ギルガメッシュたちは、前ぜん衛えいである大悟とギヨームのエンゲージから10メートル離はなれた場所に全員まとまっている。




[image: ]




大悟：なるほどね。バラける前に範はん囲い攻こう撃げきで減らしておきてぇな。

クリス：そうね。……それはわたしがなんとかするわ。

ＧＭ：最初のセットアップ・セグメント。こちらはギルガメッシュ（以下：ギル）とハルバッハ、そして天命の書板が《ヴァイタルアップ》を宣言。

フィン：あっちゃー。天命の書板もかぁ。

ギヨーム：さすがは神々の遺産。そう簡単には破壊できんか。

ＧＭ：「いくぞ、我が友エンキドゥよ！」ギルが叫ぶと同時に、従者たちの姿は次々と獣けものの姿に変わっていく。

クリス：エンキドゥ……ギルガメッシュの親友だった存在ね。

ＧＭ：ＡからＤの四人いるけどな。「おお、余の友は四人いたんだっけ？　まあいいか」

フィン：ダメだこいつ。主に脳が（笑）。

クリス：何故だろう、神話の世界を体験しているのに、まったく畏い敬けいの念に打たれない（笑）。……それはともかくイニシアティブは？

ＧＭ：ギルとハルバッハ、書板は全部18、エンキドゥたちが15だよ。

大悟：……速いな。

クリス：《戦いの予よ感かん》を宣言！　先手を取って、アサルトライフルで敵をまとめて薙なぎ払はらうわ。《小さな塵》＋《ピンポイント・レーザー》＋《急所狙い》を組み合わせて……出目がいい！　達成値は46！

ＧＭ：ぐわっ！　いきなりカマしてくれたな。ええと、ギルは《イージスの盾》《砂の盾》で受けを宣言。

フィン：ギルガメッシュのシンドロームはキュマイラ／モルフェウスか。

ＧＭ：（ダイスを振って振って振りまくる）この数の回避判定は大変じゃわい……うむ、全員命中だ、ギルの受けはギリギリで成功してる。

クリス：ダメージは37点、装甲無視。[image: ]㎜モーゼル弾をたっぷりと味わいなさい！

ＧＭ：ギルは鋼はがねのような筋肉で15点阻はばんだ。「銃弾バレツト……余の時代にはなかった武器ウエポン」

フィン：なんで英語使ってんだよ、古代人（笑）。

ＧＭ：ハルバッハの知識のお蔭かげだ。……さて、ハルバッハとエンキドゥは《赤せき河がの支し配はい者しや》を宣言。俺がハルバッハの分を振るので、みなさんはエンキドゥの分もお願い（笑）。

大悟：四体いるから、受け持ちはちょうどひとり一体だな。

ＧＭ：ダイスは11個、クリティカル値は10。達成値の半分だけダメージが削れるんで、なるべく高い出目をヨロシク！

フィン：誰が出すかっ！（笑）低い目ー、低い目ー（祈るようにダイスを振る）。

ＧＭ：……ふむ、ハルバッハは12点削けずってる。みんなは？

大悟：（エンキドゥＡ担当）７点削った。

クリス：（エンキドゥＢ担当）わたしは８点。

ギヨーム：（エンキドゥＣ担当）素晴らしいことに、たったの３点。

フィン：（エンキドゥＤ担当）……すみません、12点も削ってしまいました！

ＧＭ：そうか……（手元のデータを確認した後、エンキドゥＡ～Ｄのコマをすべて倒す）。

フィン：あ、あれ……？

ＧＭ：クリスの嵐あらしのような銃撃により、エンキドゥたちは全ぜん滅めつした。「ギルガメッシュ様、御武運を～！」（×４）

一同：弱っ！（爆笑）

ＧＭ：一瞬にして壊かい滅めつしたエンキドゥたちを見て、ギルガメッシュは「おのれ、よくも我が友たちを！　許さん、許さんぞぉぉぉっ!!　超ガッデム！」と激げき怒どする。

ギヨーム：何が友だ。自分で作った従者だろ（笑）。

ＧＭ：怒り狂いながらも、書板と《融合》したギルが行動する。

大悟：攻撃が来るか？　身構えておこう。

ＧＭ：「〝水〟の源みなもとたる水すい神じんエンキよ！　汝が偉力グレートパワー、余に示せ！」堂どう々どうたる大だい音おん声じようと同時に《獣けものの魂たましい》＋《アクセル》＋《狂きよう戦せん士し》＋《オーバードーズ》を自分に使用。

ギヨーム：……自じ己こ強きよう化かエフェクトか。効果は？

ＧＭ：次の判定のクリティカル値が-1され、シーン終了時まで【肉体】【感覚】に７個、次の判定に更さらに16個のダイスボーナス。そして、このラウンドにセカンドアクション。

一同：ギャアッ!?




　翼へと変形した〝水〟の書板が光を発する！

　その神々しいばかりの輝きはギルガメッシュを包み、彼にさらなる力を与えた！




大悟：こりゃいかん。書板をどうにかしないと……。

フィン：次は僕か。ううう～、攻撃すると侵蝕率が[image: 100]％超えて、《リザレクト》できなくなるなぁ。誰かをカバーリングしようと思ってたんだけど……。

ギヨーム：待機してはどうかね？

ＧＭ：セカンドアクションの後あとまで待機することはできないよ。

フィン：そうなんだよね。……仕方ない、行こう動どう放ほう棄きも視し野やに入れつつ、とりあえず待機！

大悟：俺は近づいて殴るしかないな。

クリス：大悟、生なま半なかな攻撃では通用しなさそうよ。

大悟：らしいな。だが、受け止める間もなく拳を叩き込んでやるさ。《破壊の爪》を出し、《一閃》＋《獅子奮迅》その他でエンゲージしつつ全員まとめて攻撃だ！

ＧＭ：君が近づいてくるのを見て、ギルの瞳が猛烈な怒気を孕はらむ。「王に近づこうとは……身みの程ほどをわきまえよ愚か者め！　デスｏｒオアダイ!!」

大悟：あんたこそ寝ぼけてないで棺かん桶おけに戻りな！　……攻撃の達成値70！

ＧＭ：ぬうぅぅぅっ!?　受け止めてみせようぞ！　クリティカル値も下がってるしな！《鬼の一撃》＋《イージスの盾》！（両手一杯にダイスを山盛りにする）

フィン：なんだそのダイス数っ！

ＧＭ：諸々のボーナス含めて56個！　これが王の力だーっ！　……よし、受けは成功。

クリス：（ＧＭの出目を見て）そういえば先さき程ほどから、ギルガメッシュはダイスの出目に技能レベルを足していないような気がするんですが……。

ＧＭ：（きっぱりと）王に技能などという瑣さ末まつなものは必要ない！

クリス：な、なんて勇いさましい！（笑）

大悟：大した矜きよう持じだが……後こう悔かいするなよ？　ダメージ68点、装甲値無視。

ＧＭ：ちっ、ダメージもでかいな。ギルとハルバッハは《赤河の支配者》でそれなりに弾いたが……ギルの体を覆う天命の書板はかなりの損そん害がいを受けた。

ギヨーム：次は私の番だ。まず、カバーリングできるよう、マイナーアクションで大悟と同じエンゲージに入る。

大悟：ありがたい。背中は任せたぜ。

ギヨーム：うむ。そして、メジャーアクションで書板に畳み掛けよう。……どれを攻撃すべきだろうか？

フィン：うーん、正直、迷うねぇ。

クリス：〝水〟以外の能力がわかってないのが苦しいところね。名前の危険さからすると、〝災厄〟じゃないかしら？

ギヨーム：……そうだな。〝災厄〟の部分に《焦熱の弾丸》＋《クロスバースト》を打ち込むことにしよう。達成値は……おおっ、46！

ＧＭ：さっきからみんな出目がいいなあ！　（ダイスを振る）命中だよ。

ギヨーム：ではダメージを……。

ＧＭ：ちょい待ち。ギヨームの生み出した炎が〝災厄〟を包み込む寸前、〝水〟の翼が流りゆう水すいのように動き、《崩くずれずの群むれ》で〝災厄〟をカバーリングする。

ギヨーム：何っ!?　小こ癪しやくなマネを。ともかくダメージは43点だ。

ＧＭ：それは耐えられん。〝水〟の翼が崩れ去り、ギルの体からは黄金の鎧の一部がボロボロと崩れ落ちる。

ギヨーム：（ガッツポーズ）よしっ！

フィン：ん～……ちょっともったいないけど、僕は行動放棄する。

ＧＭ：ではこちらのセカンドアクション。ギルは両腕を突き上げつつ天を仰あおぐ。「太陽女神ウトゥよ！　遍あまねく〝光〟にて、万ばん物ぶつを焼き尽くせ！」〝光〟の翼が輝き、周囲を光が覆う！

クリス：（慌あわてたように）も、もしかして全体攻撃ですか？

ＧＭ：その通り！《スターダストレイン》を中心とした攻撃だ。眩まばゆい光こう条じようが君たちの体を焼き焦こがしてゆく。達成値36！　防御判定は２個のダイスペナルティを受けるよ。

大悟＆クリス：命中！

フィン：僕も避けられない。クリスをカバーリングしておこう。

ギヨーム：私は《砂の結けつ界かい》等々で受けつつ、大悟をカバーリングだ。受けの判定には成功している。

ＧＭ：ではフィンとギヨームに55点の装甲無視ダメージ。

フィン：耐えられるわけがない。《リザレクト》して、侵蝕率がぴったり[image: 100]％。

ギヨーム：前方に魔術障壁を展開し、光を弾く！　抜けたダメージが二倍で34点。さらに

《氷雪の守護》で20点弾き、残りＨＰ４点。まだ生きてる！

一同：おおーっ！（拍手）

ギヨーム：……驚いたかな、古代の王よ。これぞ新時代、二十世紀の魔術というものだ！

ＧＭ：「呪まじない師風ふ情ぜいが……小こ賢ざかしい技を」……だが、命中しただけでも意味はある。《魔獣の咆哮》を組み合わせたんで、次の行動の判定に４個のダイスペナルティだ。

ギヨーム：ぐぉっ!?

ＧＭ：そしてハルバッハは《呪われし者の印》によるセカンドアクションを宣言。……判定成功、ＨＰが20点回復した。

フィン：そんな技まで持ってんのか！　（呆れたように）つくづく……不死身だ（笑）。




◆第２ラウンド

ＧＭ：さぁ第２ラウンドのセットアップだ。こちらは特になにもしない。
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クリス：大悟たち三人に《戦せん術じゆつ》。ここは１個でもダイスが多い方がいいわ。

ＧＭ：ではこちらの行動開始だな。相変わらずハルバッハと天命の書板はギルに《融ゆう合ごう》。しかる後、ギルガメッシュの行動。「次は貴様らに、恐るべき〝災厄〟を見せてやろう」

ギヨーム：むっ、いよいよ来るのか！

ＧＭ：「冥めい界かいの女王エレキシュガルよ、汝が瞳で愚者を滅ぼせ！」《スターダストレイン》＋《光の弓》＋《魔ま獣じゆうの咆ほう哮こう》に、〝災厄〟の持つ《死神の瞳》を組み合わせる。

フィン：（表情を曇らせ）《死神の瞳》!?

ＧＭ：そ。ダメージはないけど、次に受けるダメージがメチャメチャ増大するよー。あと、《魔獣の咆哮》で次の判定にダイスペナルティ。（大量のダイスを振る）達成値は41。

ギヨーム：これは止めておきたい！《氷壁》の呪文を唱えよう。

ＧＭ：（すかさず）《時ときの棺ひつぎ》！〝災厄〟の書板の力で《氷壁》の判定を強制失敗させる。「汝に災いあれ！」ギルの一喝が、ギヨームの呪文を搔かき消した。

ギヨーム：しまった！

フィン：……いや、ここで《時の棺》を使わせたのはでかいよ！

ギヨーム：なるほど。それもそうか。……では私は大悟をカバーリングしておこう。攻撃要員がダイスペナルティを受けるのは危険すぎる。

フィン：（クリスを見ながら）カバーリングしようか？

クリス：ええと……（キャラクターシートを確認する）いいわ。これは受けておく。

ＧＭ：では処理が終わったところで、《時じ間かん凍とう結けつ》。時を止め、ギルが攻撃をする。対象は……そうだな、後ろの脆いふたり、クリスとフィンにしよう。

フィン：うわー、うわー。

ＧＭ：「〝災厄〟の獣けものラハム、憤ふん怒ぬの怪物よ。終わりなき災わざわいを示せ！」〝災厄〟の奥義、《黒星粉砕》だ。ギルガメッシュの頭上に巨大な暗あん黒こく球きゆうが出現し、ふたりを飲み込む！

フィン：自動命中なんだよなぁ。

クリス：……カバーリングは可能なのよね？

ＧＭ：うん、できるよ。

クリス：ではわたしがフィンをカバーリング。ここで《鏡の盾》を使います。

ＧＭ：（口の端はを歪ゆがめて笑い）……だろうね。けど、７個のダイスペナルティをお忘れなく。無駄撃ちしていただけると、王、感激（笑）。

クリス：やるだけやってみるわ。

ＧＭ：いい覚悟だ！　ダメージは15Ｄ10で……ぴったり綺麗に90点、クリスが受ける実ダメージは[image: 180]点！　さぁ、《鏡の盾》の判定をしてみなさい！

クリス：（しばらく考え）……タイタスを使います。エンリル神殿とハルバッハへのふたつのロイスをタイタスに変え、即そく座ざに昇しよ華うか。クリティカル値-1、さらにダイス＋10！

一同：おおっ！

ＧＭ：ぬおっ、ロイス二個いっぺんに潰つぶすか!?

クリス：こんな恐ろしい物、絶対にナチスに渡すわけにはいかない！　ダイス12個、クリティカル値９！　判定、いきます！

一同：頑張れーっ!!

クリス：えいっ！（ダイスを振る）……出た！　二回クリティカルして達成値25！




　クリスは精神を集中させ、己のヴリルパワーを解放した。

　それにより暗黒のエネルギーが弾かれ、ギルガメッシュへと逆流してゆく。




ＧＭ：がぁぁぁぁっ！　それは参った!!　……[image: 180]の半分で、90点の実ダメージが返って来るのか。痛い痛い痛い！

クリス：けど、侵蝕率的にここが限界ね。このまま倒れておくわ。

大悟：ありがとよクリス。……十分だ。

ＧＭ：それでは一番速いクリスが倒れたので、フィンの番。

フィン：ハルバッハの方を攻撃するよ。まだ《不死不滅》があるだろうから、それを削っておきたい。

ＧＭ：来いや小僧っ！（笑）

フィン：機械の出力を最大に上げて全力攻撃。《リニアキャノン》で、そこらに散乱している瓦礫とかを電でん磁じ加か速そくして叩きつける！　達成値は26。

ＧＭ：……だめだ、出目が最悪。命中した。

フィン：ダメージロールはすごくイイ！　ダメージ43点。

ＧＭ：《赤河の支配者》で12点防いで……ぐげげ、まだ生きてるが、もう死にそう。

フィン：大悟兄ちゃん、ギヨーム、もう少しでハルバッハを落とせそうだよ！

大悟：おう！　俺はギヨームがカバーリングしてくれたお蔭でダイスペナルティがない。《獅子奮迅》その他の、いつもの組み合わせで範囲攻撃だ。達成値は27。

ＧＭ：（苦しそうな声で）……やむをえんか。〝災厄〟がギルを、〝光〟は少佐を、それぞれが《崩れずの群れ》を使ってカバーリングする。

大悟：なら〝災厄〟と〝光〟にダメージ31点、装甲無視。

ＧＭ：……だめだな。大悟がたたき込んだ〝気〟によて、〝災厄〟〝光〟のいずれも力を失いギルの体から剝はがれ落ちた。「ぬっ、すべての書板がデストロイ!?」

大悟：へっ、裸はだかの王様になっちまったみたいだな。

ＧＭ：「のぼせるな、人間っ！　天命の書板の偉力グレートパワーに逆らわねば、まだしも安らかに逝いけたであろうに……愚おろかな小ネズミが！」

大悟：往おう生じよう際ぎわは悪いつもりでね。追い詰つめられたネズミってなぁ……嚙かみ付くもんさ！

ギヨーム：残るはギルガメッシュとハルバッハか。……ならば《焦熱の弾丸》＋《クロスバースト》で、ハルバッハに追い討うちをかけよう。達成値は30。

ＧＭ：命中。ギヨームの炎がハルバッハの心臓部分を打ち抜く！

ギヨーム：ダメージは29点だ。

ＧＭ：見事。ハルバッハの心臓は消えることのない魔法の炎で焼き尽くされ……［昏倒］。ここで二度目の《不死不滅》！

ギヨーム：復活系エフェクトを使わせただけでも十分！　……しかし、これで私の侵蝕率は[image: 150]近くに達した。そろそろ限界だな。

ＧＭ：全員行動終了だね。ギルとハルバッハは、いずれもセカンドアクションで《呪われし者の印》。どちらも20点ずつＨＰが回復した。




◆第３ラウンド

ＧＭ：３ラウンド目。こちらの残りはギルガメッシュとハルバッハのふたりだ。《融合》してるんで、演出的にはひとりだが。
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ギヨーム：……このラウンドで決めないと、侵蝕率が厳しいな。

フィン：でも、きっとまだ復活系エフェクト持ってるんじゃないかなぁ。

ＧＭ：さて……天命の書板もなくなったんで、ギル自ら君たちを処刑するとしよう。彼が大きく腕を振りかぶると同時に、虚こ空くうから無数の腕が出現し、全員に摑つかみかかってくる！

フィン：うわ、気持ち悪っ！

ＧＭ：命中してもダメージはないけど、［転てん倒とう］［捕ほ縛ばく］を受けてエンゲージから弾き出されて４ラウンド移動不可。さらに毎ラウンドのクリンナップにダメージ受けるよ。

大悟：［捕縛］って何だっけか。

フィン：武器が使えなくなるんです。

大悟：げっ。そいつはキツイな。

ギヨーム：私としては、エンゲージから弾かれるというのが嫌だな。カバーリングできなくなるぞ。

ＧＭ：というか、それが目的。全員バラバラに孤立させてやる。「喜ぶがいい。新世界の王たる余が……総統閣下の御み名なの下、貴様らを……冥めい界かいへと送ってやろう！」

一同：…………。

ＧＭ：勝利を確信したかのような笑みを浮かべ、一斉に腕を振り下ろす！　ダイス目は……思ったより揮ふるわないな。達成値42！

ギヨーム：うぬぬ～……！　よし、ここが使い時だな。その攻撃に《氷壁》！　ギルガメッシュのロイスをタイタスに変えて、即座に昇華。クリティカル値を下げる。

大悟：大丈夫か？

ギヨーム：ロイスが六つ残ればなんとかなるだろう。では、《氷壁》＋《ブレインコントロール》で───

一同：（じっとダイスを見守る）

ギヨーム：達成値48！　打・ち・消・し・た！

一同：よっしゃあああ！（拍手）

ＧＭ：雪崩のように殺さつ到とうしてくる〝腕〟を、ギヨームの結界が弾く！　すると、その〝腕〟は砂のように崩れていく。

ギヨーム：なんとか届いたか……。

ＧＭ：「なんとも……あがくものだ」ギルの声音には、感心したような色がある。

フィン：必死でトランクを抱えて強がろう。フ、フン！　ヒトラーの狗いぬに成り下がったクセに威い張ばるなよっ！

ＧＭ：「王よりも神よりも偉大な総統閣下を侮ぶ辱じよくするか！　オメガ許せん!!」

フィン：ひぃっ！　怯おびえながら、機械を操作して《リニアキャノン》で攻撃する。目標はハルバッハの方ね。

ＧＭ：……よし、来なさい。

フィン：見てろよー、これが英国人の意地と根性と科学力だーっ……達成値66！　高い！

ＧＭ：むむっ！　命中だ。

フィン：ダメージは56点っ！

ＧＭ：《赤河の支配者》の達成値は……よし、33！　つまり16点軽減。装甲は５点あるから……それでも全然足りねぇ！　ハルバッハは［昏こん倒とう］した！

フィン：よぉっし！　これで……。

ＧＭ：（少し考え）……《不死不滅》はあと一回残ってるけど、使わない。

一同：えっ？

大悟：意図はよくわからんが……それじゃあギルガメッシュに攻撃……ん？（レコードシートを見つめる）マズいな。このラウンドで、俺、倒れるかも。

一同：ええ───っ!?

大悟：これまでのラウンドで受けた《電でん光こう石せつ火か》の反動ダメージで、ＨＰが２点しか残っていない。ここで《電光石火》を使ったら、反はん動どうできっと死ぬ。

フィン：……応急手当キット、とか……んん～、あまり意味ないかぁ。

大悟：仕方ねぇ。ここは《電光石火》なしで攻撃する。

ＧＭ：一応忠告しておきますが、弱い攻撃じゃ受けの防御力と《赤河の支配者》で打ち消される可能性が高いですよ？

フィン：ＧＭ、《赤河の支配者》は使えないよ。だって今、ハルバッハ死んでるじゃん。

ＧＭ：（愕がく然ぜんとした顔で）……そうだった！

大悟：よし、なら《マシラのごとく》を組み合わせてやるぜ。

ＧＭ：（両腕を左右に広げる）存分に参られい！

大悟：込み上げてくる血を飲み込みながら、瞬しゆん時じに間ま合あいを詰め、ブン殴る。《浸しん透とう撃げき》＋《マシラのごとく》その他で……達成値は23！　悪くない！

ＧＭ：《イージスの盾》を使って、受けは成功してる。「そのような遅おそい動きで余を倒せると思っているのか！」鋼はがねの筋肉で受け止める！

大悟：……できるさ！　渾身の〝気〟を叩き込み、ダメージは３Ｄ10＋30で……47だ！

ＧＭ：15点弾いて、32ダメージ！　……大悟の放った〝気〟はギルガメッシュの体内を駆け巡り、臓ぞう腑ふをズタズタに引き裂いた！［昏倒］だ。

一同：おおおおっ!?

ＧＭ：（地の底から響くような重じゆう低てい音おんで）「ぐ、が……は、はは……見事。よくもそこまで鍛きたえ上げたものよ……」

大悟：…………。

ＧＭ：「ならば……ここから先は……余の全力で……相手せねばなるまい！」突如、ギルの顔に生気が戻る！《魔ま獣じゆうの証あかし》を使って［昏倒］から回復だ。ＨＰは40まで戻った。

大悟：うおお、まだ立つかっ！

ＧＭ：だが、これでギルガメッシュの復活系エフェクトはなくなったよ。

ギヨーム：よかった、これで次の攻撃は私がカバーリングすれば……。

ＧＭ：……セカンドアクションで《増ぞう腕わん》起き動どう。

一同：えっ!?

ＧＭ：ギルの両肩から突如として異い形ぎようの腕が生え、振り下ろされる。対象はギヨームひとり。

ギヨーム：私だけを……!?

ＧＭ：「呪まじない師よ、貴様はよくやったが……ここまでだ！」《増腕》に、《吹き飛ばし》＋《ペトリファイ》＋《餓が鬼き魂だまの使い》を組み合わせて達成値77。

ギヨーム：（ダイスを振り、首を横に振る）……全然届かない。

ＧＭ：ギヨームは20メートル弾き飛ばされ、壁に叩きつけられる。衝しよう撃げきで足の神経が麻ま痺ひし、移動することもできない。

ギヨーム：これで天花寺をカバーすることは……できなくなったか。

ＧＭ：さらに、ここでハルバッハが《不死不滅》で復活。《呪われし者の印》を使用して、自分のＨＰを20点回復させる。で、クリンナップだ。

ギヨーム：《餓鬼魂の使い》か？

ＧＭ：そう。ギヨームの体を内部から蝕むしばみ崩ほう壊かいさせてゆき、実ダメージ５点。

ギヨーム：（自分のコマをぱたりと倒す）［昏倒］だ。私はここまで。あとは頼んだぞ！

大悟：……ああ。

ＧＭ：（大悟とフィンを交互に見つめ）「くくくっ。あとふたり……」




◆第４ラウンド

ＧＭ：とうとう４ラウンド目に入ったか。




[image: ]




フィン：このラウンドで倒せないと……終わりだね。向こうはセカンドアクションも使ってくるだろうし。

大悟：そうだな。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいってか。

ＧＭ：しかし、実はこちらも限界が近いのだよな。とりあえずハルバッハは、自分の行動で再びギルガメッシュに《融合》する。

大悟：……で、ギルガメッシュの攻撃か。

ＧＭ：ああ。全力でいくよ。ギルの瞳には、君を讃たたえるような色さえある。「貴様のような男、余の時代にもいなかったぞ」

大悟：口元をニッと歪めて答えよう。

ＧＭ：マイナーアクションで《完かん全ぜん獣じゆう化か》。ギルの筋肉がメキメキと音を立てて怒ど張ちようし、人にん間げん離ばなれした怪物の姿へと変わっていく。「ゆくぞ……戦士よ」

大悟：……来いよ、王様。

ＧＭ：「古の世に出会っておれば、なんとしても汝を余の配下としておったのだがな」

大悟：柄じゃないさ。けど、友って奴にはなれたかもな。

ＧＭ：「名な乗のれ。貴様の名、新しき世界にも語り継ついでやろう」

大悟：ニヤッと笑って、答えない。

ＧＭ：「死ねぃっ、名もなき戦士よっ!!」大悟ただひとりに、最さい大だい最さい強きようの一撃を放つ！　（盛せい大だいにダイスを振りまくる）おお、回る回る回る……達成値[image: 132]！

大悟：[image: 132]!?　……回避を考えるだけ無駄だな。《復ふく讐しゆうの刃やいば》を使う。

ＧＭ：では、こちらが与えるダメージは……（大量のダイスを振る）《死神の瞳》の効果も加えて、[image: 130]点！　ギルの腕が大悟の体をズタズタに引き裂いていく。

大悟：……まだまだ！《復讐の刃》の達成値は56、ダメージは46点。

ＧＭ：《赤河の支配者》で16点弾き、鎧と《究極獣化》で増えた装甲値を引いて……残りＨＰ30点。まだ立ってる。

大悟：ギルガメッシュのタイタスを昇華して、俺も復活だ。血を吐きながらも、拳をギルガメッシュの腹に叩き込むぜ。

ＧＭ：「貴様、まだそのような力が……！」

大悟：息も絶え絶えになりながら答えよう。……大悟、だ。

ＧＭ：「何だと？」

大悟：俺の名だ。天花寺……大悟。……日本人だ。

ＧＭ：ギルは、獣が牙きばを剝むくかのような獰どう猛もうな笑みで応こたえよう。同時に大悟は、自分の体に起こった異変に気づく！［捕ほ縛ばく］と［昏こん倒とう］のバッドステータスを受けてくれ。




　大悟は驚愕した。

　───拳が……動かない！




ＧＭ：タイタスで復活しても、バッドステータスは残る。［転倒］した大悟の拳にギルガメッシュの体たい組そ織しきがからみつき、〝素す手で〟を［捕縛］している！

大悟：な、何ぃーっ!?

フィン：（ルールブックを確認）ええと、［転倒］はマイナーアクション、［捕縛］はマイナーとメジャーの両方が必要……。

ＧＭ：つまり、完全に回復するには次のラウンドまでかかるってことだね。

大悟：……まずいな。《餓鬼魂の使い》で確実に５点喰らうんだろ？　さらに《電光石火》の反動でＤ10ダメージがくる。このラウンドで敵を倒さんと……死ぬな。

フィン：でも、大悟兄ちゃんは素手しか武器ないじゃん！

ＧＭ：ギルは勝利を確信した笑みを浮かべ、悠ゆう然ぜんと立っている。




　意い志しを貫つらぬく拳は断たたれ、破れた臓ぞう腑ふより血が溢あふれ出る。

　打つ手なし、逃げ場なし。

　まさに残る命めい数すうあと僅わずか！

　我らが快男児・天花寺大悟、絶体絶命!!




大悟：……なぁ、ＧＭ。武器を準備するのはマイナーアクションだったっけ？

ＧＭ：ええ、そうですよ。

大悟：そうか。なら、こいつを使おう。

フィン：こいつ？

大悟：ファティマが預けてくれた、ロレンスの守まもり刀がたな!!

一同：おおっ！




　半ば無む意い識しきのうちに、大悟の手は己の懐ふところへと伸のびていた。

　萎なえた指ゆび先さきが、硬い感かん触しよくに触ふれた。

　それは、亡なき友より娘へ、そしてその娘より大悟へと託たくされた一ひと振ふりの短刀。




大悟：この守り刀で、ギルガメッシュに攻撃するぜ！

フィン：……もう、大悟兄ちゃんに賭かけるしかない！　僕は《解かい放ほうの雷いかずち》で援えん護ごして……判定成功。次の判定のクリティカル値-1、ダメージに＋４Ｄ10！

大悟：ここで決めなきゃ男が廃すたるな。……頼むぜ、ロレンス。そう呟つぶやきながら、マイナーアクションを使って守り刀を抜き放つ！




　どうやら柄を握る程度の力は残っていたようだ。

　初めて振るう得え物ものだが、不思議と手に馴な染じむ。

　ならば、十分。

　それで、十分！




大悟：武器を持ってちゃ《浸透撃》は使えねぇ。守り刀の攻撃力は……＋１か。

ＧＭ：「ハッ。そのように弱き刃で何ができる？　余を倒せるのか？　……不可能だ!!」

大悟：やってやるさ。こいつはただの刀じゃねぇ。




　気き息そくを調ととのえ、己の裡うちにて力を練ねる。

　外せば、もはや次はない。




大悟：……ロレンスとファティマのロイスを、まとめてタイタスにして昇華する。クリティカル値を-1して、ダイスを10個増やす！




　莫ばく逆ぎやくの友、ロレンス。その遺い児じ、ファティマ。

　彼らへの想おもいを、大悟は刃に乗せた。




大悟：最終的なクリティカル値は５、判定ダイス21個。……いくぞっ！

ＧＭ：「こいっ！　天花寺大悟!!」




　而しこうして心しん魂こん天てん命めい、薄はく刃じんの上に在あり。

　その境きよう地ちより繰くり出される一撃は───




大悟：よし、クリティカルしてる！　50……60……70……！




　いかなる者とて逃のがれることのできぬ───




大悟：……達成値97！

ＧＭ：…………命中！




　───〝死〟そのもの!!




大悟：ダメージ85点！　渾こん身しんの力を込めて、胸むな板いたに刃を突き立てる！

ＧＭ：「ガハッ！」その一撃は、金こん剛ごう石せきの鎧よろいを微み塵じんに砕き、ギルガメッシュとハルバッハ、ふたりの生命を同時に断ち切ってゆく！




　確かな手ごたえが、大悟の腕に伝わった。

　額の心しん眼がんは、ギルガメッシュとハルバッハふたり分の魂が朽くちてゆく姿を捉とらえている。

　───もう、終わりだ。

　大悟は英雄の最さい期ごを悟った。

　───だが、終わらぬ！

　ギルガメッシュは、それを否定した。

　王者の凄まじき妄もう執しゆうを断ち切るかのように、大悟は守り刀を更に深く突き入れ……貫く！

　絶ぜつ叫きようが、轟とどろいた。




ＧＭ：「バカな、神と人との間に生まれた余が……超ちよう越えつ者しやが……敗れるだと？　貴様、貴様……天花寺……大悟っ……貴様……一体、何者だぁっ……！」

大悟：……ただの人間さ。

ＧＭ：断だん末まつ魔まの悲鳴と共に、ギルガメッシュの肉体は末まつ端たんから壊え死しし、骸むくろへと戻ってゆく！

大悟：あばよ、英雄。神話の彼方に帰りな。

ＧＭ：「余は……僕は……世界の王にっ……！　不滅にして永遠なる総統閣下の世界……栄光の第三帝国……王おう道どう楽らく土ど……おのれ、おのれ天花寺大悟ォォォォォォッ!!」

大悟：…………。

ＧＭ：絶ぜつ叫きようの余よ韻いんもやがて途と切ぎれ、その場には半ば塵ちりと化した人骨、そして王名表だけが残される。かくして、ギルガメッシュとハルバッハは倒れた。

一同：よっしゃああああああああ！

ＧＭ：それまで戦いを見守っていたファティマがやってくる。「終わった……のか？」

大悟：らしい、な。この王名表と天命の書板をファティマに渡そう。

フィン：ともかく、早くこの神殿を止めないと！

ＧＭ：王名表をぎゅっと握りしめながら、ファティマが言う。「ここを眠らせるのは、私にやらせてくれないか。きっと、ロレンスが自らの手でやりたかったことだろうから……」

大悟：……そうだな。頼むよ。




　王名表をかざし、ファティマはたったひとつの命令をエンリルに下した。

　その命令は速やかに受理され……エンリルは緩ゆるやかにその機能を停止してゆく。




ＧＭ：神殿全体が振しん動どうし始める。どうやら、再び湖こ底ていに沈んでいくようだ。

フィン：クリス姉ちゃんとギヨームを連れて早く逃げないと！

大悟：そうだな。行くぞ、ファティマ！

ＧＭ：「ああ！」ファティマは力強く答える!!




　大悟は、ファティマにすっと右手を伸ばした。

　ファティマは一瞬ためらい……そして、その手を取った。

　握にぎり返してくる手の強く柔らかい感触に、思わず大悟の顔に笑みがこぼれる。

　互いに頷きあい、ふたりは駆け出した。当然、仲間もそれに続く。

　危険な力を持つ神殿は再び眠りに就つき、ファティマの瞳から暗い色は消え去った。

　───どうやら、誓ちかいは果たせたようだぜ……ロレンス！

　戦いで負った傷の痛みも忘れ、心しん中ちゆうで快かい哉さいを叫さけぶ大悟であった。






《融合》　エグザイルのエフェクト。他者と肉体を融合し、自分の持つエフェクトを対象にも使用可能とする。

《不死不滅》　ブラム＝ストーカーのエフェクト。セッション中であれば、いつでも死から蘇ることができる。

エンキドゥ　ギルガメッシュの無二の親友だった力自慢の獣。

《イージスの盾》　キュマイラのエフェクト。力で相手の攻撃を押さえ込み、受けの防御力を上昇させる。

《獣の魂》　キュマイラのエフェクト。【肉体】と【感覚】にダイスボーナスを与える。

《アクセル》　ソラリスのエフェクト。対象はそのラウンドにもう一度行動できるようになる。

《狂戦士》　ソラリスのエフェクト。興奮物質により、対象に有利な効果を与える。

《オーバードーズ》　ソラリスのエフェクト。組み合わせて使用したエフェクトの効果を上昇させる。

セカンドアクション　同じラウンド中に、もう一回行動すること。

《鬼の一撃》　キュマイラのエフェクト。白兵のクリティカル値を低下させる。

《崩れずの群れ》　エグザイルのエフェクト。行動を消費せずにカバーリングする。

《スターダストレイン》　エンジェルハィロゥのエフェクト。攻撃の対象をシーン全体へと拡大する。

《魔獣の咆哮》　キュマイラのエフェクト。雄叫びで対象の意気を挫き、ダイスペナルティを与える。

《呪われし者の印》　エグザイルのエフェクト。セカンドアクションで自分のＨＰを回復することができる。

《光の弓》　エンジェルハィロゥのエフェクト。レーザー光線を放ち、対象を焼く。

《黒星粉砕》　バロールのエフェクト。回避不可の攻撃により、エンゲージひとつに大ダメージを与える。

《究極獣化》　キュマイラのエフェクト。体を怪物へと変化させ、恐るべき破壊の一撃を放つ。














ENDING









◆Ending 01◆熱き夕陽の快男児


Scene Player ──── 大悟






　タルタル湖こ畔はんに立つ大悟たちの眼前で、エンリル神殿が沈んでいく。

　王名表も、天命の書板も、中に残してきた。

　これでもう、誰も神殿を目覚めさせることはできない。

　だが、いずれ発はつ達たつした科学が、神を再び眠りから解き放つ日が訪れるのかもしれない。

　その時、人はどのような選択をするのだろうか？

　破滅か、栄光か、それとも───




ＧＭ：ではエンディングだ。君たちの目の前で、エンリル神殿が湖の中へと沈んでゆく。

大悟：終わったな……。

クリス：ええ。王名表や天命の書板も一緒に沈んだ以上、これでもはやエンリルを目覚めさせる者は現れないでしょうね。

ギヨーム：そして古代の王ギルガメッシュも、自分が望んだ場所で永えい遠えんの眠りについたというわけだ。

クリス：そういえば、天てん候こうはどうなってますか？

ＧＭ：空に目を移すと、先ほどまでの豪ごう雨うが噓うそのように晴れ渡っている。そして今まさに、遙はるか地ち平へい線せんの向こうに夕陽が沈もうとしている。




　果てしなく広がる砂漠の彼方に、太陽が沈んでゆく。

　赤く、雄大で、美しい眺ながめだ。

　その場にいる者は皆、等しく畏い敬けいの念に打たれている。

　見る者の心に生しよう涯がいに渡って燃え盛り続けるであろう……そんな印象的な夕景だった。




大悟：……いつ見てもいいもんだ。

ギヨーム：アラビアの太陽、取り戻したというわけか。

ＧＭ：ファティマは、その光景を見てほうと息をつく。「こんなに晴れやかな気持ちで太陽を見るのは久々だ。……こんな当たり前の気持ちも忘れていたんだな」

大悟：ははっ。よかった、これでロレンスとの約束も果たせたってもんだ。

ＧＭ：「……神アラーは偉大なり。君たちのような勇者を遣つかわしてくださったこと、私は神アラーに感謝する」

フィン：堅かた苦くるしいなあ、もう。

ＧＭ：「……フィン・ブースロイド」

フィン：なに？

ＧＭ：「私の世界は余りにも狭せまかったな。君たちのような者もいる。これまでの非ひ礼れい、謝罪しよう」

フィン：きょとんとしたあと、僕も謝あやまるよ。こっちこそ、色々と酷いこと言ってゴメンね。

ＧＭ：「いや、君が謝る必要は、うん、ないわけだ」少し照れているような顔になる。

フィン：その様子を見て、にやぁ～って笑う（笑）。

ＧＭ：ではファティマは仏ぶつ頂ちよう面づらになって言葉を打ち切る（笑）。「……きちんとした謝罪は、また今度会ったときにしよう」

フィン：そうだね。僕は英国のエージェントだから、またこっちに来ることがあるかもしれないし。

クリス：ファティマ。あなたはこれからどうするの？

ＧＭ：「私はバグダードに戻り、あの資料館を管理していくよ。……それが私の仕事さ」その瞳は、まるで憑つき物が落ちたかのように澄んでいる。

大悟：……今は誰も振り向いてくれる者がいなくとも、いつか〝歴史〟って奴が必要になる時代が来るだろうさ。

ＧＭ：「ああ。私は歴史を守り、後世に語り継ぐ。それがいつかは民族の誇りとなり、過ちの連れん鎖さを断つ剣となるだろう」




　ファティマの声の響きは、実に晴れ晴れとしたものだった。

　瞳に宿っていた暗い輝きも、身を包んでいた刺々しい空気も、もはや過去のものだ。

　大悟の〝心の眼〟は、彼女の中に燃え盛る黄金のような太陽を捉えている。

　ファティマはもう、誤った妄執から解放されたのだ。




ギヨーム：見事な答えですな、レディ。

ＧＭ：「ははっ。君のような怪かい盗とうに狙われないよう、せいぜい気をつけよう」

ギヨーム：私が狙うのは、このエンリルのような代しろ物ものだけですよ。安心していただきたい。

クリス：世界中には、こんな危険な物がまだまだ眠っているんですものね。……そしてナチスは虎こ視し眈たん々たんとそれを狙っている。

ＧＭ：「君たちはナチスとの戦いを続けるのだな」

ギヨーム：それが使命ですからな。

クリス：……わたしは自分の民族の過ちを正したい。それだけよ。

ＧＭ：「そうか。……私がこんなことを言うのも何だが……死ぬなよ」

クリス：大丈夫よ。わたしも、過ちを正して甦よみがえった祖国の姿を見たいからね。

ギヨーム：……幸いにして、予言書に私や他の皆さんの死が示される気配はまだまだありませんな。危険なことは目白押しですが。

フィン：この人たちは、殺そうったってそう簡単には死なないよ。そう言いつつ、僕はトランクを背負い直して出発の準備をしよう。

ギヨーム：ふむ。お別れの時間が近づいてきましたかな。

クリス：……きっとまた会えるわ。そんな気がする。

大悟：……じゃあ、ここで守り刀を取り出してファティマに返しておこう。ありがとうよ。君とロレンスが守ってくれた。

ＧＭ：ファティマは刀をぎゅっと握にぎりしめ、こくこくと頷く。

大悟：今日の勝利は、君たちのお蔭かげだ。

ＧＭ：ふむ。するとファティマは、しばらくの間、じっと守り刀を見つめている。

大悟：……どうした？

ＧＭ：「ダイゴ、私からひとつ、贈おくるべき物がある」




　ファティマは、守り刀を額に押し当て小さな声で何か呟いた。

　次に唇くちびるを鞘さやに寄せ、目を伏せる。

　それはまるで、何かを祈るような仕し草ぐさであった。




ＧＭ：───そして、柄を君に向けて守り刀を差し出す。彼女の目は、君を真っ直ぐに見つめている

大悟：？　くれるって意味かな？

ＧＭ：「この刀を、君に」

大悟：受け取ろう。……いいのか？

ＧＭ：「受け取ってくれ、戦士フエダイーンよ。ロレンスの想いは、我が魂にしかと宿った。そして今、この刀に私の想いを託たくし、君に贈る守り刀とする」

大悟：……わかった。それでは、これからの君の戦いに幸あらんことを。

ＧＭ：ファティマは何かを言いたそうにして……でも、それをこらえ、問いかける。「君はこれから、どこへ行くのだ？」

大悟：そうだな……約束は果たしたし、とりあえず夕陽の沈むところにでも行ってみるかい。ラクダに乗るのも久々だ。

ＧＭ：「そうか。まぁ、君なら太陽の果てる場所にだって辿り着けるかもしれないな」

大悟：ああ、それじゃあ、またな！

ＧＭ：「さらばだ！　マアッサラーマ・インシャラーさようなら。神の平安あれ!!」……そして、ファティマは出会ってから初めて笑みを浮かべる。それは、幼き日に浮かべていた……いいやそれよりももっと素晴らしい、最高の笑顔だ。

大悟：まるで背中で見たかのように満足気に笑みを浮かべ……歩み去る！




　───かくて太陽は蘇よみがえり、娘は笑顔を取り戻した。

　今は亡き友ロレンスへ、捧ささげる最後の想おもい花。

　これで誓いは果たしたと、男はひとり、風に吹かれて去ってゆく。

　さらばファティマよ、熱砂の娘。

　君の前ぜん途とに幸さちあれかしと、砂漠の神に男は祈る。

　嗚あ呼あ、熱き夕陽の快男児！

　次に君が赴おもむく場所は、秘ひ境きようか魔ま境きようか此この世よの果はてか!?

　気き炎えん万ばん丈じよう、快かい刀とう乱らん麻ま！

　我らが好こう漢かん・天花寺大悟、今日も凛り々りしく道を征ゆく!!




■歴れき史し的てき補ほ遺い

　ガートルード・ベル（一八六八年～一九二六年）が設けた考古博物館は、後にイラク国立博物館へと発展を遂とげ、メソポタミア文明の至し宝ほうを今日に伝えている。

　なお、設立初期の功こう労ろう者しやファティマ・ベルの名は博物館の歴史には残されていない。当時を記憶する者の言げんによれば、彼女はただ、無名の一研究者として収集物の管理と保ほ護ごに己の生涯を捧げることを望んでいたとのことである。




















あとがき






　そしてまた、新たな黄昏時トワイライトの物語が紡がれて───




　はい、こんにちは。著者の田中天です。

『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト２　熱き夕陽の快男児』、いかがでしたでしょうか？　あなたの心に砂漠の夕陽は熱く激しく燃えましたか？　何言ってんだ俺。

　さてさて、ここで改めて大悟たちの冒険の舞台となった世界についてのおさらいをしておきましょう。

　ＴＲＰＧ『ＤＸ２』には〝ステージ〟という概念があります。これは、物語の舞台となる場所や時代、環かん境きよう設せつ定ていなどを総合したものを表す言葉です。トワイライトシリーズにおいては、〝ウィアードエイジ〟というステージを用いています。これは、一九三八年の欧州を舞台に、野望に燃えるナチスの悪あつ漢かんと、それを阻止せんとする好こう漢かんたちのド派手な冒険活劇を描いたステージです。合あい言こと葉ばは、荒こう唐とう無む稽けい＆奇き想そう天てん外がい、エンジョイ＆エキサイティング。

　サプリメント『アウトランド』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）には、このウィアードエイジで遊ぶための設定が掲載されています。これを使えば、快男児やナチスの超人兵士に加え、吸きゆう血けつ鬼きや人じん狼ろうといった〝ダークワン（闇やみのモノ）〟と呼ばれる格好いい怪物をもＰＣとして扱うことができるようになります。興味がおありの方は、是ぜ非ひともご覧になってみてください。




　さて、ここから先は例によって各話のシナリオについての解説コーナーです。本編を読み終えたことを前ぜん提ていとしたネタバレ文章が炸裂いたしますので、未読の方は重じゆう々じゆうお気をつけくださいませ。

「ネタバレェェェ!?〝上等〟ッスよ！」という荒あらぶる魂を持つパンクな方は、このまま存分に読み進めてください。




●第一話　ダンディ襲来!!　快男児必殺拳

　クレオパトラ・ダンディ。

　第一話はこいつに尽きます。実のところ、シナリオ作成時はここまで奇き矯きような人間になるとは想定していませんでした。それが、いざセッションが始まってみると台詞が次から次へと溢れて止まらず、プレイヤーにも受けまくり、まさにダンディ・オンステージの様相を呈してしまいました。キャラがひとり歩きする瞬間って、こんな感じなんでしょうかね。

　ただのバカキャラで終わらず、きっちりと格好いい面（老婦人に優しいところとか死を覚悟で囮になるところ）も演出できたので、大満足です。

　サイボーグ化して第二話で復活登場させようかとも思いましたが、くどくなるのと、せっかくの散ちり様ざまが台だい無なしになってしまう気がしたのでとりやめました。正解だと思います。

　余よ談だんですが、ダンディには妹がいるという設定になっています。名前はジャイアント・ビューティ。どんな人物かは私にも謎です。

　さて、シナリオ本筋の話もしておきましょう。

　一話の肝は、「複数存在するキーアイテムを争そう奪だつしあう」という点にあります。敵も独自のスケジュールに沿そって行動するとわざわざ宣言したのは、プレイヤーたちに程よい緊きん張ちよう感かんと、「ナチはどう動くのだろう？」と推理させる楽しみを与えるためです。

　結果として、ＰＣ側が入手した天命の書板は四枚。対するナチスは三枚＋王名表。イイ感じにバラけてくれたと思います。もしもＰＣが全部ゲットしてたとしたら、第二話のプロットを根底から練り直すことになっていたでしょう。

　また、地味に気をつけていたのは、「ファティマは笑顔を見せない」という点。ヒロインである彼女に笑顔を取り戻させるのは、第一話・第二話を通しての大目的と設定していたためです。いわゆるツンデレのツン期って奴ですね。




●第二話　快男児ＶＳ復活の超魔人

　ギルガメッシュと大悟を戦わせたい！

　第二話の根こん底ていにあったのは、そんなシンプルな欲求でした。それはそれとして、遙か昔に死んだ人物をどうやって登場させればよいのでしょう？

　こういうときはルールブックを読むに限ります。しばしの間、各シンドロームに目を通し───見つけました。《不死不滅》。

「でも、ギルガメッシュが独どく力りよくで蘇るだけじゃ面白くないよな。ここはやっぱり、ナチスを絡ませる必要がある！」……というわけで生まれたのがハルバッハです。こんな奴を核として復活してしまったばかりに、英雄ギルガメッシュはシュメール＝ナチス帝国樹じゆ立りつを夢見る古こ今こん無む双そうのクレイジーガイと成り果てました。後悔はしていません。

　ナチスが集めた天命の書板が、そのままギルガメッシュの戦力になるというネタは、第一話を練り始めた初期から決まっていました。前の話におけるＰＣの努力が、そのまま今回のクライマックスに活かされた形となり、プレイヤー諸しよ氏しの反応も上々でした。

　ちなみに、最後の最後で大悟がロレンスの守り刀を使ってくれたことは、個人的に拍はく手しゆ喝かつ采さい＆嬉うれしさ炸裂でした。守り刀にデータを設定したのと、敵に［捕縛］攻撃をさせたのも、それを期待してのことです。こういう仕掛けは、あんまりやりすぎると興醒めですので、「プレイヤーが気づいても気づかなくても物語は進行する」ようにしとくのがよいでしょう。

　さて、まだまだ語りたいことは尽きませんが、紙し幅ふくの方が先に尽つきてまいりました。

　ここで、関係各氏へのお礼を申し上げることといたしましょう。

　まずは、本書の出版に御ご尽じん力りよくくださった編へん集しゆう・印いん刷さつ・流りゆう通つうの方々へ。あなたたちの内、誰ひとりが欠けたとしても、この作品は存在し得なかったでしょう。

　次にプレイヤーの四人へ。楽しいプレイなくして、楽しいリプレイはありえません。このリプレイに込められた〝楽しさ〟の大半は、君たちが生み出してくれたものです。

　そしてイラスト担当のしろー大おお野の先生へ。クレオパトラ・ダンディの勇ゆう姿しを始めとして、今回もスタッフ一同、度ど肝ぎもを抜かれっぱなしでした。もはや、あなたのイラストなくして本シリーズは考えられません。

　最後に、本書を読んでくれた〝あなた〟に。

　本当にありがとう。またいずれ、どこかの宵闇トワイライトでお会いしましょう。





二〇〇七年一月二十五日　田中天












ダブルクロス・リプレイ・トワイライト２




熱き夕陽の快男児








田中　天／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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